
SE5434

＜
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A

SE5433

SE5120
1 暗黒褐色粘質土

(黄灰色粘賓上 小礫混)

2 暗黄灰色絡質土

(黒 BB色格質上 小礫混)

3 晴黒褐色粘質土(小礫混)
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SE5434b

SE5434。 SE5434b
l 暗黒灰色格質■    6 暗黒灰褐色粘質と
2 暗黒拇色枯質土

SE5152
1 暗黒灰trh質土

(暗賞灰色枯質土斑点
状に混)

2 暗黒灰色粘質土

(灰色強)

3 暗黒灰色粘質土
4 暗黒色粘質土

(砂混、しまり悪)

4

SE5493
1 黒灰色粘質上

(責灰褐色粘質土混)

SE5459
1 黒褐色粘質土
2 黒A4B色祐質土

(貢灰色粘質土協)

1 暗黒灰色枯質■(黄灰色粘質土121

2 暗灰拇色粘質土(黒灰色枯質上混)

3 晴黒拇色枯質土(黄灰色粘質土混)

4 暗黒灰色祐質■(黄灰色th質■混)

SE5407
1 暗黒灰色粘質上

2 暗黒灰色粘質土

(黒tth質土混)

3 暗灰褐色活質土

(砂礫混)

4 暗黒色粘質■(礫混)

(黄灰色粘賓主アロ   7 暗灰色粘質土
ック 刻蝶混)    8 暗黒色粘質土

3 黒灰t枯質■(黄灰    (砂 多霊混)

色格質土混)     9 暗黒召色粘質土
4 暗黒褐色粘質■    10 暗黒灰掲色粘賓上
5 暗黒灰褐色粘質土     (黄灰trl質とアロ

ック 小礫混)

I
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SE5597

2 茶鵜色枯質土と黄褐色粘質上の混土

3 茶捐tth質土(青 白色粘質土アロック混)

7510m

SK5663

SK6663・ SE5665・ SK5667
1 灰泰偶色粘質■(地山粒混)

2 灰茶禍色粘質土(地山粒1よ り多)

3 茶鵜ζ粘質土(地山粒混)

4 秦褐色粘質土

5 茶得色粘質土(地山アロッタ混)

6 黒褐色猫土

SKS667 SE5665

SE5536
1 灰黒裾色土(褐色土アロックIEi

2 灰茶凋色土(褐色土粒潮

3 黒色■(褐色土粒混)

7530m

SE5549

SE5532
1 暗泰禍t4h質上と灰

茶褐色粘質上と黄掲

亀推賓とと砂の混土

2 暗茶網色粘質■と黄

褥trL賓■の混土

3 煮褐色粘質土

(暗秦鵜色粘質土混)

SES777
1 黒灰色粘質土(黄灰色粘質土混)

2 暗黒灰色准質土(し まりやや悪)

3 暗黒灰色格質土(青灰tth質土混、

しまり悪)

SE5597

ゴ

９『中」
５５４細紬穀

SE5543

A SE5536

1 黒色土(黄掲色土粒

霜聴り)

2 黒色土(黄脅色上粒
アロック混)

3 褐色土(黒 ti粒混)

4 灰青白色枯質■

SE5521
1 景色猫質土

2 黒灰色粘質土

3 黒灰色猶質土

(乳 白色粘質土

アロック混)

SE5521

▲二凩
　

，
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
一江

E5661
黒灰色粘質土

(黄灰色エアロッタ混)

嗜黒灰tth賓土

暗灰色粘質土

暗灰色粘質土

(黄灰色粘質土潮

暗青灰色お質■

(黒灰色粘質主混)

暗黒栂色粘質土

(し まり悪)

SE5S32

SE5661

L__ャ _ド ヤ ~十 司 ~イ ~r¬ 一キー ~― ――――――――――――引
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7610m

SE6040
1 暗獨色猫賓土

2 暗褐色粘質上(責禍色砂温)

3 黒褐色粘質■(し まり悪)

SE6056

SE6057
1 暗茶褐色i(寅掲色と彼量に混)

2 黒褐色粘質■(翻ヒ鉄含)

ユ 暗茶褐色土 (黄掲色■微量にIEl

2 賭茶偶色土 (責褐色土霜隆り、小礫混)

3 黒掲色土
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1.SE6056 2.SE6057 3.SE6040

_ゼ＼

SE5915
1 暗灰据獣 土ゝ

2 黒褐色粘■ (し まり良)

3 黒褐色粘土 (賣鴻色土アロック潮

4 黒褐色枯土 (し まり悪)

SD5913
1 暗掲色粘土(均質)

2 黒褥ethi
3 暗掲色粘土(黄終色土渤
4 暗褐色粘土(黄褐色±3よ り多)

SE5914
S 累編色粘土(黄鵜色■混、しまりない)

ト

ゝ
^(イ

ド
/J河

SE5914 iイ :

SD5913
7610m

4.SE5996 5,SE5915 6.SE5914
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75 711m SE6626 SE6849

SE6849
1 暗紫網色土(黄褐色土霜降9)
2 責褐色■(裾も土混)

3 暗茶彊色■(礫 121

暗褐色粘質土(A4B色粘質土混)

暗褐色粘質土(し まつ悪、大礫混)

黒褐色粘質土(黄褐色粘質主混、しまり悪)

黒褐色消質土(責縄色粘質土混、しまり悪)

責褐色粘質土(褐色粘上 暗褐色粘質土FL、 しまり悪)

SE6381
暗茶褐色■(黄禍色土 黒褐色土アロック潮

暗茶掲色土(1よ り黄褐色土アロック多量)

暗茶鵜色土(1よ り責褐色土アロンク少長で明

暗茶褐色土(3よ り暗、お質)

暗茶鵜色土(4に 礫混)

権
　
　
　
▲
工
〔

SK6622 SE6623

1 暗褐色粘質■と編灰る粘質土の混士

(礫混)
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1.SE6275 2.SE6626・ SE6849 3.SE638

999

SK6622,SE6623
1 暗褐色砂礫と

2 暗褐ζ砂礫土(1よ りやや砂礫少量 粘質土多量混)

3 暗据色粘質■(黄褐色粘質土混)
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SE6626
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SD7535

/
SD7535

2

SE7655
1 黒褐色粘質土

2 黒褐色粘質土

(黄褐色粘質土アロック混)

3 黒泰色粘質■

SD7535
4 黒褐t粘質土 (責褐色粘質

土斑点状に混、礫混)

5 明茶鵜色枯質主 (礫混)

6 茶褐色粘賓■ (黄据色粘質

土斑点状に121

7 嗜茶褐色粘質土

SE7896

SE7896

SK7725 SK7726_

SE7724
1 黒褐色枯質■
2 黒灰色粘質土

3 黒灰色粘質土

(責灰色粘質土混)

4 黒色粘質土

SKフ 725
5 黒灰褐色粘質土

6 黒灰色描質上

SK7726
7 黒灰褐色祐質■

(5よ り明)

SK7895。
SE7896
1 茶褐色粘質土

2 茶褐色粘質士

(秒蝶混)

＼__/ブ

SK8251

SK8251 SE8252
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1.SE7500 2.SE7555 3.SE7724

SE7S00

ヤ 3
SK7726

77 00n  sK7895

SE8946
1 暗鵜箇監質土(秒礫混)

2 暗褐trl質土(礫混、しまり悪)

3 暗褐色猫質土(礫 月ヒ物混、しまり悪)

SK8251
1 掲L4h質土(黄褐色粘質土粒 礫 炭イヒ物混)

2 掲色結質■(黄掲色粘質土 礫 炭化物 鉄津混)

3 暗褐色粘質土(砂礫混)

SE8252
4 黒褐色土(秒礫混)

○

4.SE7896 5SE8252 6.SE8946
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SE8638

SE8314    SK8315

SE8314
1 黒褐色粘質土(礫混)

2 黒褐色粘質と (砂礫 IFt)

3 黒褐色粘質土 (青灰色砂礫混)

SK8315
4 褐色粘質土 (黄褐色粘質土アロック 砂礫渤
5 褐色枯質土 (黄鵜色粘質土・砂礫混)

SE8638
1 暗褐色粘質土 (砂礫混、

2 暗褐色粘質土 (礫混)

3 暗偶色粘質土(砂礫混)

しまり悪)

SE8543

ト

SK8545
SE8542

8546

E8543
褐色粘質士

SE8522

SE8529

SE8542 SE8543 SE8547
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茶褐色■ (褐色粘質土混)

茶褐色砂

黒褐色結質■ (礫・炭化物混)

灰褐色土 (礫混)

赤褐色土lBk渤

黒掲色粘質土(礫潮

茶褐色砂 (礫混)

茶褐色砂

黒褐色粘質土(砂混)

茶褐色砂質土
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SE9429

SE9429
1 黒拇色粘質と(礫混)

I 暗寅灰褐色粘質土(地 山プロックIHl

2 灰色粘資土(礫混)

SE9412
1 黒褐色粘賓土

E8972
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SE9388

77411m

7750m

SE9352
1 茶褐色粘質土

2 茶褐色猫質土(1よ り粘性強)

3 黒褐色粘質■(青灰色枯土アロック混)

SE9388
1 黒茶褐色結質土

(黄 白色砂質土潮
2 黒灰掲色消質土

9 赤黒灰禍色祐質土

(酸化鉄含)

4 黒灰褐色猫質■

(2よ りIh賃 )

SE9428

SK10241

8

f

|

I SK10241
1 1 暗茶褐色土

|〔
癬騒豊

山の殿

|,E諧 羅 雹み難 仙 山励

1 5 99サ夢赤色坐
色お質■

1 6 黒褐色粘質上

|

|

| イ
＼＼__ノ

SE9342

SE9342
と 茶褐色粘質土
2 暗灰茶鶉色粘質土(6よ り砂賓)

3 暗灰茶鵜色祐質土(6よ り茶色強ヤ→

SD9341
4 秦召色粘質土
5 暗茶褐色粘質土
6 暗灰茶縛色結質土

→◎
SEI0242

7860m sE10242 SK10241

6.SE9342



SEi0109
1 暗茶褐色上(酸化鉄含)

2 暗茶褐色土(灰色格■アロック混)

3 黒灰色粘質土 (灰色粘土ブロック混)

4 黒灰色粘質土(灰色粘土ブロックわずかに混)

X>>

7950m

X

7910m

SE10225

E10227

よ

SE10228
1 黒色上 (肌色粘上混、堅 くしまる)

2 黒色土 (1よ り暗)

3 黒色粘質■ (灰色粘上プロック混)

SE10170
1 黒色粘質土(責褐色土霜降り)

ワ 黒色枯質土
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A
黒色土

有機物層
黒色粘質土

黒色粘質土 (礫混)

黒色粘質土(灰色粘質上ブロック混)
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4土  坑

中世後期の上坑は,方形の明確な掘形をもつ竪穴状土坑と,切 り合いが複雑で不整形な土坑に大き

く分けられる。方形のものには石列が伴 うものや,羽 口や汁嶋などの出土から土坑の性格がわかるも

のがある。不整形のものは遺物量も少なく,性格のわかるものは少ない。

A地区

3008号土坑 (S K3008)

A3地区の北西部分,X366～ 369Y86～ 91に位置する。南北は440cmで,東西は S K3015や 別の土

坑に切られているが,現長330cmである。平面形は長方形 (推定)で,深さ20cmである。覆土は茶褐

色土で,地山土が混じる。遺物には中世土師器・瀬戸美濃があり,時期は16世紀である。

3016号土坑 (S K3016)

X365。 366Y86・ 87に位置する。長軸280cm,短軸226cmの長方形で,深さ44cmである。土坑はSE
3018を 切 り, S K3017に切られる。覆土は黒茶褐色上である。下層に地山上が多く混じる。遺物には

中世土師器・瀬戸美濃 。青花がある。時期は16世紀である。

3691号土坑 (S K3691,第 142図 )

S D 3425の 区画内,X336～ 338Y98～ 100に位置する。長軸514cm・ 短軸363cmの長方形で,深さ74

cmである。 S K3707を 切っている。覆土は黒褐色土 (上層),茶褐色土で,地山土・礫が混じる。上

層から中層にかけて,炭化物が多く混じる暗茶褐色上がある。また,土坑の西部分には砂利混じりの

茶褐色土が土坑の肩からなだらかに底まで入っている。土坑の底には地山上がブロック状に混じる責

褐色土・茶褐色土がある。土坑の底は礫面まで掘 り込んで凸凹なので,こ の上は貼床土と考える。遺

物には中世土師器・八尾・珠洲・越前・瀬戸・白磁 。青磁,フ イゴの羽目がある。下層には13世紀の

遺物が入っているが,時期は15世紀であろう。土坑周辺の柱穴から建物を復元できなかったが,上屋

を持つ竪穴状土坑 と考える。

3967号土坑 (S K3967,第 140図 )

X343・ 344Y105に位置する,長軸216cm・ 短軸198cmの不整形で,深さ15cmの 上坑である。土坑の

北側は少し張 り出しているが,覆土からは別遺構 とは考えられない。断面は浅 くくぼみ皿状になる。

覆土は茶褐色上である。上層は地山上が霜降 り状に混じる。遺物には15世紀の中世土師器がある。

B地区

4338号土坑 (S K4338,第 200図 )

X312Y89で検出した長方形の上坑である。規模は南北116cm,東西182cmで ,壁の立ち上が りはし

っか りしている。床面は平坦であるが,中央西寄 りで一部 くぼむ所 もある。覆土は砂礫の混じる茶褐

色粘質土,砂礫の混じる暗茶褐色粘質土,砂礫の混じる黒茶褐色粘質土力剌頂に水平堆積する。遺物に

は中世土師器・珠洲がある。

4439号土坑 (S K4439,第 200図 )

S K4479の 南で検出した不整形の上坑である。西側は暗渠に切られる。南北最大310cm,東西約178

cmである。覆土は砂礫の混じる茶褐色粘質土,黒褐色粘質土,砂礫の混じる黒褐色粘質上の順に上か

ら堆積 している。

46■号土坑 (S K46■,第 201図 ,図版■8)

X292～ 294Y96～ 99付近で,S D 4604と S D4605の 間に検出した土坑である。平面形は東西470cm,

南北314cmのやや不整形な方形を呈し,深 さは20cmを 測 り浅い。覆土は炭化物を含む黒褐色土で上下
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2層 に分かれ,下層がより粘質である。遺物は中世土師器・珠洲・瀬戸・青磁,箸が出上しており,

時期は14世紀～15世紀と考えられる。

4623号土坑 (S K4623,第 201図 ,図版■8)

X295～ 296Y81～ 83付近で,S D 4602の南側西端に検出した土坑である。平面形は東西410cm,南北

265cmを測る方形を呈するが,北側の肩ははっきりしない。深さは中央部で24cmを 測る。緩やかに傾

斜した南東隅に,斜めに柱根が検出されたが,その掘形は土坑の覆土を掘 り込んでいる。したがって

この上坑に伴 うものである可能性は低い。覆土は主に黒茶褐色粘質上である。遺物には中世土師器 ,

漆器椀がある。漆器椀は中央やや西寄 りに,底から約10cm浮いた状態で出上した。遺物の時期は14世

紀～15世紀である。

4745号土坑 (S K4745,第 202図 ,図版■8)

X297Y82付近で,S D4602内 の南側斜面に検出した土坑である。斜面に穴を掘 り,周辺に大小の石

を配した石組のものである。平面形は直径95cmの円形を呈し,深さは35cmを 測る。覆土は茶褐色土

で,酸化鉄 と5 mm～ l cm大の小石を多く含む。周辺の石は中央部と東側の石の上面が赤化しており,

被熱によるものと考えられる。遺物は珠洲,底部から瀬戸美濃の皿が出上しており,時期は16世紀と

みられる。溝内での水溜 としての機能を果たしていた可能性もあるが,石の赤化状態との関わりから

みて性格は不明である。

4809号土坑 (S K4809,第 202図 )

X280Y90で検出したやや不整形の長方形の上坑である。南端が攪乱で切られるが,規模は南北約300

cm,東西165cmである。床面は平担ではなく,壁も立ち上が りがまちまちである。覆土は橙色上が混

じる黒褐色粘質土が主体で,南側には肌色粘質土ブロックが混じる褐色上が堆積する。遺物には須恵

器,越前・瀬戸美濃がある。時期は16世紀である。

4821号土坑 (S K4821,第 202図 ,図版■9)

S K4820の 北東で検出した土坑である。長軸140cm,短軸110cmの卵形に近い楕円形である。覆土

は黒灰色粘質上の単層で,床面近 くから礫に混 じって石製暖房具 と漆塗 りのしゃもじが出上している。

この他にも13世紀の中世土師器・珠洲 。16世紀の越前・13世紀～14世紀の瀬戸が出土している。

4852号土坑 (S K4852,第 202図 ,図版■9)

X286Y95で検出した直径53cmの円形の上坑である。検出面から 5 cm～ 10cm下から曲物の側板・

底板・加工木,完形の中世土師器が一括して出上した。またこれらを取 り上げた下層にも底板・有孔

の円い板・板材が出土している。穴一杯に遺物を詰め込む様子で,意図的なものが感 じられる。時期

は中世土師器から16世紀である。

4853号土坑 (S K4853,第 203図 ,図版■9)

X272Y79で検出した円形の上坑である。直径53cm,深 さ74cmを 浪1る 。覆土は黒褐色粘質土に黄褐

色粘質土ブロックが混じる上である。約25cm下層からほぼ完形の石臼と楕円形の自然石を検出した。

また,石臼の下からは厚さ5 mmの長方形の板材を検出しており,こ の他にも木製椀が出上している。

上器の出土は須恵器のみであるが,周辺の遺構から判断して当期 と考える。

4858号土坑 (S K4858,第 203図,図版■9)

X269Y86で検出した楕円形の上坑である。長軸90cm,短軸70cm,深さ73cmを 測る。覆土は黒褐色

粘質土で,遺物は曲物片・加工木片が多く出土している。覆上の性格などから丼戸の可能性もある。

4866号土坑 (S K4866,第 203図 )
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X269Y81で検出した楕円形の上坑である。長軸95cm,短軸80cm,深さ41cmである。覆土は黒褐色

粘質上である。遺物には瀬戸美濃,羽口,石臼,加工木があり,石臼は壁際に寄った状況で検出した。

時期は16世紀である。

4867号土坑 (S K4867,第 203図 )

X281Y82で検出した楕円形の土坑である。長軸91cm,短軸62cm,深さ29cmである。底からは漆器

と石臼が壁に張 り付いたような状況で出土している。

5004号土坑 (S K5004,第 203図 )

X244Y99,調査区東際で検出した楕円形の上坑である。北の S D 5006よ り新 しい。井戸の可能性も

ある。規模は長軸80cm,短軸70cm,深さ68cmである。底は丸 く,覆土は上層が砂礫混じりの暗褐色

粘質土,下層がしまりの悪い黒褐色粘質上である。遺物には15世紀の中世土師器,木製品 (底板)んヾ

ある。

5007号土坑 (S K5007,第 203図 )

S K5004の 西で検出した土坑である。直径63cmの円形で,深さ82cm,井戸の可能性 もある。掘形

は円筒形で,覆土は黒褐色粘質土,下層には黄褐色砂礫が混じる。遺物には中世土師器がある。時期

は15世紀～16世紀である。

5069号土坑 (S K5069,第 203図 )

X260Y100で検出した円形の土坑である。西の S K2070と 接する。規模は直径70cm,深さ57cmで

底が丸い。覆土は上層が暗茶灰色粘質土,下層が黒灰色粘質上で下層には板状の木製品が混じる。遺

物には15世紀の中世土師器がある。

5073号土坑 (S K5073,第 203図 )

X257Y98で検出した楕円形の上坑である。長軸80cm,短軸70cmで,深さは62cmである。掘形は

円筒形,覆土は上層が暗茶褐色土,下層が黒灰色粘質上である。下層から石臼が出上している。

5075号土坑 (S K5075,第 204図 )

X264～ 266Y95～ 98,平成元年度調査区と同 3年度調査区の境で検出した土坑である。元年度調査

終了後の工事のために上面が攪乱を受け,常時水が溜まった状態であった。このため,実際の深さよ

り浅 くなってお り,東の肩がはっきりしない。東西幅は約560cm,深さは約35cmと 推定する。覆土は

黒褐色粘質上が主体で,部分的に砂層・礫混じり土が入る。床面は平坦で,こ こからS K5393を 検出

した。これは西側の S E 5847と 共に土坑より古い。遺物には土師器 (羽釜),中世土師器・珠洲がある。

S K5393か らは珠洲と木製品が出土している。

5078号土坑 (S K5078,第 203図 )

X262Y101,調査区東側のJF水溝脇で検出した土坑である。長軸60cm,短軸52cmの楕円形で,深

さ63cmである。掘形は円筒形,覆土は暗茶灰色上が主体で,こ の上は周辺の地山の上と判別 しにくい。

遺物には中世土師器,木製品 (加工木・底板)がある。時期は15世紀～16世紀である。

5089号土坑 (S K5089,第 203図,図版■9)

X265Y98,S K5075の東で検出した,不整形の楕円形の上坑である。規模は長軸180cm,短軸121cm,

深さ80cmである。上層は大小の礫が多量に混 じる暗灰色粘質土,下層は暗黒灰色粘質上である。遺物

には中世土師器・珠洲・青磁がある。

5098号土坑 (S K5098,第 203図 )

X255Y98,耕 作面が一段下がる境日で検出した土坑である。上段 との差は約20cmである。規模は
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90cmの円形で,深さは下段面で28cmである。覆土は第 1層が暗褐色粘質土,第 2層は中央に径27cm

の範囲でレンズ状に堆積 し,こ の下層から炭化した木製品を検出した。第 3層 は礫の混じる暗黒灰色

粘質土です炭化木製品の埋土となっている。何 らかの目的で埋置したものであろう。遺物には15世紀

の中世土師器がある。

5100号土坑 (S K5100,第 203図 )

X256Y97で検出した円形の土坑である。直径105cm,掘形は播鉢形,深さ99cmである。覆土は上

層が灰褐色粘質土,下層が灰黒色粘質上である。上層には珠洲が混じり,下層から木製品 (加工木・

曲物片・底板)が出上した。

5332号土坑 (S K5332,第 204図 )

S K5331の 北で検出した方形の上坑である。規模は南北145cm,東西153cmと 正方形に近 く,深さ

16cmである。土坑内の S K5572は 土坑より古い。覆土は黒褐色土に黄褐色上が混じる上の単層で,床

面は平坦である。遺物には中世土師器,銅銭がある。

5333号土坑 (S K5333,第 204図 )

S K5332の 東の長方形の上坑で,東側は暗渠に切られる。南北は228cm,深さは20cmである。覆土

は黒褐色土に黄褐色土が混じる上で,床面は平坦である。遺物には珠洲がある。

5383号土坑 (S K5383,第 274図 )

X257Y87・ 89で検出した長方形の土坑である。北側は暗渠に切 られる。東西は230cm,深 さ63cmで

ある。断面形は逆台形,覆土は黄褐色土・黒褐色土・黄茶灰色土・暗茶褐色土・茶褐色土などが混じ

り合い,多種の層となり細かい堆積の様相をなしている。最下層には暗灰色粘質土が堆積する。遺物

には15世紀の中世土師器,木製品 (加工木・板材),銅製品がある。

5390号土坑 (S K5390,第 203図 )

X266Y99で検出した楕円形の土坑である。長軸123cm,短軸98cm,底は丸 く,深さは79cmである。

覆土は灰黒色粘質上で,下層になると礫を含む。遺物は中世土師器・珠洲,木製品 (漆器椀・底板・

杭)がある。

5482号土坑 (S K5482,第 205図 ,図版120)

X255～ 257Y79～ 81,耕作面が一段下がる境で検出した長方形の上坑である。規模は南北384cm,東

西は長方形の部分で420cmで,西辺か ら床面が約 5 cm高 くなって不整形に張 り出し,先端が暗渠で

切られる。覆土は灰黒色土,黒色土が主体で,こ れに褐色土粒が混じることもある。検出面から10cm

～15cm掘 り下げた段階で,北に向かって逆「 L」 字形の石列を検出した。20cm～ 40cm大の石を内側

に面を取って並べている。東側が 1段,南側は部分的に 2段の石組である。石で囲まれた範囲は南北

215cm,東西340cm,面積は7.3m2で ぁる。石列の外側の覆土は内側の覆土とあまり変わらない。土坑

の中央床面下からS E 5682を 検出した。上面は黄褐色粘質土で埋まっており,土坑はこの後に作られ

たものである。遺物には16世紀の中世土師器・珠洲・越前・瀬戸美濃 。青磁・青花,石臼がある。時

期は16世紀である。

6025号土坑 (S K6025)

X220Y97で検出した円形の上坑である。直径約130cm,深 さ48cm,床面は平坦で,壁の立ち上がり

は垂直に近い。覆土は上層が砂礫 と責褐色粘上の混じるしまりの悪い暗褐色粘土,下層が黄褐色粘土

主体の上である。下層の深さ約40cmか ら,藁状の繊維の紐を穴に通した銅銭の束を検出した。銅銭は

錆で固まってお り,正確な数は不明だが約70枚 は確認できた。他の遺物は出土せず,銅銭の種類もま
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だ分析 していないが,出上のありかたから当時期 と考える。

6044号・6045号土坑 (S K6044・ S K6045,第 206図 )

S D6036な どの北で検出した土坑である。S K6045は S K6044よ り古い。S K6044は 南北135cm,東

西185cmの長方形の上坑である。深さは30cm,覆土はしまりの悪い,礫混じりの暗褐色粘質土である。

遺物には中世土師器・珠洲がある。 S K6045は 南北100cmの長方形の上坑である。深さは22cm,覆土

は上層が暗褐色粘質土,下層が暗褐色粘土である。遺物は出上していない。 S K6044の 遺物から当時

期にあてているが,西にある近世の上坑 S K6047と 同じ並びを取 り,酉己置からみて, S D 6036な どに

沿って並ぶ近世の上坑の可能性が強い。

6046号土坑 (S K6046)

S K6045の 北で検出した長方形の上坑である。S K6045に は南側を切られる。東西は68cm,深 さ91

cm,覆土は黒褐色粘質上である。遺物は15世紀の中世土師器,銅製品が出上している。

6213号土坑 (S K6213,第 206図 )

X237Y76～ 77で検出した不整形の楕円形の土坑である。南北は360cm,東側を暗渠に切られる。南

西側のS K6214・ S K6216よ りは古い。覆土は暗褐色粘質土が主体で, これに黄褐色粘質土・暗褐色

粘質土が混じる。床面は平坦で,壁の立ち上が りもしっか りしている。床面中央では,小穴 2基 と一

辺 lmの正方形の土坑を検出した。いずれも土坑よりも古い。遺物には中世土師器・16世紀後半の越

前・瀬戸美濃がある。

6608号土坑 (S K6608,第 207図 )

X235Y96で検出した長楕円形の上坑である。北端をS K6609に 切られる。東西幅は110cm,掘形は

播鉢形で底は九い。覆土は多量の砂礫が混じる黒褐色粘質土で,深さは142cmを 測る。砂礫に混じっ

て上層からは石臼片が,下層からは何かの基垣に利用していたと考えられる桑山石の加工石が出上し

た。石製品の他には中世土師器・瀬戸美濃がある。

6609号土坑 (S K6609,第 207図 )

S K6608の 北で検出した方形の土坑である。S K6608と は切 り合いで負ける。規模は南北212cm,東

西205cmでほぼ正方形に近 く,深さは95cmと 深 く壁の立ち上がりは急である。床面は平坦で,砂礫層

を掘 り抜いているためか湧水が見られる。覆土の基本層は上層がしまった暗茶褐色土,黒褐色土・黄

褐色上の混じる暗茶掲色土,下層が責褐色上が混じる暗茶褐色粘質上である。遺物には中世土師器・

15世紀の珠洲・16世紀の越前,17世紀の唐津がある。唐津は上面からの混入と考えており,時期は15

世紀・16世紀である。

6616号土坑 (S K6616,第 207図 )

X255Y93。 94で検出した長方形の上坑である。南東から北西にかけて暗渠が走 り,攪乱を受けてい

る。S K6654・ S E 6620よ り新 しく,S E 6617よ り古い。規模は南北245cm,東西290cmでいくらか

歪んでいる。深さは35cm,壁 の立ち上が りは明瞭で,床面も平坦である。覆土は上層が黄褐色土が混

じる黒褐色土,下層が黒褐色土でほぼ水平に堆積する。遺物には中世土師器 。15世紀の珠洲・瀬戸美

濃がある①

7235号土坑 (S K7235,第 209図 )

X197Y74,S D 7200の 北側で検出した長方形の土坑である。規模は南北132cm,東西100cmで ,壁

の立ち上が りは直角に近 く,床面は水平である。覆土は上層が黒褐色粘質土で,茶褐色粘質土,黒褐

色粘質上の順で堆積する。遺物には中世土師器と青花がある。時期は16世紀である。
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7318号土坑 (S K7318,第 208図 )

X197Y69,S D 7319の 西側で検出した土坑である。不整形の浅い土坑で,規模は南北180cm,東西

142cm,深 さは22cmである。覆土は第 1層 が黒褐色粘質土,第 2層が黒褐色土粘質土と責褐色粘質土

の混土で,第 1層上面から珠洲の胴部片が出土している。

7448号土坑 (S K7448,第 209図 ,図版120)

X200Y85で検出した直径180cmの 円形の土坑である。南の S K7449よ り新 しい。深さは34cmで ,

壁の立ち上が りはしっか りしている。覆土は上層に明赤黄色粘質上がレンズ状に堆積 し,その下層に

は黒褐色粘質土が堆積する。遺物には16世紀の中世土師器がある。

75■号土坑 (S K7511,第 208図 )

X191Y90で検出した楕円形状の土坑である。東側上面には近世の溝S D 7504,S D 7505が 南北に走

る。規模は南北255cm,東西200cmで,掘形は括鉢形である。覆土は上層が黄褐色粘質土と茶褐色粘

質上の混土,下層が茶褐色粘質土である。遺物には16世紀の中世土師器がある。

7570号土坑 (S K7570,第 209図 )

X178Y82・ 83, S D 7220と S D 7580の 交点で検出した土坑である。溝との切 り合いは S D 7220に は

西側が切られるが,S D 7580よ りは新 しい。平面形は南北350cmの楕円形を呈すると考える。覆土は

礫の混じる黒褐色粘質土である。遺物には中世土師器 と珠洲がある。時期は15世紀である。

7633号土坑 (S K7633,第 208図 )

X185Y83,平行 して南北に走るS D 7220と S D 7535の 間で検出した長方形の土坑である。土坑の長

軸方向は溝と平行する。規模は南北392cm,東西195cmで ,南側は幅が狭まる。西肩で検出したSE

7636は 土坑より新 しい。床面は平坦で,覆土は礫の混じる暗茶褐色粘質上の単層である。遺物には中

世土師器がある。

7686号土坑 (S K7686,第 208図 )

X187Y79で検出した台形状の上坑である。規模は南北140cm,東西160cmで ある。断面はレンズ状

で,深さは26cmである。覆土は上層が礫の混じる暗茶褐色粘質土で,下層はこれに暗黄褐色粘質土が

混じる。遺物には中世土師器 と珠洲があり,時期は15世紀である。

7955号土坑 (S K7955,第 210図 )

X179Y70,S D 7961の 東肩で検出した長方形の土坑で,溝に負ける。規模は南北178cm,床面は平

坦。覆土は責褐色粘質土ブロック・砂礫の混じる暗茶褐色粘質上の単層で,遺物には瀬戸美濃がある。

7962号土坑 (S K7962,第 210図 )

X182Y70で検出した不整形の長方形の上坑である。西側の S E 7963は 土坑より新 しい。規模は南北

135cm,東西238cm,深 さ20cmである。不整形であるが,壁の立ち上が りは比較的しっか りしている。

遺物には中世土師器がある。

7980号・7981号土坑 (S K7980。 S K7981,第 210図 )

S K7962の 南側で検出した不整形の上坑である。 2基の上坑,及び S D 7961の 上面には砂礫の混じ

る暗茶褐色粘質上が10cm～ 15cmの厚さで堆積する。その下層はS K7980が砂礫・責褐色粘質土粒の

混じる暗茶褐色粘質土, S K7981は茶褐色粘質土と黄褐色粘質上の混上の単層である。壁の立ち上が

りが曖昧なため,正確な規模は不明である。南にあるS K7860も プラン・遺物から考えて関連遺構の

可能性が高い。遺物の出土は S K7980か ら中世土師器・珠沙H・ 瀬戸美濃がある。

8057号土坑 (S K8057,第 208図 )
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X185Y67C検出した楕円形の上坑で,こ の遺構の東側は遺構の密度がやや希薄である。規模は南北

72cm,東西128cmで ある。深さは19cmである。覆土は主に責掲色土粒が混じる明茶褐色粘質上であ

る。遺物には中世土師器 と青磁がある。時期は15世紀末である。

8090号土坑 (S K8090,第 211図 )

B3地区の西端C検出した土坑である。排水溝を挟んでB3W地 区のS K8275と 接合すると考える

が,接合部分が不明瞭となってしまったため,各々記述することにする。 S K8090は 南北446cmを測

り,壁の立ち上が りはしっか りしており,床面は平坦である。覆土は暗黒灰褐色粘質上の単層で,深
さは38cmである。 S K8093よ り新 しく,遺物は中世土師器。珠洲・越前がある。時期は16世紀である。

8093号土坑 (S K8093,第 211図 )

S K8090の 下層で検出した土坑である。S D 7600の 北側からS K8090の 南側にまで広がっているが,

S D 7600。 S K8090,排 水溝に切られ正確な規模は不明である。覆土は 3層に分かれ,第 1層 暗黒褐

色粘質土,第 2層が暗黒灰色砂土,第 3層が暗黒灰色粘質土である。第 1・ 2層 の遺存状況は悪 く,

深さは24cmである。遺物には16世紀の中世土師器がある。

8243号土坑 (S K8243,第 211図 ,図版120)

S K8274の 南の方形に近い長方形の上坑である。規模は南北282cm,東西264cmで,深 さは50cmで

ある。床面は平坦で,壁の立ち上が りはしっか りしている。壁の内面には覆土とは別に黒色上が沿っ

て堆積 し,黒色上でS K8274と の境の壁などをつ くっているようである。覆土は砂礫の混じる茶褐色

粘質土,暗茶褐色粘質上で,表面が黒色化 した礫の混じる層もあり,総じて堅 く締まっており人為的

に埋め戻 しがされたと想定できる。北の S K8274と の密接な関係が考えられ,あ わせてその性格を考

えるのが妥当であろう。遺物には珠洲・越前がある。

8272号土坑 (S K8272,第 212図 )

S K8274の 南西に位置する不整形の上坑である。壁の立ち上が りはしっか りしており,規模は南北

最大212cm,東西最大168cmで ある。覆土は褐色砂礫土が主休で,深さは27cmである。土坑内の 2基

の井戸 S E 8302・ S E 8303は 土坑の床面で検出したもので,西肩で切 り合 うS E 8273の みが土坑より

新 しい。遺物には15世紀後半の中世土師器がある。

8274号土坑 (S K8274,第 211図 )

南北590cmを 測る長方形の上坑である。東側を排水溝に切られる。壁の立ち上が りはしっか りして

おり,床面は平坦であるが北半がやや深 く,特に北東部が一段深 くなっている。深さは最深部で78cm

である。覆土は基本 3層が水平堆積する。第 1・ 2層が焼土・炭化物・礫が混じる暗褐色粘質土,第

3層 が礫の混じる暗褐色粘質土である。北東部の深い所には,上面を平坦に仕上げた黄褐色砂礫土,

その下層には黒褐色粘質土が堆積 していた。また,西側半分には褐色砂礫土が堆積 し,基本 3層 との

間には不規則な形で,黒褐色粘質上が堆積する。これは大きめに土坑を掘 り上げた後,西側を砂礫層

で埋め戻 し,黒褐色粘質土で壁を仕上げたということが想定できる。 S K8243と は, S K8274の砂礫

層の南北ラインが S K8243の 西肩のラインと符合すること,同 じように壁を黒色粘質上で仕上げてい

ることなど特徴が似ていることが多い。遺構の性格 としては覆上に焼土・炭化物を多く含み,付近に

鉄滓を多く出上した遺構があることから,作業場的性格をもつものと考える。遺物には中世土師器・

珠洲・瀬戸美濃・青磁がある。時期は15。 16世紀である。

8279号土坑 (S K8279,第 212図 )

S K8272の 西で検出した楕円形の上坑である。南北100cm,東西76cmで,深さは33cmを 測るが,
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床面は凸凹である。覆土は礫の混じる茶褐色粘質土である。遺物には16世紀の瀬戸美濃がある。

8451号土坑 (S K8451,第 212図 )

X182～ 184Y62・ 63で検出した長方形の上坑である。規模は南北292cm,東西313cmで,南にはSD

8440が東西に平行 し,北にはS D 8470が ある。深さは25cmで床面は平坦である。他遺構 との切 り合い

は, S K8454・ S D 8470は 土坑に勝つが, S K8453・ S K8455は 土坑に負ける。覆土は主に 3層に分

けられ,上層がしまった責褐色粘質土ブロックが混じる茶褐色粘質土,中層は薄 くバンド状で茶褐色

粘質土が混じる責掲色粘質土で部分的に黒褐色粘質上がサンドイッチ状に入る。中層は東西セクショ

ンの西側では上層と混じった上が堆積 し不明確であるが,南北セクション・東西セクションの東側で

は明確に観察でき,一番特色的な層と言える。下層はやや柔らか く灰褐色粘質土と黄褐色粘質土ブロ

ックが混じる暗茶褐色粘質上で,最下層には部分的に薄 く黒褐色粘質土が堆積する。遺物の出土はな

いが,周辺の遺構の時期から当時期 としている。

8530号土坑 (S K8530,第 213図 )

X188。 189Y64・ 65で検出した長方形の土坑である。規模は南北205cm,東西242cmで方形に近い。

北側には S K8530 bが 広がり,北端は S D 8100と 切 り合 うが新旧関係は不明である。覆土は第 1層が

礫の混じる黒褐色粘質土 (部分的),第 2層が礫の混じる茶褐色粘質土,第 3層 が黒褐色粘質土が混じ

る茶褐色粘質上である。床面はあまり平坦ではなく,下層からS E 8546を 検出した。 S K8530 bは切

り合いではS K8530に 負け,覆土は礫の混じる暗茶褐色粘質土の単層で,床面は平坦である。S D 8100

との境付近,SKに伴 うものと考えるが,検出面から10cmの 深さで南北20cm,東西50cmの 範囲で藁

状の炭化物の広が りを見た。この北側には10cm～ 20cm大の礫の集積が見られ,中には焼けた礫や石

臼片も混じる。遺物には15世紀～16世紀の中世土師器 。珠洲がある。

8565土坑 (S K8565,第 214図 )

X211。 212Y65で検出した長方形の土坑である。規模は南北210cm,東西190cmで ,壁の立ち上が り

は緩 く浅い。覆土は礫の透じる黒褐色粘質上の単層である。土坑内のS K8594。 S K8592は 床面下層

から検出したものである。遺物には16世紀の中世土師器・瀬戸美濃がある。

8570号土坑 (S K8570,第 214図 ,図版121)

X216Y67で検出した長方形の土坑である。中央東側を南北に暗渠が走 り,東端はわずかに調査区外

へ延びる。南北の長さは270cmを測 り,深さは40cmである。中央を中心に大小の礫が混じり,中の幾

つかは検出面の上面で見られるものもある。覆土は上層の黒褐色粘質土または褐色粘質上の下に,北

東部を中心として,黒褐色粘質上に礫 と黄褐色粘質上の混じるしまった上が堆積する。貼床の上とも

推測されるが,覆上に温じる礫は貼床面の上面にも混じっており確かではない。この上の下層には黒

褐色粘質上が堆積する。遺物には15世紀の中世土師器がある。

8580号土坑 (S K8580,第 214図 )

S K8570の 北東隅で切 り合 う長方形の土坑である。 S K8570よ り古いが,南北243cmで南北の軸方

向は等しい。北端では S K8990に 負け,土坑内のS K8570 b・ S K8570 Cも 土坑より新 しい。床面は

平坦で,覆土は砂礫が少量と炭化物が混じる黒褐色粘質上の単層である。炭化物の中には木片も混じ

る。遺物には15世紀の中世土師器がある。

8600号・8646号・8656号土坑 (S K8600・ S K8646。 S K8656,第 213図 ,図版121)

X206～ 208Y64・ 65で検出した長方形の土坑である。平面形では 1基のように見えるが,3基の上坑

が切 り合っている。周辺の上面に広がるS K8600は 上面に一部残るのみである。覆土は暗灰褐色粘質
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上の単層である。外側の掘形をもつものが S K8646で, S K8656は北西部を中心に完全に重複 し,切

り合いで勝っている。他の遺構 との切 り合いは, S K8618。 S K8619以 外はすべて S K8646・ S K8656

に勝っている。 S K8646号の覆土は上層が褐色粘質土が混じる黒褐色土,下層が礫の混じる均質な黒

褐色上で, 2層 は明確に識別できる。 S K8656は 礫の混じる黒褐色粘質上の単層である。遺物はSK

8656か ら16世紀後半の青花, S K8646か ら珠洲が出土している。

8952号土坑 (S K8952,第 215図 ,図版122)

X161～ 163Y73～ 76,調査区幅のほぼ中央で検出した土坑である。長方形の 3基の上坑が組み合わ

された形状をしている。東側の部分を仮に aと すると, aは南北405cm,東西305cmの規模である。

深さは35cmで,床面は平坦でレベルは他に比べて一番高い。覆土は小砂礫混じりの暗茶褐色土の単層

である。南西部をbと すると,bは南北405cm,東西310cmの規模で,中央に同時期 と考えるS E 8972

がある。深さは45cmで,床面のレベルは一番深い。覆土は上層が砂礫の混じる暗責褐色土で,下層は

微量の黄褐色上が混じる暗茶褐色土である。北東部の張 り出し部は南北160cm,東西140cmで ある。

深さは35cmであるが,aの床面より1段下がる。覆土は黒褐色土の単層である。南東隅の S E 8953は

土坑より古い。このように 3基に分かれると言うものの,実際はプランの規格性から見ると,同時に

掘 り込んだものと考えている。総面積は29.2m2で ぁる。遺物には中世土師器・珠洲・越前・瀬戸・瀬

戸美濃・白磁・青磁,石臼があり, S E 8972の 遺物 との関係から15世紀 。16世紀～17世紀に入る時期

の遺構 と考える。

8960号土坑 (S K8960,第 216図 ,図版122)

調査区の西縁に位置する部分検出した土坑である。検出規模は南北が東で220cm,西で370cm,東西

520cmで,台形状である。深さは50cm,床面は平坦,壁の立ち上が りは明確である。覆土は主に明茶

褐色粘質上で,南側にはこの下層に礫を含む茶褐色上が堆積する。遺物には中世土師器 。珠洲・瀬戸

美濃・白磁・青磁がある。時期は15世紀 。16世紀である。

8961号土坑 (S K8961,第 216図,図版122)

S K8960の 北で検出した土坑である。検出規模は南北400cm,東西490cmである。西側は切られる

が,長方形を呈するものと考える。壁の立ち上 りはしっか りしており,床面は平坦である。この床面

で S E 9003を 検出した。この中には,表面が黒色化 した季大の石が初密に詰め込まれてあった。覆土

は主に黄褐色土粒の混じる暗茶褐色粘質上で,こ れに礫層・礫 と責褐色上の混じ暗茶褐色土・黒褐色

土がセットになってブロック状に堆積する。遺物には珠洲がある。

8965号・8975号土坑 (S K8965。 S K8975,第 217図 )

S K8952の 北で検出した長方形の上坑である。規模は南北300cm,東 西190cmで ,主軸方向はSK

8952と 同じである。北のS K8975・ S E 8977と の切 り合いは勝っている。壁の立ち上が りはしっか り

してお り,床面は平坦である。覆土は小砂礫・黄褐色土が混じる暗茶褐色土が主体である。遺物には

珠洲・青磁があり,時期は14世紀 。15世紀であるが,切 り合いで勝っているS K8975か ら越中瀬戸が

出上しているため,16世紀 。17世紀まで下るであろう。 S K8975は 南北250cm,東西220cmの不整方

形の土坑である。重複するS E 8977は SKよ り古い。壁は西側が直線的に立ち上がるが,東側は緩や

かである。覆土は茶褐色土,黄茶褐色土,黄褐色土,礫の混じる茶褐色土,黒褐色上が堆積する。遺

物には珠洲,17世紀前半の越中瀬戸がある。

8967号土坑 (S K8967,第 217図 ,図版122)

X165。 166Y81で検出した方形の上坑である。南東隅で切 り合っているS E 8968に は切られる。規模
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は南北250cm,東 西245cmである。深さは39cmで,床面は平坦である。壁は北・束・西は急角度で立

ち上がるが,南壁の中央は緩やかでスロープ状になっている。覆土は主に礫の混じる暗黄褐色土で,

最下層に黒色粘質土が堆積する。遺構の性格 としては,井戸の付属施設の可能性が高い。遺物には珠

洲・青磁がある。時期は15世紀である。

C地区

9133号土坑 (S K9133,第 218図 )

X151～ 153Y63～ 67で検出した大型の長方形の上坑である。 S D 9107・ S D 9159に は切 り合いで勝

つ。規模は南北390cm,東 西880cmである。壁の立ち上が りは緩やかで,床面はあまり平坦を意識し

ていない。覆土は上面の部分的に責褐色粘土が堆積するが,明茶褐色土と黒褐色土の混上の単層であ

る。遺物には中世土師器・珠洲・青磁・青花がある。時期は15世紀・16世紀である。

9157号土坑 (S K9157,第 218図 )

S K9133の 南で検出した土坑である。 S K9133よ り新 しい。規模は南北260cm,東西250cmで方形

に近い。壁の立ち上が りはしっか りしており,床面は平坦である。覆土は茶褐色砂礫土である。遺物

には1側野己の珠抄‖・白磁, 石臼がある。

93■号土坑 (S K93■,第 219図 )

Xl16Y55で検出した長方形の上坑である。規模は南北200cm,東西180cm,深 さ53cmである。壁の

立ち上が りは比較的急で,床面は平lHである。覆土は上層が茶褐色粘質土,中層は責褐色粘質土や茶

褐色粘質土に黒褐色粘質土ブロックが混じる土が堆積する。下層は淡青灰色粘質土で最下層には礫が

混じる。遺物は出土していないが,方形に区画するS D 9313や S D 9310の 内部に位置しているのでこ

れに関連する遺構 として当時期 と考えた。

9315号土坑 (S K9315,第 220図 )

X l13・ 114Y62～ 66で検出した長方形の土坑である。この地区は路線幅を東西に分けて掘ったため,

その境目に位置するS K9315な どの遺構は全休像がやや不明確 となっている。 S K9315の 規模は南北

最大440cm,東西890cmで,東側は方形状であるが西側はやや膨らみ丸みを帯びる。壁の立ち上がり

は緩やかで,床面は平坦である。覆土は 3層が水平堆積 し,深さは32cmである。上層は中礫の混じる

責褐色粘質土で, S K9316の上面, S K9360の一部上面,及びS K9315の 遺構外東側にも広がる。中

層は淡茶灰色粘質土,下層は暗茶褐色粘質土である。 S K9316と は覆上の様子,等間隔をあけて位置

している酉己置などから,遺構 と考える。 S K9360な ども遺物の出土はないが同様であろう。遺物には

中世土師器・珠洲・瀬戸 。青磁がある。

9316号土坑 (S K9316,第 220図 )

S K9315の 北に位置する不整形の長方形の土坑である。規模は南北最大440cm,東西275cm,深 さ32

cmである。覆土は上層が S K9315と 同様の中礫の混じる責褐色粘質土,中層が淡灰色土,下層が淡茶

灰色粘質上である。遺物には中世土師器 。瀬戸 。瀬戸美濃,唐津があり,一連の周囲の遺構の時期は

17世糸己まで下ることがわかる。

9320号土坑 (S K9320,第 302図 )

Xl18,119Y56で検出した長方形の上坑である。南北125cm,東西90cm,深 さ44cmである。覆土は

黒褐色粘質土と暗灰褐色粘質上の互層である。遺物の出土はない。挿図では近世で版組をしているが,

方形区画の内部に位置することから中世後期の遺構 と考えるべきであろう。

9326号土坑 (S K9326,第 219図 ,図版123)
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X128Y59,S D 9330と S D 9343の 間で検出した長方形の上坑である。S D 9330に は切 り合いで勝っ

ている。規模は南北440cm,東西275cm,深 さ32cmである。壁の立ち上がりは緩やかで,床面は平坦

である。覆土は責褐色粘質土ブロック (地 山)が混じる茶褐色粘質上の単層で,大量の礫が混じる。

礫は一気に埋められた感で,こ の中に遺物が混じる。遺物には珠洲,石臼がある。

9828号土坑 (S K9328,第 218図 )

X133Y58・ 59で検出した台形状の上坑。規模は南北310cm,東 西最大300cm,深 さは32cmである。

この上坑も含め周辺の土坑の上面には,茶褐色粘質土・黄褐色粘質土 (地 山)ブロックが混じる茶掲

色粘質土が堆積 している。従って,周囲のS K9329。 S K9338・ S K9344は 同時期の関連遺構 と考え

ている。 S K9328の 覆土は暗茶褐色粘質土で, S K9329の覆土と同質である。遺物には瀬戸美濃,唐

津がある。

9329号土坑 (S K9329,第 218図 )

S K9328の 東で検出した。平面形は東側が不明瞭であるが長方形を呈し,規模は南北200cm,東西205

cm,覆土の堆積状況はS K9328と 同じで,深さは32cmである。遺物には中世土師器・珠洲がある。

9331号土坑 (S K9331,第 220図 )

Xl10Y62,S D 9305の 東で検出した長方形の上坑である。規模は南北158cm,東西150cm,深 さ25

cmである。覆土は黒褐色粘質土ブロックが混じる暗茶褐色粘質土で,床面近 くでは約20cm大の礫を

幾つか検出した。遺物には16世紀の瀬戸美濃がある。

9335号土坑 (S K9335,第 221図 ,図版124)

X140Y70,S D 9334と S D 9378に 囲まれた浅い土坑である。範囲は遺構の切 り合いが多く不明であ

るが, S D 9378。 S D 9380。 S E 9351に 切られるということは明らかである。土坑のみで考えるより,

ブロックとして再検討する必要がある。東への広が りについては,東西の境のため不明確である。覆

土は黒褐色粘上の単層で,一部下層に帯状に黄白色粘土と赤黄色粘上のブロック層が堆積する。遺物

には中世土師器・珠洲・瀬戸美濃 。青磁がある。時期は14世紀～16世紀である。

9338号土坑 (S K9338,第 218図 )

S K9328の 北で検出した長方形の上坑である。規模は南北300cm,東西200cm,深さ44cmである。

S K9338の 覆土は黄褐色土 (地山)ブロックが混じる黒褐色粘質土で,酸化鉄を含む。遺物は出上し

ていないが, S K9328と 同時期 と考える。

9340号土坑 (S K9340)

S D 9301に より方形に区画された内部のX122・ 123Y55。 56で検出した長方形の土坑である。規模は

南北230cm,東西370cmで,西壁の立ち上が りが不明瞭である。覆土はほぼ暗茶褐色粘質土の単層で

ある。遺物の出土はないが,長軸方向から北に隣接するS K9345の 関連施設と考える。

9344号土坑 (S K9344,第 218図 )

S K9338の 西に位置する長方形の土坑である。規模は南北292cm,東西212cm,深さ48cmである。

壁の立ち上が りは直角に近 く,床面は平坦である。覆土は黒褐色粘質上である。遺物には16世紀の瀬

戸美濃がある。

9345号土坑 (S K9345)

S K9340の 北に隣接する土坑である。規模は南北460cm,束西約400cm,深 さ35cmで,西壁の立ち

上が りが不明瞭である。覆土は上面が黒褐色粘質上で,こ の下層で白色砂質土ブロックが多く混じる

責褐色粘質土の貼床面を検出している。S B206に 伴 う竪穴状土坑の可能性が高い。遺物には中世土師
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器・珠洲 。瀬戸美濃・青磁がある。時期は15世紀・16世紀である。

9360号土坑 (S K9360,第 220図 )

S K9315の 南に隣接する不整形の土坑である。南北535cm,東西770cm,深さは48cmを 測る。断面

観察による覆土の違いから, 2遺構の可能性がある。S K9315。 土坑内の S E 9658に は切 り合いで負

けている。覆土は北側に暗茶褐色粘質土,南側には中礫の混じる灰褐色粘質土,黄掲色粘質土が堆積

し,南側のほうが後に堆積したものである。遺物の出土はないが, S K9315。 S K9316の 関連遺構 と

考える。

9673号土坑 (S K9673,第 308図 )

X109～ 1■ Y72・ 73で検出した長方形の土坑である。規模は南北565cm,東西440cm,深 さ34cmであ

る。壁の立ち上が りはしっか りしており,床面は平坦である。中央にある柱根をもつ S K9678に は切

り合いで負ける。覆土は上層が地山土が混じる茶褐色粘質土,下層が地山土が混じる黒色土,最下層

に薄 く黒褐色粘質上が堆積する。遺物は珠洲・青磁があり,時期は15世紀後半～16世紀である。

9690号土坑 (S K9690,第 308図 )

X l12～ 115Y73で検出した長方形の上坑である。切 り合いでは, S K9685。 S K9705に 負ける。規

模は南北690cm,東西180cm,深さ55cmである。覆土は主に茶褐色粘質土,暗黄褐色土,灰茶褐色粘

質土,暗灰褐色粘質土,暗灰色粘質上の順に堆積する。特に暗灰褐色粘質土は厚さ約10cmで,全面に

広がる。遺物には珠洲・越前・瀬戸美濃・白磁がある。時期は16世紀である。

9738号土坑 (S K9738,第 224図 )

X120。 121Y73・ 74で検出した長方形の上坑である。規模は南北285cm,東西310cm,深さ35cmを 測

る。壁の立ち上が りはしっか りしてお り,床面も平坦である。この床面からはS E 9759を 検出した。

覆土は暗茶褐色土で,上層は責褐色上が霜降り状,下層は黄褐色土がブロック状に混じる。覆土中に

は大小の礫が多く混 じり,特に北西ブロックと南側中央に多い。遺物には中世土師器・越前・瀬戸・

瀬戸美濃がある。時期は15世紀 。16世紀である。

9742号土坑 (S K9743,第 222図 ,図版123)

X l19・ 120Y70で検出した長方形の上坑である。西の S K9746と 接し,主軸方向は同じである。北側

で重複するS K9743,西側で重複するS K9742と は切 り合いで負ける。規模は南北260cm,東西225cm,

深さ28cmである。覆土は責褐色土ブロックが混じる茶褐色土である。遺物は16世紀の中世土師器が出

土している。

9743号土坑 (S K9743,第 222図 ,図版123)

S K9742の 北側上面で検出した長方形の上坑である。上面から確認できたが,覆上が異なるだけで

床面は同じである。規模は南北95cm,東西120cm,深 さ18cmである。覆土はしまった暗茶褐色土,黒

褐色土,暗茶褐色粘質上の順に上から堆積 している。床面直上から瀬戸美濃の天目茶碗が伏せた状態

で出上した。時期は16世紀前半である。

9746号土坑 (S K9746,第 222図 ,図版123)

S K9742の 西に隣接する長方形の土坑である。北で切 り合 うS K9747よ りは新 しい。規模は南北335

cm,束西210cm,深さ32cmである。壁の立ち上が りは直角に近 く,床面は平坦である。覆土はほぼ責

褐色土ブロックが混じる茶褐色上の単層で, S K9742の覆土と似ている。遺物には中世土師器・瀬戸

美濃がある。

9747号・9757号土坑 (S K9747・ S K9757,第 222図 )
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S K9746の 北に位置するやや丸みを帯びた長方形の上坑である。 S K9747は S K9757の 南西部と重

複するものであるが,覆上が異なるだけであり,同一の遺構の可能性もある。 S K9747の 規模は東西

203cmで,覆土は上層が茶褐色土ブロックと責褐色土ブロックの混土で,下層は茶褐色上が霜降り状

に混じる黄褐色上である。 S K9757は 東西290cmを測 り,覆土は上層が黒褐色土,下層が暗茶褐色土

である。深さは S K9747と 同じで38cm,S K9746に 比べると若干深 くなる。遺物は S K9757か ら中世

土師器が出土している。

9761号土坑 (S K9761,第 219図 )

X123Y71で検出した長方形の上坑である。東西に暗渠,畦畔ブロックが上面を走るため攪乱が著し

い。規模は南北195cm,東西185cm,深 さ42cmである。覆土は暗茶褐色粘質土が主体であるが,攪乱

によるものも含まれよう。遺物には珠洲がある。

9787号土坑 (S K9787,第 223図 )

X129Y75で検出した台形状の土坑である。西辺に比べ東辺が長い。南の S K9786に は切 り合いで負

ける。規模は東辺で南北285cm,東西310cm,深 さ37cmである。壁の立ち上が りは直角に近 く,床面

は平坦である。覆土は地山ブロックが混じる暗茶褐色粘質上の単層である。地山ブロックはかなりし

まったもので,斜め方向から混入する。遺物には中世土師器 。珠洲・瀬戸美濃がある。時期は16世紀

である。

9799号土坑 (S K9799)

X126Y69・ 70で検出した長方形の土坑である。規模は南北200cm,東西370cm,深 さ30cmである。

床面は平坦で,覆土は場所によっていろいろな土が混じるが,主体は地山上が混じる暗茶褐色粘質土

である。西側に位置するS K9802と の切 り合いは微妙なもので,ほ とんど同時期の遺構 と考える。遺

物には15世紀の珠洲 。青磁がある。

9800号 。9801号土坑 (S K9800。 S K9801)

S K9799の 北に位置する不整形の上坑である。 S K9800は S K9801の 北側で重複する。 S K9801の

規模は南北600cm,東西330cm,深さ30cmである。S K9800は S K9801と は覆上の違いで分けた浅い

土坑で,覆土は暗茶褐色粘質土と黄褐色粘質上の 2層である。S K9801の 覆土は上層が茶褐色粘質土,

中層が約10cm弱の厚さの責褐色粘質土,最下層が黒褐色粘質上である。S K9800の 下層とS K9801の

中層の黄褐色粘質土層は貼床状, または整地面の層と考えられる特徴的な層である。遺物はS K9800

から珠洲, S K9801か ら中世土師器・珠洲が出上している。時期は15世紀・16世紀である。

9853号土坑 (S K9853,第 223図 )

X132～ 134Y74・ 75で検出した長方形の上坑である。南の S E 9854に は切 り合いで負ける。規模は南

北320cm,東西265cm,深 さ28cmである。床面は平坦である。覆土は上面中央に薄 くしまった黒褐色

土が堆積 し,その下層には責褐色土ブロックが混じる暗茶褐色土が堆積する。そしてこの下層には部

分的に (東肩際,北側半分)暗茶褐色礫土が堆積する。遺物には中世土師器・珠洲・瀬戸美濃・青花,

祗石がある。時期は16世紀である。

10105号土坑 (S K10105,第 225図 )

X105Y51で検出した不整方形の浅い落ち込み状の土坑である。南北275cm,東西240cmの規模で,

深さも16cmと 浅 く,床面も平坦ではない。覆土は黒褐色上が主体である。遺物には中世土師器,越中

瀬戸がある。時期は16世紀末～17世紀初である。

10106号 。10107号土坑 (S K10106・ S K10107,第 225図 )
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X104・ 105Y52～ 54,Cl地 区とC2地区の境で検出した土坑である。北側は東西に排水溝が走 り,

その北側上面は削平を受けている。S K10107は 南北335cm,東西425cmの長方形で,床面は平坦,深

さは38cmである。覆土は肌色粘土と黒色粘質上の混上で,最下層には黒褐色上が堆積 し,こ の中から

珠洲の甕胴部片が出土している。遺物はこの他に中世土師器・瀬戸美濃がある。時期は16世紀である。

S K10106は ,S K10107の南で部分検出した土坑である。覆土はしまりのない黒褐色上の単層である。

遺物の出土はないが,切 り合いから16世紀以前であろう。

10108号土坑 (S K10108,第 225図 )

S D 10101と S D 10103と の接点の北側で検出した,直径80cmの円形の上坑である。深さは35cmで ,

底は丸 く,20cm～30cm大の礫を底に置 く。覆土は炭化物が多量に混じる暗茶褐色上で,上面から珠

洲の甕が一括して出上した。量は日縁部から胴部上半 2分の 1で,破片の断面に漆で接合 した痕があ

るものがある。他には15世紀後半の中世土師器 。14世紀の青磁,石臼がある。

10114号 。10■5号土坑 (S K10114。 S K10■5,第 226図 )

X78～ 80Y80,調査区の西際で検出した土坑である。南側はS D10■ 6に切られる。北側の S D 10113

とはほぼ同時期の遺構 と考える。S K10■ 4は S K10■5の上面にある土坑で,深 さ20cm,覆土は黒褐

色上の単層である。遺物は15世紀後半の中世土師器 と,混入と考える唐津がある。S K10115は S K10114

の床面で南北200cm,西側は調査区外に延びる。覆土は上層が灰色粘質上が混じる黒色粘質土,下層は

黒色粘質上である。遺物には珠洲,加工木・箸がある。特にS K10■5は 西に延びる溝の可能性 もある。

10119号土坑 (S K10119,第 226図 )

X56Y47で検出した長方形の上坑である。中央を南北に暗渠が走る。規模は東西が208cm,南北が185

cmである。深さは10cmと 浅いが,壁の立ち上が りはしっか りしている。覆土は暗茶褐色上の単層で,

西側には下層に薄 く黒褐色上が堆積する。遺物は出上していないが,中世後半の S D 10117に 平行 して

いることからこれと同時期 と考える。

10123号土坑 (S K10123,第 227図 )

X70Y53,調査区の中央で検出した不整形の上坑である。南北212cm,東西465cmを測る。中央は

南北のブロック埋設物の攪乱を受ける。深さは10cmと 浅 く,覆土は橙色粘土ブロックが混じる黒色粘

質土の単層である。遺物には珠洲がある。

10136号土坑 (S K10136,第 227図 )

S K10123の 南で検出した長方形の土坑である。南北270cm,東西512cmを測る。深さは20cmで ,

壁の立ち上が りもしっか りしており,床面も平坦である。覆土は橙色粘土ブロックが混じる黒色粘質

土で, S K10123の覆土と似る。遺物の出土はないが, S K10123と 同時期 と考える。

10162号土坑 (S K10162,第 229図 )

X66Y56で検出した円形の上坑である。井戸の可能性もある。この周辺にはこの他にも深さlm弱

の円形の土坑が散在 し,井戸かどうか判断しかねるものが多い。この上坑は直径100cmの 円形で,深

さ63cm,掘形は円筒形で底は平坦である。覆土は黒色土と礫の混じる黒色上の互層である。遺物には

中世土師器 (鉢)・ 表面に陰刻で文様が施された石硯片がある。

10174号土坑 (S K10174,第 229図 )

X75Y56で検出した円形の上坑である。井戸の可能性もある。直径72cmで,覆土は礫が多量に混じ

る黒色粘質上である。北東隅には長楕円の礫を2個平行 して肩に埋めてお り,足場にでも利用したも

のであろうか。遺物には珠洲・越前,石臼,加工木・箸がある。
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10175号土坑 (S K10175,第 229図 )

X78Y57C検 出した円形の上坑で,井戸の可能性もある。直径65cmで,掘形は先すぼまりの円筒形

である。深さは67cm,覆土は黒色粘質上の単層である。遺物には珠洲・越前,加工木 。漆器がある。

10177号土坑 (S K10177,第 229図 )

X81Y58で検出した円形の上坑である。南半分が暗渠に切られ, この遺構 も井戸の可能性がある。

覆土は黒色上で,遺物には石硯,加工木がある。

10181号土坑 (S K10181,第 229図 )

X81Y59で検出した楕円形の上坑である。南北■6cm,東西93cmの楕円形の上坑である。深さ50cm

で掘形は円筒形,覆土は礫の混じる黒色粘質土と青灰色粘質土の混上である。遺物には珠洲,五輪塔

がある。

10182号土坑 (S K10182,第 229図 )

S K10181の 北で検出した楕円形の上坑である。南北74cm,東西95cm,深さ50cmである。覆土は第

1層黒色粘質土と青灰色粘質上の混土,第 2層暗灰色粘質土,第 3層黒褐色粘質土,第 4層青灰色粘

質土ブロックが混じる黒褐色粘質上である。第 4層の底面近 くからは柄杓が出上している。

10184号土坑 (S K10184,第 229図 )

X84Y60で検出した楕円形の土坑である。井戸の可能性もある。規模は南北100cm,東西88cmであ

る。掘形は円筒形,深さ73cmである。覆土は黒色粘質土,お よびこれに青灰色粘質土ブロックが混じ

る上であるが,第 2層には有機物が混じる。遺物には15世紀後半の中世土師器 。珠洲,曲物・漆器・

加工木がある。

10186号土坑 (S K 10186,第 228図 ,図版125)

S K10184の 西で検出した土坑である。規模は直径85cmで,深さ27cmで ある。壁は直角に立ち上が

り,床面は平坦である。壁面から木片,床面直上から2片に割れた,上面がレンズ上にくぼむ加工石

を検出した。他に珠洲が出上している。

10191号土坑 (S K10191,第 228図 ,図版125)

S K10186の 北西方向で検出した土坑である。西側半分を暗渠に切られる。直径60cmの円形を呈す

るものと考える。床面近 くから珠洲の甕口縁部片 1,点,越前の甕口縁部片 1′ミ・胴部片 3′く,信楽の

胴部片 1点が出土した。時期は珠洲が V期,越前が14世紀である。問題は破片の時期よりも,故意に

異なる種類の破片が集められて埋められていることであろう。何 らかの意味をもつイ子為 と考えられる。

10198号土坑 (S K10198,第 228図 ,図版125)

S K10191の 南方の方向にある土坑である。規模は南北75cm,東西約60cmである。東側半分を暗渠

に切られる。覆土は黒色粘質土主体で,深さ36cmである。この上坑の10cm掘 り下げた地点で和鏡を

検出した。鏡は直径5.9cm,縁高0.5cm,「洲浜水草双 `鳥鏡」である。普通当期の鏡は祭祀遺構や経塚

などから出土することが多いのに対し, このような出上の例は少ない。時期は15世紀以降である。

10216号土坑 (S K10216,第 228図 )

X85Y65で検出した長方形の上坑である。中央を東西にS D 10214が走る。切 り合いは溝のほうが新

しい。規模は南北95cm,東西435cm,深 さ 8 cmである。覆土は黒色粘質上で,溝の覆土とあまり変

わらない。遺物の出土はない力、 溝との切 り合いから16世紀以前の時期 と考える。

10218号 。10219号土坑 (S K10218。 S K10219,第 228図 )

X100Y68・ 69, Cl地区とC2地区の境で検出した土坑である。 S K10218は S K10219と の切 り合
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いでは勝つが,ほ とんど同時期 と考える。S K10218の 規模は東西292cm,南 北約140cmの長方形であ

る。深さは26cmで床面は平坦である。覆土は黒褐色上が主体で,遺物には中世土師器・16世紀の瀬戸

美濃がある。S K10219は 西側が長方形に一段下がる土坑で,規模は不明である。覆土は肌色粘土ブロ

ックが混じる黒色土である。遺物には中世土師器がある。

10222号土坑 (S K10222,第 229図 )

X89Y69, S D 10214が 東から南に直角に曲がる地′点の下層で検出した土坑である。規模は南北130

cm,東西100cmの長方形で,S D 10214の 西肩の内側にすっぽり入る。断面形は逆台形で,深さ86cm

である。覆土は黒色粘質土に青灰色粘質土が混じる上が主体である。遺物の出土はない力ヽ S D 10214

から16世紀の遺物が出土していることから,16世紀以前と考える。

10231号土坑 (S K10231,第 228図 ,図版125)

S E 10255の 南で検出した土坑である。南北87cm,東西64cmの不整円形を呈する。深さ14cmの 中

央で礎盤 と推測される木製品を検出した。木製品の種類は盤または鉢のようなもので水平に置かれて

おィリ,底部は完形であるが,口縁部は約 3分の としか残っていない。断面・表面の一部が炭化 してい

る。内部 と横には珠洲の胴部片も検出した。覆土は木製品の内部は黒色土,外部は黒色上の混じる青

灰色粘質上が充填されていた。建物は検出されていないが,柱穴の可能性が高い。

10268号土坑 (S K10268,第 228図,図版125)

X92Y62で検出した不整円形の上坑である。直径は約58cm,深 さ27cmである。土坑の中央では,

西に傾いた状態で完形の石臼 (上臼)を検出した。

10444号土坑 (S K10444,第 230図 )

X15Y49, S D 10438の 東側で検出した土坑である。規模は南北146cm,東西157cmで方形に近い。

壁の立ち上が りはしっか りしており,深さは15cmと 浅い。覆土は黒褐色粘質土で,下層に薄 く黄褐色

粘質土に黒褐色粘質土が混じる上が堆積する。遺物の出土はないが,溝 との関係や,覆土から当時期

にあてた。

10445号土坑 (S K10445,第 230図 )

S K10444の 南で検出した土坑である。規模は南北330cm,東西221cmの長方形で,深さは13cmで

ある。床面はほぼ平坦で,壁は緩やかに立ち上がる。覆土はS K10444と 同様である。遺物の出土はな

いが, S K10444と 同時期で関連遺構 と考える。

10467号土坑 (S K10467,第 230図,図版125)

X43Y50で検出した円形の上坑である。直径79cmで,深さ49cmである。床面近 くから,内外面黒

色で表面が磨かれた瓦質土器が割れた状態で検出された。底部は完形であるが,日縁部片は 2分の 1

しか検出されなかった。時期は当期またはそれ以降であろう。 (宮 田進一 島田美佐子 田中道子)
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第11表 土坑 (中世後期)一 覧 (1)
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第11表 土坑 (中 世後期)一 覧 修)
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SE3503

a  SK3527

SE3503
■ 暗茶褐色土(炭 多量混)

12 茶掲色工(地 山混)

13 炭化物層 (秦掲色土混)

14 茶褐色砂利層
15 赤褐色砂利層
16 暗茶褐色砂利層

SK4338
1 茶褐色土(砂礫混)

つ 茶褐色粘質土 (秒礫混)

3 暗茶褐咎 賓ゝ土 (砂礫混)

4 黒茶褐色粘質上(砂礫混)

第200図 遺構実測図 (中世後期 )

lSK3527 2.SK4388 3.SK4439

に耳~T~「¬
「
イ~T~「¬~,―+―――――――__――――――二ζ

m

茶褐色土 (地山混、酸化鉄旬

茶褐色土 (炭化粒少量混、謝 監鉄含)

暗茶鵜色土 (酸化鉄釘

暗茶偶色土 (酸化鉄含、やや粘質)

黄褐色粘質土

灰褐色土(酸化鉄含)

暗茶損色土

暗茶褐色土 (地 山霜降り)

灰褐色土(地 山混)

暗茶褐色土 (炭 多登混)

６

７

８

９

１０

▲

SK4439
1 茶褐色粘質土(砂醸混)

2 黒褐色粘質土 (やや灰色)

3 黒褐色■ (秒藤混)

SK4338
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K4623
累茶褐色粘質土

黄黒茶褐色糖質土

灰黒褐色絡賓土

黄黒灰褐色構質土

灰褐色粘質土

茶色砂質上

茶黄白色土

8 茶褐色粘質土

9 茶偶色土

10 黒青灰色砂質土

11茶褐色砂礫土

12 黄黒褐色粘質■

13 褐色粘質土

14 灰茶褐色粘質土

15 灰色土

よ

SK4611
1 黒褐色土 (炭化物翔

2 黒褐色上 (炭化物混、粘質)

第201図 遺構実測図 (中世後期 )

1.SK4623 2.SK4611
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SK4820
1 黒褐色猫質上 (砂質土混)

2 黒褐色粘性砂質土

SK4821
1 黒灰色枯質土(酸化鉄含 )

SK4809
1 黒褐色粘質土 (橙色土霜降り)

2 黒褐色粘質土 (肌色粘質■ブロック混)

第202図 遺構実測図 (中世後期 )

1.SK4745 2 SK4852遺物出土状況 3.SK4820・ SK4821 4.SK4809
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SK4867

に
2▲

SK4853

SK5073
I 暗茶褐色土(黄褐色土アロック混)

2 暗茶禍色粘質土 (1よ り暗)

3 暗茶福色粘質■(2よ り明、酸化鉄働

4 黒灰色粘質土 (青灰色格質土プロック混)

エ

A SK5078

SK4858

8 暗黒灰色粘質土 (し まり悪 )

SK5390
1 灰黒色粘質主

2 灰黒色粘質土(1よ り暗、礫混)

SK5098
1 暗褐色粘質土

2 黒色粘質土

3 暗黒灰褐色粘質i lBR混 )

SK5078
ユ 暗茶灰色粘質主
2 暗黒灰色粘質土
3 嗜茶灰色土(1よ り明)＜

　
ゃ ▲

SK5069

SK5070     sKS069

1 暗茶灰色粘賓土(灰色粘土混)

2 黒灰色粘質土(暗青灰色祐土混)

3 暗茶褐色主(やや粘質、秒混)

4 暗茶偶色土(地山混) SK5100
1 灰褐色粘質土

2 灰黒色粘質■

SK5004
1 暗褐箇 質ゝ土(砂礫混)

2 黒4B色絡賓上(し まり恙)

よ

　

神

13
SK5004

SK5007
1 黒褐色粘質土

2 黒褐色粘質土

(黄褐色秒礫ブロック混)

第203図 遺構実測図 (中世後期 )

1.SK4867 2.SK4853 3.SK4866 4.SK4858 5,SK5390 6.SK5089 7.SK5078
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SK5332
1 黒褐色土(貫褐色土粒霜降り)

SE5847

SK5333
つ 黒色上 (黄褐色土霜降り)

3 黒褐色(責褐色土 茶鴇色土プロック混)

4 責褐色土アロック

一̈ｄ

SK5333

SKS333

K5075
黒褐色土

黒褐色粘質土

黒褐色砂質■

黒褐色土(青灰色粘質土粒混)

黒4B色粘質と(砂 青灰色土混)

黒褐色土(褐色土霜降り)

黒褐色粘質土(褐色土混)

黒灰色■(褐色土アロック混)

黒褐色土(砂混)

黒褐色粘質土 (青灰色粘質土

アロック混)

黒褐色土 (褐色IM秒 刊混)

黒灰色土

黒褐色粘質土(青灰色粘質土

アロッタ混)

SK5075

SE 5847
14 黒褐色土(褐色土少畳混)

一̈ｂ
SK5075

SE5847

n
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第204図 遺構実測図 (中世後期 )
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灰黒色上

灰黒色土 (褐色土粒混、1よ り暗)

灰黒色土 (2よ り茶色味強)

灰黒茶色土(褐色土粒潮

黒色上(褐色土粒混)5′ 5に 4B色 上アロック混

黒色土 (5よ り茶色味強、褐色土粒混)

黒色■ (5よ り暗、褐色土粒混)7′ イに礫混

褐色土プロック

SE5682
9 黄褐色粘質■

SES682 SK5482
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SE6046
1 暗褐色粘質土 (礫混、

しまり悪)

2 暗褐色粘質土

3 明褐色結土

4 黒褐色粘質■

5 黒褐色消土

▲

SK6213

K6213
贈褐色粘質土 (黄褐色粘質上プロック混)

黄褐色粘質土 (暗褐色粘質土混)

暗褐色粘質土 (黄褐色粘質土混)

褐色粘質■

褐色粘質土 (黄褐色土 暗褐色土斑状に混)

淡黄色粘質土

黒褐色粘質土(し まりやや悪)

黒褐色粘質土

暴褐色粘賓土

10 暗褐色粘質土 (黄褐色粘賓上・褐色粘質上混)

■ 黒褐色枯質土 (黄褐色粘質土混)

12 黒褐色粘質土 (均質)

第206図 遺構実測図 (中世後期 )
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SK6616,SE6620
1 黒褐t土 (黄褐色土少量霜降り)

2 黒褐色■

3 黒寅泰褐ζ土(砂混)

4 黒褐色粘質土

SE6617
5 暗茶凋色■ (黄褐色土粒 礫混)

SK6616

SK6609  10

K6609
暗茶偶色土(礫混)

晴茶褐色土 (し まる)2′  2よ り明

暗茶褐色土(黒褐色土 黄褐色土霜降り)

暗茶褐色粘質土 (黄褐色土霜降り)

茶褐色土 (黄褐色土籍降り)

矯 望

築翔

}SK6608の 種土

黒褐色粘質土

暗茶褐色土(褐色粘土アロック混)

暗茶損色土

SK6608
1 黒褐色粘質■ (砂礫混)

2 暗褐色粘質土(砂礫混)
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SK7511
1 黒茶色粘質土

SK7633
1 暗茶禍色粘質土 (礫混)

SK7511 SD7504

2 黄褐色粘質■と赤禍色粘質上の混土

3 茶黒色粘質主

SK7504
4 茶褐色粘質土

SK7686
1 暗茶褐色粘質土 (4ヽ礫混)

2 暗茶褐色粘質上(暗黄褐tth質 土混)

ア

SK7632

SK8057
1 黒褐色粘質土(明茶褐色粘質上混)

2 明茶褐色粘質土 (黄褐色土粒混)

第208図 遺構実測図 (中世後期 )

l SK7511 2.SK7686 3 SK7683 4.SK8057

SK7318
1 黒偶色粘質土

2 黒褐色粘質土と黄褐色粘質上の混上

SE7636

5.SK7318

K7318
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SK7235
1 黒褐色粘質土(砂利混)

つ 茶拇色砂質土

3 茶偶色粘質土

4 黒褐色粘質土(礫渤

SK7449

SK7448

SK7570

K7570
1 黒褐色粘質土 (礫混)

SD7580
2 黒褐色粘質土 (礫混)     モ

3 黒褐色粘質土(砂礫混)    〔

4 礫層

5 暗黄褐色粘質土と黒褐色上の混土

SK7448
1 明赤黄色粘質土

2 黒褐色粘質土

3 黒褐色粘質土と黄禍色粘質上の混土

SK7449
4 黒茶色粘質土

SK7449 SK7448

SD7580
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SE7963
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SK7980

SK7980

SK7962

SK7962
1 茶褐色猫質土 (地山粒混)

SK7963
2 暗茶偶色粘質土

3 暗茶鴇色枯質土(礫混)

SК 7980'SK7981
1 暗茶偶色粘質上(秒礫混)

2 暗茶褐色粘質上(黄褐色粘質土混)

3 茶褥色粘質土と責褐色粘質上の混土(礫慟

4 暗茶褐色粘質土と黄栂色上の混土(礫混)

SK7962

SK7981

SK7955
1 暗茶褐色粘質土 (黄福色粘質土プロック‐小礫混)

2 茶褐色粘質上と黄褐色粘質上の混土

玉
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よSK8093
1 暗黒褐色枯質土

2 暗黄灰色砂上

3 暗黒灰t4h質土

SK8090
4 暗黒灰褐色粘質土

SD7600
5 灰色砂土

6 黒灰色砂土

7 赤4B色砂土

8 暗黒灰色砂礫主

9 暗青灰色粘質土

10 暗黒色粘質土

SE8092
11 暗灰411色 砂上(礫混)

12 赤褐色砂礫土(礫混)

13 暗黒灰褐魯砂礫土
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SK8243

SK8274
暗褐色粘質■(焼主 炭化物 礫混)

暗掲色粘質■(焼土 炭化物 礫混、1よ り活質)

暗褐色祐質■(礫混)

掲色枯質土

黒禍色祐質土

黒褐色粘質土(礫混)

IIH色砂礫土

暗掲ζ粘質土

黒褐色格質■

K8243
茶鵜色拮質土(礫混)

茶潟色粘質■(礫混、マンオン働
暗茶褐色粘質土(責褐色枯質土 礫混)

暗茶褥色粘質■(砂混)

黄褐色砂質土(礫渤
泰捐色砂質土(礫混、マンガン含)

黒褐色粘質土

茶編色砂賓土(責禍色粘質エアロック礫混)

SK8274

10 責褐色砂礫上

■ 黒褐色粘質土

12 黒褐色粘質土

13 暗掲色粘質土 (炭化物混)

14 黒褐色粘質主
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SK8279
1 茶褐色粘質土(礫混)

2 赤褐色砂 (礫混)
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SK8279

SK8272 SE8302
1 暗茶褐色砂質土 (暗褥色粘質土混) 3 黒栂色枯質土 (秒礫 炭化物混)

2 褐色砂礫土 (礫温)

SK8456
1 暗褐色粘質土
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SK8451
1 茶褐色粘賃上(黄褐色粘質土アロック混)

2 嗜茶褐色粘質土 (灰褐色粘質■・黄褐色猫質圭アロック混)

3 茶褐色粘質 (黄鵜色粘質土アロック混、1よ り粘質)

4 黄褐色粘質土(茶褐色猫質と混)

5 茶褐色粘質土 1/」 礫ヽ混)

6 茶褐色粘賓土(黄褐色粘質土ブロック混、1よ り黄味強)

第212図 遺構実測図 (中世後期 )

1.SK8272・ SK8279 2.SK8451

SK8451

SE8302

SK8456

[夕                          SP8t55

SD8470
7 茶褐色粘質土(責褐色粘質土粒混)

8 黄褐色粘質土(灰茶偶色粘質土 打蝶 混)

9 暗茶褐色粘質土 (黄褐色粘質土粒混)

SK8453
10 黄褐色粘賓土

■ 茶褐色砂質土 (黄褐色砂質上 礫混)

SK8456
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SK880

SK8530b
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SK8530
1 黒褐旬猫質土(礫vZl

茶褐色粘質上 (礫混)

茶褐色粘質土(黒褐色粘質上混)

SK8600
1 黒灰褐色粘質土

SK8646
2 暗黒褐色粘質上

SK8530b SK8530

SK8656      SK8658
8 黒褐色粘質±    ■ 黒獨色粘質■ (礫混)

9 黒褐色粘質土(礫混)12 累褐色粘質土 (赤褐色土混)

10 暗褐色粘質土

7660msK8656 SK8659 SK8656 SK8600 SK8646 SK8658

褐色粘質土

黒褐色粘質土

秦禍色砂

SK8530b
7 晴褐色格質土(礫混)

SE8546
8 茶褐色砂

9 累褐色格質土

10 茶褥色粘質土(礫混)

|も

暗黒褐色粘質土(黄褐色土混)

黒褐色粘質土 (褐色粘質土混)

黒褐色粘質土 (礫混)

暗褐色粘質上

黒褐色粘質土

卜

い

０
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Ｙ

め
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=|
SK8657
14 纂褐色粘質土(し まり悪)

SK8659
15 黒褐色梢質土(礫 l■l

16 褐色粘質■ (砂礫混)

SK8619
17 暗茶褐色粘質■ (し まり悪)

第213図 遺構実測図 (中世後期 )
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SK8664
13 褐色粘質土

SK8656～ SK8658 SK8600。 SK8664



SK8594
SK8592

SK8565
1 黒褐色粘質土(礫混)

SK8580
1 黒褐色粘質±0第驚・炭化物混)

SK8580b
2 暗褐色粘賓土(砂礫混)

SK8S80    SK8580C
3 暗褐色粘質上隣 混)

4 暗黄褐色上(砂礫混)

5 暗褐色土 隣 混)

SK8582
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SK8580 SK8580b

/

SK8570
SK8571 A

K8570
黒褐色粘質土

黒褐色粘質■ (礫 |■l

1 黒褐色粘質土(礫混 A4B色 土混)            76 60m              sK8570
` 黒褐色粘質土                       a
, 褐色粘質土

1 黒褐色粘質土(黄褐色猫質土混)

第214図 遣構実測図 (中世後期 )
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K8592
暗茶褐色上 (刀砂 映 炭化物混)

暗茶褐色土 (1よ り暗、ガ砂 利少量)

暗黄鴇色上(砂礫混)

暗茶褐色土(責褐色土混)

暗茶褐色土

黄栂色粘質土ブロッタと秒利の混士

暗茶褐色土(砂礫混)

暗黄褐色土(堅 くしまる)

黒褐色土

第215図 遺構実測図 (中世後期 )
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SK8962(A・ Bセ クション)

1 暗茶偶色土 (炭化粒混)

2 暗茶褐色土 (黄褐色土アロック混)

3 暗茶褐色土 (責偶色土霜降り)

K8961③

a              a′

SK8962

SK8960(EoFセクシヨン)

茶褐色粘質土

暗茶褐色粘質主(礫混)

黒褐色粘質土

明茶褐色粘質上

黄茶褐色砂質土

茶褥色土 (礫混)

黄褐色■ と灰褐色上の混上

SK8961(C'Dセクション)

礫

暗茶鵜色上 (礫混)

茶褐色土(黄褐色土粒混)

茶褐色土(礫・責栂色土混)

責褐色砂質土と茶褐色絡質上の混土

暗茶褐色土(礫混)

黒褐色梢質土
SK8961

SK8961
SK8960

第216図 遺構実測図 (中世後期 )
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SK8967
1 晴茶褐色土 (黄褐色粘質土プロック混)

2 暗茶褐色土(礫混)

3 黒色粘質土

4 黒褐色上

St8976

SK8965(A・ Bセ クション)

1 暗茶損色土 (礫混・責褐色土混)

2 暗茶褐色土 (1よ り暗、砂礫の量少ない)

SK8965

1.SK8967 2.SK8965。 SK8975
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SK8975

SE8978

SK8975(C・ 0セ クンョン)

1 茶褐色土

2 黄茶褐色土

3 責褐色粘質土

4 茶褐色上(礫混)

5 黒褐色土SK896S

第217図 遺構実測図 (中世後期 )
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SK9133
1 責色粘土

2 茶褐色砂礫土

3 明茶褐色土と黒褐色土の混■

SK9157

@
鬱
@

SK9988・ SK9944
1 茶褐色粘質土

2 茶褐色構質上(地 山アロック混)

3 黒褐色粘質土

4 黒褐色絡質土(3よ り明、地山ア

ロック混、駿rし鉄含)

5 黒褥色粘質土(3よ り暗)

SK9328,SK9329
1 茶褐色粘質土

(地 山ブロック潮

〒 :霧線懐伊
(地 山アロックIEl

4 黒褐色粘質主

I 茶褐色砂礫土 (黄褐色粘土アロック混)

2 黄色粘賃土

3 鶉 6砂礫土 SK9157

沐

∞
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り
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Ｏ

Ｏ
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り
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SK9338
1 茶褐色粘質土

2 茶褐色粘質土

(地 山アロッタ混)

3 黒褐色猫質土

4 暗灰褐色粘質土

5 茶褐色絡質上

(1よ り暗)

SK9344 SK9338

SK9328 SK9329

第218図 遺構実測図 (中世後期 )
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SK9761

黄褐色結質土(茶指色格質土アロック混)

茶褐る結質土(黒褐色粘質エアロッタ混)

茶獨色粘質土(黒褐色エアロッタ多)

暗茶褐色枯賓主(黄穏色粘質土アロック混)

6 黄碧色rhVJ土 (茶褐色粘質とアロック多)

7 黄褐色消費土
8 決青灰色枯質土(暗茶拇色粘貿土アロッタ混)

9 淡青灰色粘賃上(茶褐色粘質エアロック混)

10 淡青灰色粘質土

1 暗泰網色猫質土(黄褐色■霜降り)

2 暗灰褐色粘質土
3 暗茶禍色粘質土

玉

暗茶禍色粘質土(黄鵜色土霜降り)

暗茶褐色粘質■(責鵜色土アロッタ混)

暗茶鵜色粘質■(寅謁色土霜降り)

|エ

SK9326
1 薬褐色枯質■(地山アロック混)

2 晴茶編色粘質上

3 黒褐色粘質土

第219図 遺構実測図 (中世後期 )
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SK9860

SK9315・ SK9316他
l A4B色 粘質■(地山より暗、中礫混)

2 淡灰色主(地 山霜降り、瑯 ヒ鉄含)

3 浜茶灰色格質■

4 淡茶灰色粘質土(3よ り地山少畳混、茶色強)

5 暗茶褐色粘質土
6 賭茶褐色猫質土(地山霜降り)

7 灰禍色枯質土(中礫潮
8 貫褐色祐質主(地 山より暗、中礫混)

9 灰褐色粘質主(中礫混)

10 茶褐色帖賓土
■ 泰鴻色枯質■(10よ り粘質)

12 茶裾色粘質土(地山霜降り)

13 灰脅色猫質土
14 暗灰凋色枯質土
15 暗灰褐色粘質土(地 山霜降り)

16 灰褐色粘質土
17 地山徊郎ヒ鉄アロック旬
18 地山(醐ヒ鉄アロック気 17よ り灰色強)

19 暗秦謁色粘質土

SK9357

∞

SK9360

SK9357
SK9360

黄褐色粘質■(黒得色土アロック混)

暗黄褐るお質土
黒再色粘質■

赤稲色土アロック
暗灰穏色粘質■

78 40n   sK9331

2 暗茶褐色Ih賓■
3 暗茶器色枯質■(地山混)

トーーーーーーーT―~~~~~― ―十――――――――ドー~~~~~― Jn
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SK9357
1 茶褐色粘質■(黄る猫質とアロック混)
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鶴 八

紳
SD9978

SD9380

SK9335 SD9380    SE93Sl

⑬
⑨

SK9885

⑩

K9885(C・ Dセクション)

暗褐色土(黄凋色■アロック温)

黄褐色■(灰色猶■ 砂質土混)

暗茶褐色粘質土(1よ り暗)

泰褐色土(灰色粘■ 砂質土混、2よ り灰色)

茶禍色土(黄褐色■ 砂礫混)

暗青灰色粘質土(礫混)

SK9885

∪
‐７

③

77 60m    sK9886 SK9885
d′

SK9886
7 茶指色土

8 黒褐色枯質土(礫混)

9 茶褐色■(7よ り明)

:0 泰褐色土(責脅色土アロック混)

SK9887

SK933S
l 黒褐色粘質土
2 寅自色粘土と赤責色枯土のアロッタ層
3 黒褐色粘土
4 暗灰鵜色祐質土

SD9378

SE9351
5 累灰色粘土
6 礫層

SK933S

SD9380
7 暗秦褐色粘質■

8 黒凋色粘質土

9 灰鵜色粘質土

10 白色粘主

SK9887
1 黒褐色土

2 暗茶謁色土(酸化鉄含)

3 暗茶網色■

4 茶鵜色■と煮褐色■の混土

SD9378
14 明褐色粘質■(責と自の猫エアロッタ混)

15 褐色粘質土(礫混)

16礫
17 自石砂礫層

11 白e粘■(10よ り祐質強)

指鎌雛疑牌罐扶齢土カッタ・礫励)服縞
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X
SK9,46・ SK9747・
SK9757
1 茶褐色土(寅隅色土アロッタ紛
2 茶褐色■(茶鴇色土霜降り)

3 茶褐色土(黄編e土アロッタ1よ

7 黄召色エアロックと暗茶編色主
アロックの混土

8 暗秦褐色土(責脅色土霜降り,

9 責褐色エアロッタ
10 茶褐色土(黄褐色土アロック

混)

り多量潮
黒褐色土

暗茶掲色土

暗茶掲色土(5よ り黄色強)
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SK9746

Sk9747

SK9742

SК 9742・ SK9743・ SK9745・
Sk9746
■ 湘珈骸上アロッタと責褐色エアロッタの混土
η ttt■カ ッタと暗綿 住 の触
13 秦褐も■(11よ り暗)と費召と■の混と
11 茶褐也上(10よ り賠)

lS 案終もとと迪山の温■
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郷 奏褐と土アロッタと黒色お買■の混土
21 晴茶褐もと(し まる)

2景絶 上

掛 卵 l●輔 質)

盤 暗秦褐色■と責鵜色■つ混■(凛恨、しまりを

呵
25 黒褐色土(凛混)

閉 囃 儀 と鶏 社 と離 社 の服

(魏、しま,4い )
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SK9853

SK9787

SK9853
1 黒褐色土(し まる)

2 暗茶獨色■ (黄縄色エアロック混)

3 暗茶褐色土 (礫混)

SK9786
1 茶褐色猫質土(地 山プロッタ慟

SK9787
2 暗茶褐色粘質と(地 山プロッタ混)
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SK9738・ SE9759
1 暗茶褐色土 (黄褐色土霜降り)

2 暗茶褐色上 (黄褐色土プロック|■l

3 黒褐色粘質土
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SK10216
1 黒色枯質土

2 黒色粘質土(青灰色粘質土プロック混)

A

SD10214
8 黒色粘質主

4 黒色枯質土(青灰色粘質土箱降り)

第224図 遺構実測図 (中世後期 )
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SK10106・ SK10107
1 肌色猫土と黒色粘質上の混土

2 肌色粘土と黒色糖質上の混土(1よ

り黒色土多量混)

3 肌色粘上と黒色猫質上の混土 (1よ

り肌色土多量混)

4 黒褐色土(肌色粘工小ブロック混)

5 黒4B色土

6 黒褐色土(し まりない)
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SK10108
1 晴茶褐色土 (炭イヒ物多量混 )

SK10105
1 黒褐色土

2 黒褐色■ (地山混)

3 m山 (黒褐色土少量混)

第225図 遺構実測図 (中世後期 )
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SD10113
1 黒掲色土

2 黄褐色土と黒褐色上の混土

3 黄褐色土と黒褐色上の混土 (2よ り

卜    SK耳 :符 子手子 1。 115
4 黒褐色土 (し まる)

5 黒色粘質土 (灰色稲土アロックv21

6 黒色粘質土

SD10116
7 黄褐色土 (暴褐色土アロック慟

SK10119
1 暗茶掲色上lurヒ鉄含)

2 黒褐色土 (酸化鉄旬

a                  a′

第226図 遺構実測図 (中世後期 )

1.SK10114・ SK10115 2.SK10119

SK10115

二Iニコ

SK10119

盟



―――___″ 一~´´
デ

デ

___三二上_ィ///

SK10123

Sk10136

キ
ー
ヽ
、
ゝ
、
ミ

Sk10123・ SK10136
1 黒色粘質土や儀色粘土ブロック渤

2 地山と黒色枯質上の混土

肌色縞質工(黒色上ブロック泳 酸化鉄含)

黒色結質土

黒色濫質■ (灰色粘土プロックi■l

第227図 遺構実測図 (中世後期 )

SK10123・ SK10186

982



SK10218。 SK10219・
SK10220

SK10220 SK10219

1 黒褐色土 (橙色土霜降り)  6 黒色土(澄色土微量混)

2 累色主 (橙色土微量混)   7 黒色■ (灰色粘質土アロック混)

3 暗茶褐色圭 (堅 くしまる)  8 砂礫
4 暴色土 (肌色粘土ブロ /ク 混)9 地山と黒色上の混土
5 黒色土 (澄色粘土アロック混)

SK10218

一̈ｂ

▲
X

3

よ

SK10268

Sk,0231
a′   1 黒色土

2 青灰色粘質土(黒色土混)

第228図 遺構実測図 (中世後期 )

1.SK10218～ SK10220 2.SK10268 3.SK10186 4.SK10198 5.SK10231
6 SK10191遺 物出土状況

SK10186
1 黒色粘質土(音灰色粘質土アロック混〕

了

SK10191

SK10198

1 黒魯粘質土

2 青灰色粘質(黒 色粘質上プロック混)

SK10198   )
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S K10222
1 累色粘質土(青灰色消質エアロック混)

2 黒色猫質■(青灰色荘質土アロッタ混、1よ リアロッタ大)

3 累色粘質土

4 黒色祐質■と背灰色枯質上の混土

5 黒色格質ユ(砂礫混)

SK10184
1 黒色枯質土

2 黒色粘質土(君機物混)

3 黒色土と青灰色粘質上の混上

4 黒色土(青灰色粘賓土プロック混)

エXよ

5

SK10180

SK10182
1 黒色粘質土と青灰色粘質上の混土

2 晴灰色粘質上

3 黒色粘質土

4 黒色粘質土(背灰色粘質土混)

SK10177
1 黒色土

2 青灰色枯質土

3 黒色粘質主

SK10181
1 黒色粘質土と青灰色粘賞上の混■

(礫混)

よ
ゝ

＜
　

　

６

SK10162

SK10174
1 黒色粘質土(礫混)

SK10175
1 黒色祐質主

第229図 遺構実測図 (中世後期 )

1.SK10222 2.SK10184 3.SK10182 4.SK10181
7.SK10174 8.SK10162
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SK10162
1 黒色土

2 黒色■(礫混 )

3 黒色粘質土

4 黒色土(礫混)

5.SK10177 6.SK10175

SK10175



O КtO■ 44

≡
帯
や
０

一
望
ゆ

ゆ
守
寺
０

一
】
０

と
了
４

一

！

ヽ

、

3t報崇 SX10444
Ⅲ ｀

＼
墨 蚕 挙 三 二

==璽
豆 ≡ ≡ ヲ

「

~

4

el.oo■

■          ●

d~―
軍 墓 ≡ 慕 ≡ ≦ 募 ≡

雫 テ ====/~~1'

●【1044.4・ 1110443

,電縫鰯監ほ燦纂亀鬱口,ヶ働

第230BI 遺構葉測図 (中世翻鋤
1lSK■ 04‐ 4.4 2.SX10445 3,Sk■ 0467遺物出上漱滉

1観 |∞ 重

`(101448

Sx1 0114も

ト

t                 t                 
キ“

|と

●単!0■ S,

985



E 近 世

近世の遺構には,掘立柱建物・土台建物・溝・井戸・竪穴状土坑を含む土坑・製鉄関連遺構がある。

16世紀末～17世紀前半はB2地区～Cl地区に集中し,17世紀後半～18世紀はB2・ B3地区の旧以

速寺周辺と,Al・ A2地区に散在する。

l 掘立柱建物

近世の掘立柱建物は49棟が復元できた。柱穴は楕円柱穴と円形注穴のものがあるが,規模は他の時

代のものに較べて大きい。時代 も17世紀を中心に,伝安楽寺周辺に集中している。

A地区

31号掘立柱建物 (S B31,第231図 )

Al地区の S D 701の 北側,X458～ 461Y108～ 112に位置し,2間 ×2間の側柱建物である。S B32

より古い。桁行6.36m× 梁行4.08m,平面積は26m2で ぁる。主軸はN-70° 一Wで,中世後期の建物と

方向が違う。梁行の柱間は198cm・ 210cmと 狭 く,桁行の柱間は390cm。 246cmと 広い。柱掘形は平

均長軸115cm× 短軸65cmの楕円形で,深さ60cmである。北・南桁行の柱穴は深さ60cm～ 70cmであ

るが,ロ ー三柱穴は深さ50cmで少し深い。口二柱穴は深さ22cmと 浅 く,床持ち柱になるのであろう。

柱穴の長軸方向は棟方向と同じである。長軸方向の柱穴壁面は少し段がある。掘形埋土は茶褐色 (粘

質)土に責褐色 (粘質)土が霜降 り状に混じる。ハニ柱穴の埋土には径15cm程の柱痕跡が確認できた。

ロー柱穴から須恵器 。中世土師器, 口三柱から珠洲・伊万里,ハー柱穴から縄文土器 。中世土師器 ,

ハ三柱穴から中世土師器が出上した。建物の時期は17世紀後半である。

32号掘立柱建物 (S B32,第231図 )

S B31よ り新 しい,2間 ×2間の側柱建物である。長軸6.00m× 短軸3.90m,平面積23m2で ぁる。主

軸はN-16° 一Eで南北に向く。イニ柱穴以外の柱掘形は長軸106cm× 短軸80cmの楕円形で,深 さ77cm

である。イニ柱穴は58cm× 49cmの円形で,深さ22cmである。イー柱穴から近世陶磁器,ハー柱穴か

ら白磁・越中瀬戸・伊万里,ロー三柱穴から中世土師器 (13世紀)が出土した。イ三柱穴はS K797(18

世紀の伊万里)に切られていることから,建物の時期は17世紀後半であろう。

44号掘立柱建物 (S B44,第 232図 )

S D 701の 南側,X443～ 445Y99～ 101に位置する,2間 ×1間の側柱建物である。桁行5.40m× 梁行

3.00m,平面積16m2でぁる。主軸はN-19° 一Eで南北に向く。四隅の柱穴は平均長軸134cm× 短軸100

cmである。不整円形のロー柱穴以外は楕円形である。深さは平均51cmである。イーニ柱穴は井戸と

重複 し,柱穴の深さは不明である。出土遺物はないが,柱穴規模から,時期は17世紀であろう。

45号掘立柱建物 (S B45,第 232図 ・233図 )

X439～ 442Y104～ 106に ある,2間 ×1間の側柱建物である。桁行6.15m× 梁行3.00m,平 面積18m2

である。主軸はN-16° 一Eで南北に向く。イーニ・ロー柱穴の掘形は深さ69cm・ 長軸161cm× 短軸73

cmの楕円形で,建物の主軸と違って東西に向く。イニ柱穴は,深さ81cm・ 長軸190cm× 短軸93cmの

楕円形で,上記の柱穴と違って南北に向く。口三柱穴は,S K1437と 重複するために方形に見えるが,

130cm× ■4cmの楕円形,深さ104cmで ある。口二柱穴はS K1404(18世紀)のため確認できなかっ

た。掘形埋土は茶褐色 (粘質)土か黒褐色 (粘質)土で,責褐色土 (地 山土)がわずかに混じる。柱

痕跡は確認できなかった。イニ柱穴から中世土師器,ロ ー柱穴から青磁 (13世紀)・ 青花 (16世紀)が出

上した。 S K1405(近 世)をかすかに切っているので,建物の時期は17世紀であろう。

46号掘立柱建物 (S B46,第 232・ 233図 ,図版91)
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S D 1406の 南側,X439～ 441Y95～ 98に位置する,2問 ×2間の側柱建物である。桁行5.04m× 梁行

4.08m,平面積は21m2で ぁる。主軸はN-14° 一Eと 南北に向く。四隅の柱穴は大きく,そ の間の柱穴

は小さい。北梁行の柱穴は長軸102cm～ ■7cm× 短軸56cm～ 72cmの楕円形,南梁行の柱穴は長軸82cm

～90cm× 短軸42cm～ 60cmの楕円形である。深さは北の柱穴で60cm～ 80cm,南のそれで40cmである。

後者の柱穴は前者の柱穴より規模が小さい。口三柱穴は97cm× 52cmの楕円形で,東西に向く。その

他の柱穴は98cm～ 66cm× 52cm～ 55cmの楕円形である。イー柱穴の掘形埋上には一辺20cm方形の柱

痕跡 (暗茶褐色粘質土)と 黄褐色土 (地 山土)混 じりの暗茶褐色上がある。イニ柱穴から中世土師器

が出土した。大形楕円柱穴から建物の時期は17世紀であろう。

B地区

136号掘立柱建物 (S B136,第 234図 ,図版99)

Bl地区の中央部,旧橋本川の南際に位置する,4間 × 1間の側柱建物である。桁行17.40m× 梁行

4.80m,平面積84m2で ぁる。主軸はN-83° 一Wで東西に向く。柱掘形は長軸106cm～ 142cm× 短軸78

cm～ 106cm,平均122cm× 94cmである。イー・口二二五柱穴は東西向きの楕円形,イ・口五柱穴は南

北向きの楕円形である。ロー四柱穴は不整円形である。深さは平均64cmである。イ五・口四柱穴の73

cm。 95cm,そ れ以外は55cm～ 59cmである。イ五柱穴は砂利混 じりの青灰色粘質土 (最下層)の上に

柱根を立て,礫混 じりの茶褐色土で埋めている。その柱根は柱穴中央部の西端にあり,径20cmで,西

側に77°傾いている。イ五・口四柱穴から珠洲が出上した。柱穴が中世後期の S D 4365。 S D 4484を 切

り, しかも,大形楕円柱穴から,建物の時期は17世紀であろう。

146号掘立柱建物 (S B146,第 235図,図版99)

B2地区の北側の中央部,X264～ 266Y88～ 90に位置する,1間 × 1間の側注建物である。長軸4.80

m× 短軸3.78m,平面積18m2でぁる。主軸はN-84° 一Wで東西に向く。柱掘形は長軸148cm～ 154cm×

短軸66cm～ 77cm,平均151cm× 71cmの 楕円形である。掘形の長軸は建物の主軸に向〈。二段掘 りの

ように段を持つ。深さは90cm～ 100cm,平均85cmである。口二柱穴は半分以上が未掘である。柱抜き

取 り痕跡はイー柱穴で確認できる。それは地山土が霜降り状に混じる黒褐色上で,幅16cm前後で,東

に少し傾 〈。イニ柱穴の掘形にある石は柱根の周 りに入れたものであろう。イニ柱穴から17世紀後半

の伊万里, 口二柱穴から越前が出土した。イー柱穴は16世紀の S D 6574を 切 り,イ ニ柱穴は18世紀の

S K6564に 切られている。建物の時期は17世紀後半であろう。

149号掘立柱建物 (S B149,第 235図 )

S B146の 南側,S D 5105の 北側に位置する, 1間 ×1間の側柱建物である。長軸4.20m× 短軸3.00

m,平面積13m2でぁる。主軸はN-86° 一Wで東西に向く。柱掘形は二段になる段掘 りである。ロー柱

穴は長軸78cm× 短草由54cmの楕円形で,深さ74cmである。イー柱穴は 3つの穴が重なっているが,南

北に向き,深さ67cmの楕円形である。その他の柱穴は暗渠のため,攪乱されているが,南北に向く楕

円形であろう。すなわち,掘形の長軸 と建物の主軸 とは直交する。遺物は柱穴から出土しなかったが,

建物の時期は16世紀末～17世紀であろう。

151号掘立柱建物 (S B151,第 235図,図版92。 99)

S B 149の 西側,S D 5105の 北側に位置する,2間 Xl間の側柱建物である。桁行5.10mである。梁

行は,東側で330cm,西側で360cmと ,柱間が少し違う。平面積18m2で ぁる。主軸はN-80° 一Wで東

西に向く。柱掘形は平均長軸116cm× 短軸59cmの楕円形で,長軸は建物の主軸に向く。イー柱穴は92

cm× 57cm,そ れ以外は100cm～ 135cm× 43cm～ 60cmである。深さは64cmである。イニ・口二柱穴
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の底には礎石がある。ロー柱穴の底は少し窪んでおり,柱根を据え付ける穴がある。口三柱穴には柱

痕跡が確認できた。その他の柱穴の中には,礫が多く入っており,柱根を支えていたのであろう。柱

穴から出土遺物がないが,大形楕円柱穴から,建物の時期は17世紀であろう。

152号掘立柱建物 (S B152,第 236図 )

B2地区の中央部の西側,X248～ 250Y80～ 83に位置する, 2間 ×1間の側柱建物である。東桁行

は南から240cm・ 240cm,西桁行は270cm・ 240cmである。梁行は360cmで,平面積は18m2でぁる。

主軸はN-10° 一Eで南北に向く。柱掘形は平均長軸84cm× 短軸58cmの不整形である。イー柱穴は112

cm× 52cm,イ ニ柱穴は58cm× 42cm,そ の他は70cm～ 90cm× 60cm～ 68cmである。深さは平均53cm

である。イー・口三柱穴から柱痕跡が確認できる。柱穴には礫を入れて柱根を支えている。イニ柱穴

の南20cmに ある柱穴には,8 cmの柱根が確認できたが,建物に伴うのか不明である。遺物が出上し

なかったが,周辺の遺構配置から,建物の時期は16世紀末～17世紀であろう。

153号掘立柱建物 (S B 153,第 236図 ,図版100)

S B152の 南側に位置する,2間 ×1間の側柱建物である。桁行 5。 40m× 梁行4.92m,平 面積27m2で

ある。主軸はN-9° 一Eで南北に向く。柱掘形は平均長軸125cm× 短軸62cmである。口三柱穴は80cm×

65cmの長方形に近 く,そ の他は■5cm～ 162cm× 54cm～ 73cmの楕円形である。柱穴長軸は建物の主

軸に向く。深さは平均59cmである。掘形埋土は地山上が霜降り状に混じる。ロー～三柱穴の底に柱据

え付けの石がある。イー三・ローニ柱穴から越前甕・唐津折縁皿・青磁・石臼が出土した。ロー柱穴

の越前菱 (17世紀前半)と ,イ ー柱穴を切るS K6260の それが接合することから,建物の時期は17世

紀前半である。

154号掘立柱建物 (S B154,第 237図 ,図版94・ 100)

X231～ 237Y75～ 78,S D6096の西側に位置する,4間 ×1間の側柱建物である。桁行11.16m× 梁

行4.68m,平面積52m2で ぁる。主軸はN-5° 一Eで南北に向く。柱掘形は平均長軸■4cm× 短軸57cm

の楕円形で,建物の主軸に並行する。イ五柱穴は80cm× 40cm,そ の他は100cm～ 150cm× 40cm～ 68cm

である。ローニ柱穴は,近現代の上坑で切られている。深さは35cm～ 60cm,平均45cmである。イニ・

口五柱穴の掘形壁面に少し段を持つ。掘形埋土は地山土 (責褐色粘質土)が多く混じる (黒)褐色粘

質土である。イニ柱穴は径12cmの柱根があり,そ ばに石が据え置かれている。イー・ロー柱穴は径14

cmの柱痕跡が確認できる。イ三柱穴から17世紀末～18世紀前半の肥前陶磁器,口五柱穴から中世土師

器・越前 (16世紀)が出上した。前者の遺物は廃絶後の混入と考えられるから,建物の時期は16世紀

未～17世紀である。なお,イ 五柱穴は土台建物 S B 6665に 切 られている。

155号掘立柱建物 (S B155,第 237図 ,図版94・ 100)

S B154の 内に位置する,3間 ×1間の側柱建物である。桁行6.60m× 梁行3.36m,平 面積22m2でぁ

る。主軸はN-6° 一Eで南北に向く。柱掘形は平均長軸73cm× 短軸43cmである。イーニ四柱穴は80cm

～100cm× 49cm～ 52cmの楕円形,そ の他は52cm～ 58cm× 28cm～ 46cmの不整方形である。深さは平

均37cmである。イ三・ロー柱穴は13cm～ 15cmと 浅 く,そ の他は37cm～ 53cmである。イー柱穴から

径14cmの柱痕跡が確認できた。その痕跡の下は地山上の責褐色粘質上で,そ の痕跡の周 りには褐色粘

質上が入る。柱穴から遺物が出上しなかったが,口 四柱穴が切られているから,S B 154よ り古 く,建

物の時期は16世紀末～17世紀前半であろう。

157号掘立柱建物 (S B157,第 239図,図版100)

S D 6021の 東側,X232～ 235Y92～ 95に位置する,2間 Xl間の側柱建物である。桁行 5。 70m× 梁行
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4.80m,平面積27m2で ぁる。主軸はN-5° 一Wで他の遺構 よりも南北に向 く。柱掘形は平均長軸107cm×

短軸64cmの楕円形である。イニ柱穴は65cm× 46cm・ イ三柱穴は156cm× 87cmで,それ以外は96cm

～110cm× 55cm～ 72cmである。深さは50cm～ 76cm,平均65cmである。口三柱穴か ら径16cmの 柱痕

跡が出土 している。その土は礫混 じりの暗茶褐色粘質上で,ぼそぼそである。掘形埋土は地山上が多

く混 じる褐色粘質上である。イ三柱穴か ら中世土師器・石鉢 (桑 山石 )・ 漆器,ロ ー柱穴か ら越中瀬戸・

伊万里 (17世紀後半),口 三柱穴か ら越前 (16世紀)が出上 した。建物の時期は17世紀後半である。

158号掘立柱建物 (S B 158,第 238図 )

S B156の 南側,S D 6021を 切 る, 1間 × 1間 の側柱建物である。長軸4.20m× 短軸3.90m,平面積

16m2で ぁる。主軸はN-77° 一Wで東西に向 く。イニ柱穴の掘形は深 さ56cmオ 長軸132cm× 短軸55cm

の楕円形,ロ ー柱穴のそれは深さ56cm。 長軸92cm× 短軸44cmの楕円形である。共に,掘形断面にわ

ずかに段を持つ。その他の柱穴の規模は確定できない。イー・口二柱穴から柱根, ロー柱穴から柱痕

跡が確認できた。ロー柱穴はS D 6021(15世 紀～16世紀)を切って作られており,埋土から16世紀の

瀬戸美濃・信楽が出土している。建物の時期は16世紀末～17世紀である。

159号掘立注建物 (S B159,第 238図 )

S B 158に 重複するように位置する, 1間 × 1間の側柱建物である。注穴の切 り合いから, S B158

より新 しい。長軸3.90m× 短軸3.60m,平面積14m2でぁる。主軸はN-78° 一Wで,東西に向く。ロー・

三柱穴の掘形は長軸86cm・ 92cm× 短軸40cm・ 44cmの楕円形,イ ー・二のそれは長軸104cm。 128cm×

短軸49cm。 52cmの楕円形である。平均103cm× 46cmである。深さは32cm～ 51cm,平均40cmである。

掘形の長軸に建物の主軸が並行する。柱穴掘形にわずかに段を持つ。口二柱穴には柱痕跡が確認でき

た。イ・ロー柱穴から17世紀前半の越中瀬戸,イ 。口二柱穴から17世紀前半の唐津が出土した。特に,

出土遺物から,建物の時期は17世紀前半と考える。

160号掘立柱建物 (S B160,第 238図 )

S B158。 S B 159に 重複するように位置する, 1間 ×1間の側柱建物である。 S B158よ り新 しい。

長軸5.10m× 短軸4.02m,平面積21m2で ぁる。主軸はN-16° 一Eで南北に向く。柱掘形は長軸123cm

～160cm× 短軸44cm～ 64cm,平均146cm× 54cmの楕円形である。深さは50cm～ 72cm,平均54cmで

ある。掘形の長軸が建物の主軸 と同じ方向である。イニ柱穴の底には礎石があり,その上にぼそぼそ

の暗茶褐色土が確認できた。その上は柱抜き取 り痕跡とも考えられる。イー柱穴から中世土師器・唐

津 (17世紀),口 二柱穴から越中瀬戸・石臼が出土した。建物の時期は17世紀である。

161号掘立柱建物 (S B161,第 239・ 240図 )

S B160の 南側,X231～ 234Y86～ 89に位置する, 1間 ×1間の側柱建物である。長軸4.38m× 短軸

4.20m,平面積18m2でぁる。主軸はN-75° 一Wで東西に向く。口二柱穴は長軸58cm× 短軸44cmの円

形,イ ニ・ロー柱穴は長軸80cm・ 86cm× 短軸50cm。 53cmの楕円形,イ ー柱穴は長軸104cm× 短軸96

cmの円形である。ローニ柱穴の長軸は建物の主軸と同じ方向であるが,他は違っている。イー柱穴の

掘形は段をもつ。イニ柱穴の底は柱据え付けのため,少 し窪んでいる。柱痕跡は確認できなかった。

口二柱穴は16世紀末～17世紀の S K6624を 切っていることから,建物の時期は17世紀であろう。

162号掘立柱建物 (S B162)

B2地区の上台建物 S B 6390の 南部分の下層で確認できる。柱穴が「 L」 字状にめ ぐり,西列 と南

列では確認できない。2間 ×2間の側柱建物である。長軸6.00m× 短軸5。 40m,平面積32m2で ぁる。主

軸はN-10° 一Eで南北に向く。柱掘形は長軸110cm～ 146cm× 60cm～ 80cm,平均128cm× 73cmの楕
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円形である。深さは40cm～ 55cm,平均49cmである。口三柱穴以外の注掘形の長軸は,建物の主軸方

向に向く。ハ三柱穴の埋土は黒褐色粘質土で,褐色粘質土・砂礫上が混じる。口三注穴の埋土は砂礫

土混 じりの黒灰色粘質上である。イー柱穴から17世紀前半の唐津が出上したことや S B 6390よ り古い

ことから,建物の時期は17世紀前半であろう。

163号掘立柱建物 (S B163)

S B162の 南側に位置し,大形柱穴が 3基南北に並ぶ①柱間は南から210cm・ 180cmと なる。イー柱

穴の掘形は長軸136cm× 短軸88cm,深 さ67cmである。掘形埋土は黄褐色土に黒掲色土・褐色粘土が霜

降 り状に混じり,柱根が残っている。イニ柱穴の掘形は長軸114cm× 短軸70cm,深 さ42cmである。掘

形埋土は黄褐色土に黒褐色土が霜降 り状に混じる。イー・三柱穴の長軸は東西・南北と向きを違えて

いる。イ三柱穴は別の遺構 と重複するため,規模不明である。イー柱穴から17世紀前半の唐津,イ ニ

柱穴から16世紀末の越前が出土した。これらの柱穴は大形楕円柱穴で,柱根があることから,S B164・

165。 170と 同様,建物の棟持ち柱の柱穴と考えられる。建物の時期は17世紀前半であろう。

165号掘立柱建物 (S B165,第 240。 241図 )

B2地区の南西側,X218～ 221Y74～ 77, S D 5936を 挟むように位置する, 3間 ×1間の側柱建物

である。桁行は8.40m,梁行3.90mである。北西側に 1間 (3.30m)× 1間 (3,30m)の張出があるが,

身合の柱列 との並びが少しずれる。張出部を含めると,平面積は44m2で ぁる。主軸はN-88° 一Wで東

西に向く。ロー柱穴は長軸136cm× 短軸96cmの楕円形,そ の他の柱穴は長軸108cm～ 130cm× 短軸44

cm～ 70cmの楕円形である。ロー柱穴以外の柱穴の長軸は建物の主軸に向く。張出にあるハ三四柱穴

は106cm。 ■8cm× 52cm・ 90cmの楕円形で,建物の主軸に直交する。掘形の平均は123cm× 66cmで

ある。深さは55cm～ 75cmで,平均61cmである①イーニ四・ロー柱穴の掘形には段を持つ。イー三四・

ハ四柱穴から柱痕跡が確認でき,地山土が霜降り状に混じる。イ三四。口三四柱穴はS D 5936(16世紀)

を切る。ロー柱穴から17世紀前半の唐津が出土した。これらのことから,建物の時期は16世紀末～17

世紀前半であろう。 S K5957・ S K5958は 建物に伴 う。 S K5958の 石ア1は S K5957の 方に向かって面

を取って並んでいる。なお,建物の南側に柱穴が 4基並んでいる。全長8.40mで,東から315cm。 315

cm。 210cmの 間隔である。この建物の塀になるのであろう。

166号掘立柱建物 (S B166,第 240・ 241図 ,図版93)

S B165の 東側に位置する,2間 ×1間の側柱建物である。桁行7.20m× 梁行 5。 10m,平面積37m2で

ある。主軸はN-13° 一Eで南北に向く。ロー柱穴の掘形は長軸146cm× 短軸90cmの 楕円形,そ の他は

長軸114cm～ 156cm× 短軸44cm～ 70cmの楕円形である。平均136cm× 61cmである。柱掘形の長軸は

建物の主軸方向と並行する。口二柱穴の深さは80cm,その他は44cm～ 58cmである。深さの平均は59

cmである。イーニ。ロー柱穴から幅18cm～ 20cmの柱痕跡が確認できる。その周 りには,地山上が霜

降り状に混じる黒褐色粘質上が入っている。口三柱穴の底には柱根を支えるための石が置かれている。

ロー柱穴から16世紀末～17世紀の越中瀬戸・唐津, 口二柱穴を切っているS E 5987の 上層から越中瀬

戸 (16世紀末～17世紀)・ 越前が出上した。このことから,建物の時期は17世紀前半であろう。

167号掘立柱建物 (S B167,第 240図 ,図版93)

S B166の 南側に位置する,2間 ×1間の側柱建物である。桁行5.40m× 梁行3.30m,平 面積18m2で

ある。主軸はN-9° 一Eで南北に向く。イニ三柱穴の掘形は長軸80cm・ 70cm× 短軸34cm・ 42cmの

楕円形,ロ ー・二柱穴は長軸108cm・ 128cm× 短軸38cm・ 54cmの楕円形,ロー柱穴は長軸110cm× 短

軸76cmの隅丸方形である。掘形の平均は99cm× 49cmである。深さは平均44cmである。イー～三柱

θ

"



穴は29cm～ 34cm,そ れ以外は57cm・ 63cmである。イー・口三柱穴の底は柱 を据え付けるために約 18

cm程窪んでいる。口二柱穴か ら柱痕跡が確認できる。掘形埋上には地山上が多 く混 じる黒褐色粘質土

が大部分である。イ三柱穴か ら中世土師器・越前・瀬戸美濃 (16世紀),口 三柱穴か ら越中瀬戸・唐津

(17世紀前半)が出上 した。口二柱穴はS B 166に切 られているので,建物は17世紀前半であろう。

168号掘立柱建物 (S B168,第 237図,図版94)

B2地区の中央部の南側, S D 5010の 西側,X220～ 222Y84～ 86に位置する。 1間 × 1間の側柱建

物で,長軸4.74m× 短軸3.90m,平面積 18m2で ぁる。梁行が斜方向に歪む③主軸はN-86° 一Wで東西

に向 く。柱掘形は長軸90cm～ 116cm× 短軸46cm～ 66cm,平均99cm× 53cmの楕円形である。深さは

32cm～ 48cm,平均42cmである。掘形埋土は地山土を多 く混 じる褐色粘質上である。イーニ・ロー柱

穴では幅10cm～ 20cmの柱痕跡が確認できた。イー柱穴か ら中世土師器が出土 してた。口二柱穴 を切

るS K5997(17世紀)か ら,建物の時期は16世紀後半～17世紀である。

170号掘立柱建物 (S B170,第 240図 )

S K167の 東側に位置 し, 3基の柱穴が並んでいる。南か ら,4.20m・ 3.60mの 間隔である。イー柱

穴の掘形は,長軸128cm× 短軸68cm,深さ67cmである。掘形埋土は,下層が黒褐色砂礫土 と黄褐色砂

礫土の混土,上層が黄褐色粘土 と黒褐色粘土の混土である。柱穴の底には注据え付け穴が南北に 2箇

所ある。北側の穴は底面より10cm程深 く,長さ25cm(幅不明),南側の穴は北の穴より30cm離れ,

底面より20cm程深 く,長さ25cm(幅不明)である。イニ柱穴の掘形は長軸245cm× 短軸82cm,深 さ

76cmである。掘形埋土は責褐色粘土 と黒褐色粘上の混土で,柱痕跡がある。柱穴の底には,イ ー柱穴

と同様, 2箇所の柱据え付け穴がある。その北側の穴は底面 より30cm深 く,長さ27cm(幅不明)で ,

柱根がある。南側の穴は底面より27cm深 く,長さ23cm(幅不明)で,柱痕跡が残 る。イ三柱穴の掘

形は長軸108cm× 短軸62cm,深 さ64cmである。掘形埋土は,上層が責褐色粘土をわずかに混 じる黒褐

色粘土,下層が褐色粘土混 じりの砂礫土である。柱穴の底面には柱据え込みの穴が確認できない。以

上か ら,こ れ らの柱穴は建物の屋根 を支 える柱列 と考 える。建物の規模はこれらの柱穴か ら左右に広

がると考 えられる。柱穴か ら出土遺物はないが,大形楕円柱穴か ら,建物は17世紀であろう。

171号掘立柱建物 (S B171)

X204～ 207Y76・ 77に 位置 し,2間 × 1間の側柱建物である。長軸6.60m× 短軸3.00m,平 面積20m2

である。主軸はN-3° 一Eで南北に向 く。四隅の柱穴は長軸70cm～ 104cm× 短軸54cm～ 78cm,平均

長軸90cm× 短軸68cmの楕円柱穴で,深 さ65cmである。口二柱穴は86cm× 54cmで,深さ13cmと 浅

い。イニ柱穴は規模不明だが,深さ19cmである。イー柱穴は茶褐色土 と黄褐色土の混土,ロ ー柱穴は

黄褐色上に赤褐色砂質土が混 じる。イー柱穴か ら土師質橋鉢・青磁,イ ニ柱穴か ら中世土師器・瀬戸

美濃,イ 三注穴か ら中世土師器・珠洲,ロ ー柱穴か ら中世土師器が出土 した。建物の時期は16世紀末

～17世紀前半である。

174号掘立柱建物 (S B174,第 242図 )

X179～ 181Y73～ 76,S D 7600の北側に位置する,1間 × 1間 の側柱建物である。長軸4.92m× 短軸

2.40m,平面積 12m2で ぁる。主軸はN-83° 一Wで東西に向 く。柱掘形は平均長軸105cm× 56cmである。

口二柱穴の堀形は長軸90cm× 短軸58cmの 不整形,それ以外は長軸90cm～ 134cm× 短軸54cm～ 56cm

の楕円形である。掘形の長軸は建物の主軸方向 と直交する。口二柱穴の深 さは35cm,イ ー柱穴は82cm,

それ以外は54cm。 57cmである。深さの平均は57cmである。イー柱穴か ら石臼 (桑 山石)が出土 して

いる。大形楕円柱穴か ら考 えて,建物の時期は17世紀前半であろう。
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175号掘立柱建物 (S B175,第 242図 ,図版94)

S B174の 南側,S D 7600に 接するように位置する, 1間 × 1間の側柱建物である。長軸5.01m× 短

軸3.45m,平面積17m2で ぁる。主軸はN-82° 一Wで東西に向く。柱掘形は長軸104cm～ 126cm× 短軸

54cm～ 64cm,平均長軸■7cm× 短軸60cmの楕円形である。深さは平均65cmである。掘形の長軸は建

物の主軸に直交する。イニ柱穴は別の柱穴に切られているため,規模が不明である。掘形埋土は地山

土が霜降り状に混じる茶褐色粘質上である。注痕跡が確認できなかった。イー柱穴は16世紀後半～17

世紀の S D 7600に 切られる。イー柱穴から17世紀前半の唐津・越中瀬戸が出土したことから,建物の

時期は17世紀前半である。

176号掘立柱建物 (S B176)

X180～ 182Y87・ 88, S D 7535の 東側に位置する。 1間 (4.20m)× 1間 (2.70m),平面積1lm2でぁ

る。主軸はN-9° 一E,南北に向く。イーニ・口二柱穴の掘形は長軸102cm～ 154cm× 短軸76cm～ 100

cmの楕円形,ロ ー柱穴は長軸230cm× 短軸90cmの楕円形である。平均156cm× 90cmである。ロー柱

穴の深さは73cm,そ の他は95cm～ 108cmである。深さの平均は98cmである。掘形の長軸は建物の主

軸に直交している。S B174・ S B175と 同様, 1間 ×1間で,建物は東側の未発掘区に延びないと考

える。ロー・三柱穴は掘形に段を持つ。掘形埋土には地山上が多く混じる茶掲色粘質上が多い。イニ

柱穴は中世土師器 。珠洲 。石臼,口 二柱穴は珠洲・瀬戸美濃 (16世紀)が出土した。このことから,

建物の時期は16世紀末～17世紀前半である。

182号掘立柱建物 (S B182,第 242・ 243図 )

X180～ 183Y61～ 63に位置する,2間 ×1間の側柱建物である。桁行5.22m× 梁行3.66m,平面積19

m2でぁる。主軸は真北に向く。柱掘形は平均長軸68cm× 短軸50cm,深さ47cmである。イ三・口三柱

穴は45cm。 46cm× 45cm・ 37cmの 円形,イ ー柱穴は76cm× 40cmの楕円形,その他は64cm～ 76cm×

50cm～ 65cmの偏平な円形である。ロー以外の柱穴の長軸は建物の主軸方向に並行する。深さは平均

47cmである。口三柱穴は19cm,そ の他は44cm～ 62cmである。掘形埋土は礫混じりの黒褐色粘質土

である。イー柱穴の底には礎石がある。口二柱穴から17世紀の唐津鉄釉碗,口三柱穴から土師質括鉢

が出土した。建物の時期は17世紀である。

184号掘立柱建物 (S B184)

B3W地 区の南西側,X174～ 178Y61～ 64に 位置する,2間 ×1間の側柱建物である。桁行7.50m×

梁行4.50m,平面積34m2で ぁる。主軸はN-12° 一E,南北に向く。柱掘形は平均長軸73cm× 短軸54cm

である。イニ 。口二柱穴は57cm・ 46cm× 46cm。 36cmの円形,口 三柱穴は104cm× 62cmの楕円形,

その他は76cm～ 78cm× 53cm～ 64cmの偏平な円形である。イ三・口三以外の柱穴は建物の主軸方向に

並行する。深さは平均49cmである。口二柱穴は21cm,そ の他は42cm～ 61cmである。掘形埋土は礫

や地山土混じりの茶褐色粘質上である。柱痕跡は確認できなかった。口二柱穴から13世紀～14世紀の

珠洲が出土したが,建物の配置から考えて,建物の時期は16世紀～17世紀であろう。

C地区

192号掘立柱建物 (S B192,第 244図 )

Cl地区の北側の中央部,X139～ 143Y65～ 67, S D9378を 跨 ぐように位置する, 2間 ×1間の側

柱建物である。桁行6.60m× 梁行2.10m,平面積14m2でぁる。主軸はN-83° 一Wで東西に向く。口三

柱穴の掘形は長軸90cm× 短軸54cmの楕円形,そ の他は長軸50cm～ 77cm× 短軸47cm～ 62cmである。

イ三・ローニ柱穴は円形,イ ーニ柱穴は楕円形に近い。楕円形の長軸は建物の主軸方向と直交する。
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イ三・ロー柱穴の深さは27cm。 32cmで,その他は41cm～ 62cmである。イニ住穴は径15cmの柱根の

根元に石を据え付けている。掘形埋土は小石混じりの黒褐色粘質土である。ロー柱穴は径12cmの柱痕

跡で,黒褐色粘質上の埋土である。イニ柱穴の下層から17世紀前半の絵唐津が出上した。建物の時期

は17世紀前半である。

193号掘立柱建物 (S B193,第 244図 ,図版95)

X132～ 134Y66～ 71,194号建物の西側に接するように,3間× 1間の側柱建物である。桁行6.30m×

梁行4.20m,平面積26m2で ぁる。主軸はN-80° 一Wで東西に向く。柱掘形は長軸93cm～ 128cm× 短軸

38cm～ 64cm,平均長軸107cm× 短軸56cmの楕円形である。掘形の長軸は建物の主軸 と並行する。深

さは平均49cmである。ロー柱穴の24cm,そ れ以外は43cm～ 58cmである。イ四柱穴から幅20cmの柱

痕跡が確認できた。掘形埋土は地山土が霜降 り状に混じる黒褐色土である。柱穴はS B194に 切られ,

S D 9341を 切っていることから,建物の時期は17世紀前半であろう。

194号掘立柱建物 (S B194,第 244図 ,図版95)

S D9341の 北側に位置する,3間 ×2間の側柱建物である。S B 193よ り新 しい。桁行6.00m× 梁行

3.90m,平面積23m2で ぁる。主軸はN―■
°一Eで南北に向く。イニ・ハー柱穴の掘形は長軸70cm・ 86

cm× 短軸49cm・ 54cmの楕円形,それ以外は長軸95cm～ 118cm× 短軸50cm～ 63cmの楕円形である。

平均99cm× 57cmである。イ・ハ柱列の楕円形の長軸は,建物の主軸 と並行 し,ハ四柱穴のみ直交す

る。深さは39cm～ 59cm,平均50cmである。イー柱穴から径16cmの柱根が出上している。掘形埋土

は地山上が霜降 り状に混 じる茶褐色上である。ハ三四注穴の底から柱根を支える石が出上している。

ハニ柱穴から瀬戸美濃 (16世紀),ハ三柱穴から瀬戸美濃 (16世紀)・ 石臼,ハ四柱穴から越前が出土

した。柱穴はS D 9341(16世 紀)の覆上を掘 り込んでいることから,建物は17世紀前半であろう。

197号掘立柱建物 (S B197,第 245図,図版95)

X120～ 124Y72～ 75, 2間 ×1間の側柱建物である。桁行は7.80mと 7.50m,梁行は3.60mと 3.90

mで,各々の長さが違う。平面積29m2で ぁる。各々の柱間は3.00mを超えている。主軸はN-17° 一E

で南北に向く。柱掘形は長軸74cm～ 120cm× 短軸38cm～ 55cmの楕円形,平均長軸94cm× 短軸46cm

である。掘形の長軸は建物の主軸に並行する。北側の地山面の高さは南側に較べて約30cm低い。深さ

も,北側で62cm～ 72cmと 深 く,南側で14cm～ 27cmと 浅い。平均46cmである。柱痕跡は確認できな

かった。イ 。口三柱穴などの埋土は地山上が霜降り状に混じる茶褐色粘質土である。ロー柱穴から中

世土師器 (15世紀後半),口 三注穴から唐津 (17世紀)が出上した。建物の時期は17世紀である。

201号掘立柱建物 (S B201,第 245図 )

X106～ 1■ Y64～ 67,S D 9305の 東側に位置する,4間 ×2間の側柱建物である。桁行9.12m,梁行

5.79mと 5.10mで,平面積50m2で ぁる。主軸はN-14° 一Eで南北に向く。大部分の柱間は 3m以下

である。柱掘形は平均長軸124cm× 短軸74cmで,楕円形のものが多い。イニ五・口五・ハニ柱穴は80

cm～ 98cm× 52cm～ 74cm,そ の他は116cm～ 166cm× 62cm～ 125cmで ある。ハ五柱穴は確認できない

が,イ ニ五・ハニ柱穴は不整長方形,そ の他は楕円形である。イ四。口三四柱穴の深さは85cm～■3cm,

それ以外は30cm～ 64cmである。深さの平均は66cmである。掘形の長軸は建物の主軸に並行する。掘

形埋土は地山上が霜降り状に混 じる黒 (茶)褐色粘質上である。柱痕跡は確認できない。口五柱穴か

ら珠洲が出土した。遺構の切 り合い関係が不明であるが,柱穴の規模・配置などから,建物の時期は

(宮 田進― )16世紀末～17世紀であろう。
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1 暗茶褐色粘質上(黄褐色粘質土粒状況、柱痕跡)

2 暗茶禍色粘質土(表白色粘質主混)
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2 土 台 建 物

当遺跡では,17世紀後半～18世紀の時期に相当する,注穴 を伴わない100m2以上の掘形をもつ大型の

土坑 を検出している。 これ らの上坑は,地山を一度掘 りくぼめて埋め戻 して整地 してお り,共通 して

石列・貼床・石を敷き詰めたバラスなどの施設を伴う。ここではこれらの上坑を土台建物 と想定して

記述する。検出した建物は部分検出 1棟を含め 4棟で,最大のものは300m2以上の掘形をもつ。

B地区

6390号土台建物 (S B 6390,第 246図 ,図版126。 127)

X240～ 249Y88～ 99で検出した,大型の土台建物 と想定する遺構である。本体部分の規模は南北19.5

m,東西16.5m,面積約300m2で ぁる。東西辺が平行するが南北辺が外側に開く,やや歪んだ長方形を

呈する。内部の南辺中央には一辺約 5mの 歪んだ方形の上坑が検出され,堆積状況から遺構に伴 うも

のである。土坑の上面,内部からは多量の大礫が検出され,最下層の南肩では長さ約60cmの柱材状の

加工木が横たわっていた。この他の掘形内部で検出された遺構は, S B 6390構 築以前の遺構である。

覆土は大きく3層に分かれる。第 1層 は砂の混じる暗茶灰色上で,部分的に小礫・責褐色土ブロック

が混じる。これは遺構上面全面にわたる。第 2層 は褐色粘質土で,黄褐色土ブロック・黒褐色粘質土・

砂礫が混じる。この層は遺構の北側で見られ,所により様相が異なる。西側では責掲色上が主体で,

これに黒褐色土と砂粒がマーブル状に混じる。東側は色調が暗 くなり,暗茶褐色粘質土に褐色粘土・

責褐色土・小砂礫が混じる。遺構の中央部分に見られず,南側は南辺中央の土坑上面付近にのみ部分

的に見られる。この層は堆積の仕方が水平ではなく,特に下に向かって非常に凸凹しており, 自然堆

積あるいは単純な人為的埋め戻 しではなく,あ る程度の転圧を加えたものと推定する。また,こ の層

は遺構の肩までは堆積せず,部分的には肩際で溝状に抜けることも確認されている。これらの堆積状

況から,特に西側部分は貼床面であったと推定される。最下層の第 3層は黒褐色粘質土である。遺構

中央で部分的に見られなくなるが,他では全体に堆積する。東側,南中央土坑内には大礫が混じり,

粘性がやや強 くなるが均質な土である。この上は埋め戻 しの上と推定される。また, この遺構には東

西辺北側両協に張 り出し状に土坑が付帯する。東側の張 り出し部は面積約19m2,本体 との境に石列を

伴う。石列は検出した長さで約 5m,本来は張 り出し部 との境の南北にわたって設置されていたもの

と推定する。石はやや不規則に並んでいるが,内側に向かって面を取っている模様である。床面は内

側 と外側では外側がやや高 くなるが,大 きく変わるものではない。覆土は暗茶褐色上に黄褐色土粘土

粒 。焼土・炭化物・礫が混入する。本体の第 3層の覆土とあまり変わらない土質である。西側の張り

出し部は,東側に比べて明確な掘形をもっておらず,掘形としては約1.5m西に膨らむ形となる。床面

の高さも変わらないが,南北 5m,東西2.5mの範囲にわたり,上面に黄掲色砂礫土の堆積が見られる。

その下には本休部分の覆土に見られない,黄褐色土が混じる暗茶褐色土が堆積するが,最下層には本

体部分の第 3層が堆積 している。遺物には縄文土器,土師器・須恵器,中世土師器・珠洲・越前・瀬

戸・瀬戸美濃・信楽・白磁 。青磁 。青花,越中瀬戸・唐津・伊万里,砥石・石臼・茶臼・石鉢・石硯 ,

漆器片・箸・櫛, キセル・銅銭がある。出土層位は第 1層 と第 3層からである。時期は17世紀前半の

ものが多いが,遺構の時期は17世紀後半にまで下ると考えている。

6665号土台建物 (S B 6665,第 247図 ,図版128)

X232～ 243Y78～ 81で検出した,南北に長い不整形を呈する土台建物 と想定する遺構である。調査

時′ミでのS K6095。 S K6270。 S K6665が複合 した遺構である。上面は砂礫・陶磁器片・ガラスなど

が入った数基の近代の穴による攪乱を受けている。平面形は長方形の土坑の南北に,長楕円形の張 り



出しが付随したような形をしてお り,遺構の特徴 もそれによって分かれる。規模は全体で南北25m,東

西 7m,深さ30cm,面積約135m2で ぁる。床面は平坦であるが,主体部の中央東側が約15cmの段差を

もって浅 くなる。主体の長方形部分 と南側の張 り出しとの境中央には,長さ約3.5mの石列が検出され

た。石列は内側に向かって面をとっている模様で,こ れを境に覆上の様子が変化している。石列の北

側では覆土は 3層に分けられる。第 1層は黄褐色土・茶褐色上が霜降り状に混じる黒褐色粘質上で,

厚さ約10cm,全面にわたってほぼ水平に堆積する。第 2層は黄褐色土が霜降り状に混じる褐色粘質土

である。ほとんどの部分ではこの 2層のみが堆積 している。第 3層は暗茶褐色粘質上で,石列の北側

では部分的堆積が見られる。石列の南側では責褐色上が混じる灰褐色粘質上が主に堆積 し,最下層に

は第 3層が薄 く面的に堆積する。北側の張 り出し部分には,上面に南北約 6m,東西約 4mの性格が

異なる土坑状の施設がある。皿状に浅 く窪むもので,覆土は上層に暗茶褐色粘質土,中層には薄 く黒

褐色土・暗褐色土がマーブル状に混じる責褐色砂質上が堆積する。この層は貼床面 と推定する。下層

にはやや均質な黒褐色粘質上が堆積 しており, S B6390の基本層と似ている。この施設の下層には,

大礫が多く混じる暗褐色粘質土が堆積する。建物内にある井戸,土坑,及び重複するS D6095は ,す

べて S B 6665よ り古い時期のもので,遺構の上部構造が窺える遺構は検出されなかった。 S B 6665の

覆土からは,中世土師器・珠洲・越前・瀬戸美濃・白磁,越中瀬戸・唐津・伊万里,姑蝸,祗石が出

上している。時期は17世紀後半と考える。

7101号土台建物 (S B 7101,第 248図 ,図版129。 130)

X210～ 216Y72～ 80で検出した,土台建物 と想定する遺構である。規模は南北14.5m,東西15。 2m,

深さ約30cmである。掘形は不整形で,3基の上坑が組合わさった様を呈するが,空間的には覆上の状

態から4箇所に分かれる。この 4ブロックの境では石列が検出された。東西列が 2列,南北列が 1列

である。東西列は共に北側に向かって面を揃えている。北側の東西列は,一部途切れるものの,長さ

は約 7mを 測る。石の大きさは約20cm～ 50cm,石の長辺よりも短辺を揃えているものが多い。南側

の東西石列は,約 2mの 長さで極めて部分的である。掘形の西寄 りに 6個の石を並べている。東半で

は検出されなかったが,石列の北と南では覆土が大きく違うので,実際は東端まで石列はあったもの

と想定している。南北列は約3.5mを 測 り,石の長辺を揃えて西側に面を揃えている。この約50cm東

には,平行 して 4個の石列が検出されたが,部分的で南側に検出されない。当4/J,取 り水状の遺構 と

も考えたが,その可能性は極めて薄 く,あ くまでも主体は,境に位置する南北列 と考える。この石列

の下層からは,井戸が 4基検出されたが,礫によって廃棄された後この石列が造られていることから,

この建物に伴 う遺構ではない。これらの他にも掘形内から数基の井戸が検出されたが,ほ とんどが中

世後期～近世初頭に属するもので,建物に伴う井戸は北側に肩止めの縁石を巡らす S E 7107の みであ

る。覆上についてはブロック別に述べたい。北の東西石列より北側は,上層が茶褐色粘質上で,部分

的にしか残っていない。中層は黒灰色粘質土に黄褐色上が霜降り状に混じる上が水平堆積 し,特に石

列の手前の範囲には黄褐色粘質土,ま たは黄褐色粘質土が主体の黒灰色土が混じる層が堆積 し,一部

石列に被るように堆積する。下層は均質な黒褐色粘質土層である。 3本の石列に囲まれた長方形の空

間には,主に黒灰色粘質上が堆積 し,一部上面,ま たは南石列の上面に黄褐色粘質土やこれに筋状の

黒褐色上が混じる土が堆積する。南の東西石列より南側は,大礫・小礫が多く混じる覆土で,石列付

近やブロック的に黄褐色粘質上が見られる以外は,責褐色土が混じりつつも主に黒褐色粘質土が堆積

する。南北石列より東側 も小礫の堆積が顕者に見られるところで,バラス状に敷き詰められている。

覆土は黒灰色粘質土に黄褐色粘質土ブロックが混じる土で,下層のほうが黄褐色粘質土ブロックの混
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SB8680
1 纂褐色緒質主(黄褐色土 砂礫混)

2 褐色粘質土(黄 褐色上 砂礫混)

3 褐色構質上(砂礫混 )

4 鵜色粘賓土

5 褐色粘質土(黄褐色土斑点状に撮)

6 掲色猫質■(黄褐色土混)

7 褐色粘質主

8 褐色格質土

9 櫓色粘質土

10 増褐色粘霞土(礫混 )

11 賞褐色粘賓上(1籍昆)

(SK8709)(SK8682b)
769o4

SK8684
1 茶褐色枯質土(礫 罷)

第249図 遺構実測図 (近世 )
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じる割合が大きい。このように下部構造がブロック毎に変化を見せるということは,上部の居住空間

の仕切と関係があると考えられよう。しかし,こ の建物の場合,黄褐色粘質上の貼床状の上は部分的

に検出されるが,面的には把握し難く,石列の面の揃え方も他の上台建物とパターンが異なっている。

今後,砺波地方の民家,加えて散居村の成立を考えながら検討していくべきであろう。遺物は,北の

東西石列より北側から中世土師器・八尾・珠洲・越前・瀬戸・瀬戸美濃・白磁・青磁・青花,越中瀬

戸・唐津など17世紀前半の遺物が出上している。石列の南側からは,中世土師器・珠洲・越前・瀬戸・

白磁 。青花,越中瀬戸・唐津・伊万里,磨製石斧,金属製品が出土している。時期は18世紀にまで下

る。整地土か,遺構の覆土か遺物の出上位置によって時期は異なってくるが,他の遺構との切り合い

から考えても,17世紀後半～18世紀の建物と考えている。

8680号土台建物 (S B 8680,第 249図 )

X196～ 198Y64～ 66で検出した,土台建物 と推定する遺構の一部で,中世の溝であるS D 7520。 S

D8709が埋まった後,その上面に造られている。部分的検出であるため建物の全容は不明であるが,

石列で囲まれた貼床面 と礫を敷き詰めたバラスを検出している。貼床面は1.5m× 2m以 上で,北・西・

南の三方を石列で囲まれる。石列は内面に向かって面を揃えており,40cm～ 50cmの大きな石の間に

小石を詰めている。石の上面は地山から約30cm～ 35cmで,貼 り床面にはこの面に合わせて下から砂

礫の混じる褐色粘質土,黄褐色粘質土,砂礫の混じる褐色粘質上が堆積する。看列の外側 には黒褐色

粘質上が堆積 しており, この上は一度掘 り返した部分の整地上と考えている。バラスは西側に一部 と

南側の張 り出しに見られる。整地部分 と同じ深さで掘 り返した部分に褐色粘質上で埋め,上面に小礫

を敷き詰めている。南側の掘 り込みはやや浅いが,バラスの上面は整地面,石列上面に揃っている。

従って,掘 り返して整地した部分,故意に掘 り残した部分,バラス部分の 3通 りの面が検出されたも

ので,こ れは即ち建物空間における基礎工事の違いを示すものであろうし,こ のことから建物の間取

りの推察 も可能であろう。遺物には,中世土師器・珠洲・越前・瀬戸美濃・青磁 。青花,越中瀬戸・

唐津・伊万里・瀬戸,祗石がある。時期は18世紀の ものがある。 (島田美佐子)

離 需 整理番号 地 区 平面形 嫉 | 寿巳れえi 翻廣i深 覆   土 出 土 遺 物 備    考 時  期

2 不整長方形 195C 螂 仕 縄文土器・土師器・須恵器 中世上師器.珠洲 越前

lMFH 瀬戸美渡 信棄 白磁 背磁 青花 越中瀬戸 '

唐津・伊万里・祗百,茶臼・石硯・石白 石鉢 台石

加工石 器 櫛 箸 力正木 キセル・飼銭 α期

品

釘横約300nll 7C前半～

S B6666 2 不整形 250C 黒掲色土 子寓約135■r 7-17C後半

S B01 3 不整形 黒褐色枯質土 齢帥 165m2

B3W 不整形 黒4・B包枯質土 餘 tL

第13表 土台建物 (近世)一覧
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3溝

中世後期から近世に存続する時期の溝は多く検出されているが,純粋の近世の溝は少ない。近世単

独の時期の遺構が,分散していることに起因していると考える。Al地区を東西に流れるS D 1441,

A3地区・Bl地区の S D 3401は 旧河川と考えられ,特に後者は,絵図から橋本川の旧河道と判明し

ている。また, B2・ B3地区の S D 5910は ,以速寺の住職の話から,旧以速寺域の周囲を巡ってい

た堀と判断している。この他の溝は規格的な溝も数本見られるが,浅い小規模なものが目立つ。

A地区

301号溝 (S D 301,図 版131)

A地区の北側,X484～ 486Y100～■1に位置する東西溝である。幅40cm～ 60cm,深さ18cm～ 30cm

で,途中溝が切れる。溝底は少し凹凸している。覆土は暗灰色粘質土の単層である。中世の遺構確認

面は溝底より下である。遺物には中世土師器・珠洲・白磁・青磁,伊万里・瀬戸がある。時期は19世

紀以降である。

824号溝 (S D824,第 250図 ,図版131)

X446～ 449Y95～ 97で検出した南北方向の溝である。全長は6.8mで,南端をS K1351に 切られる。

断面形は逆台形状で,幅は80cm～ 100cm,底面幅は約45cm,深 さは15cm～ 60cmである。覆土は上層

が暗茶掲色粘質土,下層が礫混じりの暗茶褐色粘質土で,礫は下層上面に集中する。遺物の出土はほ

ぼ全域にわたって見られ,ほ とんどが下層から出土しており,中世土師器・珠洲・越前・瀬戸美濃・

白磁 。青磁,越中瀬戸・唐津・伊万里・瀬戸・清水がある。時期は17・ 18世紀である。

1441号溝 (S D 1441,図 版132)

平行するS D 701と S D911の 境上面で検出した東西方向の溝である。包含層掘削の時′ミより,上面

の礫層の広が りから流れが確認されていたものであるが,試掘溝によって斜めに攪乱を受けているこ

とから,西端がやや不明確 となっている。幅は220cm～ 280cm,深 さは10cm～ 75cmで,西に行 くにつ

れて深 くなる。覆土は砂礫層,暗茶褐色粘質土,暗茶褐色粘質土と砂質土の混上の堆積が見られ,あ

る程度の流れをもち,かつ安定したものではなかったことを窺わせる。遺物には中世土師器・珠洲・

青磁,唐津・伊万里,漆器椀がある。漆器椀は口縁に藁が巡らされた状態で出上している。また,調

査区西壁付近上面からは5m余 りの建築材が出土しているが,こ の建築材は溝に伴 うものと考えるよ

りは,後世に埋められたものではないかと判断している。

2207号溝 (S D 2207,第 250図 )

X369～ 372Y84～ 92に 位置し, S D 2215を 切る東西溝である。幅88cm～ 182cm,深 さ28cm～ 42cm

である。溝は西側で未調査区に延び,東側でS D 2201を 切 り,S D 2203に 接して東側に続 くと考える。

確認できた溝の長さは約15mである。溝底の高低差は東西で約10cmあ り,水流は西に向く。溝底は地

山の礫層に達 しているために,凸凹になっている。覆土は茶灰色砂質土 (上層),灰色粘質土・青褐色

粘質土 (下層)である。遺物には中世土師器・瀬戸美濃・青磁,越中瀬戸・唐津・伊万里がある。時

期は17世紀～18世紀である。

2481号溝 (S D 2481,第 250図 )

X408～ 4■ Y99・ 100に位置し,S K2482を 切る,幅 44cm～ 50cm,深 さ10cm～ 20cmの 南北溝である。

溝底は九 くなっている。上層は砂礫土,下層は茶褐色上である。遺物には中世土師器,伊万里があり,

時期は18世紀である。なお, S D2481。 S D 2484・ S D 2485は ,溝の方向と,覆土に砂礫土を含んで

いる′ミで,同時期に作られた溝と考える。

鵡滲



2484号溝 (S D 2484,第 250図 )

X407～ 409Y100に位置する南北溝で,長さ3.3m,幅66cm～ 72cm,深 さ15cm～ 20cmである。溝の

断面形は,長方形に近い台形である。覆土は灰色砂礫上の単層である。遺物には伊万里があり,時期

は18世紀である。

2485号溝 (S D 2485,第 250図 )

S D 2484に 並行 して南北に連なる溝で,S D 2648の覆土上面を切っているが,溝北端は未確認である。

現存長4.5m以上,幅44cm～ 56cmである。溝底は北側で深さ25cm,南側になると深さ10cmと 浅 くな

る。覆土は灰色砂礫上の単層である。遺物には唐津があり,時期は18世紀である。

3401号溝 (S D 3401,第 251図 ,図版132)

A3地区からBl地区に, クランク状に曲がる川跡 (旧橋本川)で西流する。覆土は灰褐色砂利土

で,上層に茶褐色上が混じることもある。断面形は逆台形である。X318～ 322Y80～ 105では,S D 3402

を切 り,幅4.3m～ 6m,深さ60cm～ 90cmである。この東西方向の溝が直角に南に折れ曲がり,X309～ 311

Y93～ 101で,幅 6m～ 7m,深 さ40cm～ 65cmである。この溝は,さ らに南に延び,X298～ 300Y98・

99で,S D 4602を 切 り,直角に折曲り東側の未調査区に延びる。この東端の断面から,溝は幅9.8m,

深さlmで 南側に浅 く広がる。溝が折れ曲している所に直径約 lmの木の根が出土していることから,

溝肩に数本の大木が植わっていたことが判る。遺物は,土師器・須恵器,中世土師器・八尾・珠洲・

越前 。瀬戸美濃 。白磁・青磁 。青花,越中瀬戸・唐津・伊万里・瀬戸,木製品など多種多様である。

溝は昭和初年の回場整備事業で埋められるまで使われていた。溝の下限は遺物の出土状況から,中世

まで遡る可能性がある。

3403号溝 (S D 3403,第 252図 )

X300～ 320Y78～ 84に位置する南北溝である。幅1.lm～ 1.9m,深 さ15cm～ 40cmで,壁は丸 く立ち

上がる。南・北で40cmの高低差があり,北流し,S D3401に 流れ込む。覆土は茶褐色上で,砂利が混

じる。 X313・ 319Y81・ 82付近で,小石混じりの暗渠と重なる。遺物には中世土師器・珠洲・白磁・青

磁,越中瀬戸 。唐津・伊万里があり,時期は17世紀～18世紀である。

B地区

4604号溝 (S D 4604,第 252図 )

X288～ 296Y100で検出した南北方向の溝である。幅は175cm～ 220cm,深 さは30cm～ 36cmで,流

路は北に向かってお り, S D 3401に切られる。南端はB地区との境に畦畔ブロックが埋められて攪乱

を受けており, B地区への続きは確認できなかった。断面形は逆台形状で,底面はほぼ平坦,覆土は

上層が植物繊維を含む灰茶褐色粘質土,下層が灰褐色粘質上である。遺物には中世土師器・珠洲・瀬

戸・青花,唐津 。18世紀の伊万里がある。

4624号溝 (S D 4624)

X289～ 290Y80～ 103付近で,東西方向に西流する溝。南北方向に走る溝全てより新 しく,Y96～ 100

付近ではS D 4648と 並行する。幅21cm～ 74cm,深 さ8 cm～ 12cmを 測 り,断面形は半円弧を呈する。

覆土は茶褐色粘質土の単層である。遺物は中世土師器・瀬戸美濃・青磁が出土し,時期は14世紀～15

世紀と考えられるが,切 り合いから近世の遺構 とする。

5002号溝 (S D 5002,第 253図 ,図版133)

近世の土坑 S K5051の 東側 と重複する南北方向の溝である。溝の東側 と西側では検出面の標高差が

20cm～ 35cmの差があり,西側が高い。溝はこの段の下を走っている。北はB地区に延び,西肩の段

努



は残るが,東肩が不明瞭となる。しかし,可能性 としては位置的に S D 4831に 続 くものと考える。南

はS B 6390に 切られ,床面下層で一部のみ検出した。東西方向の溝 S D 5105が X254Y91で合流するが,

合流点には木の枝や自然木などを利用してしがらみが作ってあり,付近からは長さ2m余 りのものと

1.5m余 りの自然木が 2本出土している。また,し がらみ近 くからは鋭櫨挽きの漆を塗っていない瓶子

の脚部が出上している。溝の上面幅は260cm～ 305cmで ,底はやや九味を帯びて平坦ではない。X257

Y92よ り北では東側に責褐色砂質土がしまって畔状をなしており,覆上の違いが見られる。深さは40

cm～ 50cmである。覆土は暗茶褐色粘質土が主体で,西壁際,下層には黒褐色粘質上の堆積が見られ

る。畔状の責褐色砂質上の東には灰色砂質土や灰色粘質上が堆積する。上面の大礫はS K5051に 伴 う

ものと考えている。遺物には須恵器,中世土師器・珠洲・越前・瀬戸 。瀬戸美濃・白磁 。青磁,越中

瀬戸 。唐津がある。時期は14世紀～17世紀である。

5047号溝 (S D 5047,第 253図 )

S D 5105の 上面を東西方向に走る浅い溝で,X252Y90で二股に分かれる。 S D 5105・ S D 5002よ り

新しいが,S K5051に は切 り合いで負ける。幅は約40cm～ 60cm,深 さは約 7 cm～ 10cmである。覆

土は暗茶灰色粘質上の単層で,遺物には中世土師器・珠洲・越前・瀬戸美濃,越中瀬戸・唐津・伊万

里がある。

5105号溝 (S D 5105,第 252図 )

B2N地 区中央南寄 りで検出した東西方向の溝である。東端はS D 5002に 合流する。他の遺構 との

切 り合いは S D 5047・ S K5436。 S E 5152に 負けている。 S D 5002と の合流点までの長さは約28mで ,

手前約50cmの所では,底が約20cmの高さで畔状に盛 り上がっている。合流点のしがらみと関係があ

ると考える。規模は幅が215cm～ 250cm,底面幅が約85cmで断面形は九みを帯びた逆台形状である。

深さは75cm～ 90cmである。覆土は観察地点により異なり,暗褐色粘質土または黒灰色粘質土が主体

の上である。最下層には砂粒の混入が見られる。遺物には土師器,中世土師器・珠洲・越前・瀬戸美

濃・青磁・青花,越中瀬戸・唐津・伊万里がある。時期は13世紀～17世紀である。

5910号溝 (S D 5910,第 254図 ,図版134)

B2地区からB3地区にまたがる「コ」の字形状の溝である。伝安楽寺跡を含むこの付近は,昭和

初期まで読在福光町梅原に所在する以速寺の寺域である。当寺の住職の話によれば,こ の寺域の外側

には寺を囲む堀が巡らされていたと言う。この S D 5910は ,溝の位置,遺物などから当時の堀に間違

いないと推定され, この溝に囲まれた内部に関連遺構が含まれることがわかる。この他にも明かに以

速寺関係の遺構 として井戸 (S E 5974),土坑 (S K7149)が ある。溝の規模は上面幅が200cm～ 140cm,

底面幅140cm～ 100cm,深 さ55cm～ 80cmで,断面形は逆台形状である。包含層掘削時より遺構の上面

には大礫が帯状に堆積 し,中 には加工石や石臼,石板,植木鉢の破片が混じっていた。寺の移転時に

廃棄されたものであろう。特に東西方向部分で顕著である。覆土は大まかに 3層 に分かれる。上層は

暗責褐色粘質土,黄褐色粘質土混じり褐色粘質土,中層は暗灰褐色粘質土と砂層が層状に堆積する層

で,瓦やガラスビンが混じる。下層は暗褐色粘質土が堆積する。上 。中層には大礫が多く混じり, し

まりが悪いが,下層には礫が混じらない。遺物の堆積状況から中層までは昭和初期までの堆積である

ことが確認できる。堀の掘削時期がいつ頃であったかは遺物の検討から確認できよう。これより新 し

い遺構は東西方向の浅い溝 S D 5932,砂 礫土が堆積するS K5905,南 北方向のS D 7111が ある。溝の

南端はX201Y87に なると幅は40cm,深さ約50cmと なりS D 5935の 西側を並走し,X195Y86で東に

屈曲して調査区外へ延びる。このうちX201Y87か ら南に約 3mの 範囲にわたっては暗渠状となってお

クを



り,竹管の断片も検出され,その出入口には数個の礫を配して固定 していた。遺物には須恵器,中世

土師器・珠洲・瀬戸美濃・白磁・青磁,越中瀬戸・唐津 。伊万里・九谷,石臼などがある。

6034号～6037号溝 (S D 6034～ S D 6037,第 252図 )

X225。 226で東西方向に走る溝群である。西端はS K5990と 重複 し,その西端で終わる。東側はSD
5910や S D 6014に 切られる。 4条の溝の中では切 り合いはS D6036が一番古 く, S D 6034が 一番新 し

い。幅,深さなどは一定ではなく,幅は 4条合わせて広 くて約185cm,深 さもS K5991の 北では35cm

とやや深 くなるものの他では25cm以下である。覆土はS D 6036が 黒褐色粘質土以外は暗茶掲色粘質土

である。遺物は主に S D 6034と S D 6035か ら出土し,中世土師器・珠洲・越前・瀬戸美濃・信楽,越

中瀬戸 。唐津・伊万里がある。

7111号溝 (S D71■,第 254図 )

X207～ 213Y87で検出した南北方向の溝である。 S D 5910の 西側に接し,切 り合いで勝つ。幅は40

cm～ 70cm,深さは20cmである。覆土は茶褐色上の単層で,遺物には18世紀の唐津である。

7261号溝 (S D 7261)

X202～ 208Y88。 89で検出した逆「 L」 字形状の溝である。南北方向からX208Y89で西に屈曲し,

S D 5910に 切られる。 S D 5910と 平行することから,関連のある遺構 とも考えられる。断面形は底面

が平坦な逆台形状を呈する。遺物には中世土師器・珠洲・瀬戸美濃・青磁,越中瀬戸・唐津,近代磁

器がある。17世紀以降の時期である。

7451号溝 (S D 7451,第 252図 )

X201～ 205Y92～ 94,調査区の東際で検出した南北方向の溝である。北端は東に屈曲して調査区外

へ延び,南端 もS D 7370に 切られて調査区外へ延びる。幅26cm～ 107cm,深 さ約30cmである。覆土は

上層が暗茶褐色粘質土,下層は茶掲色粘質上が中心の土である。遺物には中世土師器・珠洲,越中瀬

戸 。唐津・伊万里・瀬戸がある。時期は18世紀である。

7452号溝 (S D 7452,第 252図 )

X203Y93で S D 7451と 直交するような位置で検出した東西方向の溝である。B3地区と隣接するB

4地区でその延長を検出したものである。幅は120cm～ 140cm,深さは約35cmで,断面形は底面が平

坦な逆台形状である。覆土は茶褐色粘質土が主体で,黄褐色粘質土や炭化物が混じる層が堆積する。

遺物には珠洲,唐津 。伊万里,石臼がある。時期は18世紀である。

7960号溝 (S D 7960,第 252図 )

X174Y68～ 71で検出した東西方向の溝で,約 lm北 にあるS D 7961に 平行する。幅は35cm～ 70cm,

深さ約14cmである。 S K7810に は切 り合いで勝つが, S B175。 S K7810に は負ける。覆土は責褐色

粘質上の混じる暗茶掲色粘質上の単層である。遺物には中世土師器,伊万里がある。

7961号溝 (S D 7961,第 252図 )

B3地区の南寄 りで検出した東西方向から南北方向に屈曲する逆「 L」 字形の溝である。 S K7860・

S K7955な どの中世後半の上坑に勝つが, S K7800に 負ける。幅は40cm～ 115cm,深 さ18cm～ 23cm

で,断面形は逆台形状である。覆土は砂礫の混じる暗茶褐色粘質土, または黒灰色粘質上である。遺

物には中世土師器・珠洲・青磁,越中瀬戸・唐津があり,遺構の時期は17世紀である。

9116号・9117号溝 (S D 9116。 S D9117,第 254。 255)

X150～ 155Y61～ 63で検出した南北方向の溝である。西側には並走するS D9117を 検出し,共に南

流する。S D 9116の 覆土は上層が礫の混じる黒色粘質土,下層が礫混じりの赤色上である。幅60cm～ 110

25



cm,深さは12cmと 浅 く,上層のみでは約 4 cmである。上面には酸化鉄ブロックが部分的に残ってい

る。下層の酸化面の広が りは S D9117の 上面にも見られ,こ の層をはずした後の床面は黒色化 してい

る。S D9117は 幅55cm～■Ocm,深さ約10cm,覆土は上層が灰褐色砂礫土,下層が茶褐色砂礫上であ

る。 S D9116の 覆土中からは鍛造手J片が検出され, S D9117と ともに製鉄関連遺構の可能性が高い。

遺物の検討 と合わせて注意する遺構である。遺物には中世土師器越前・瀬戸美濃・青磁・唐津,羽 口
,

石臼が出上している。時期は16世紀後半～17世紀である。

9126号 。9192号溝 (S D 9126。 S D9192,第 255図 )

X153Y58～62,調査区西側で検出した東西方向の溝である。東流し, S D 9116。 S D9117に 切られ

ると判断したが,掘形・切 り合いにやや不明瞭なところがある。規模はS D9116が幅60cm～ 110cm,

深さ約12cm, S D 9192が 幅100cm～ 140cm,深 さ9 cmである。覆土は共に黒褐色粘質土に砂礫の混

じった土で,切 り合いはS D9126が勝つ。この黒色粘質上をはずした時点で,X151Y62,X153Y60・

61の 2箇所で赤色化 した酸化面を検出した。X151Y62の ブロックは S D 9116。 S D9117の 掘形内に位

置するが, とりあえずここで述べる。酸化面は不定形な広が りを見せ,部分的に底面の砂礫面が赤色

化,黒色化 している。X153Y60・ 61の ブロックは南北約120cm,東西240cmの不整形な楕円形の広が

りで,上面には暗橙色土 (焼土),暗橙色土と暗灰色土 (灰層)の互層の順で薄 く堆積 している。暗橙

色土と暗灰色土の互層の枚数は場所によって異なっており,厚さも一定ではない。地山面直上は暗灰

色土が堆積 し,こ の層の堆積が厚いところは地山面が部分的に赤色化 している。この焼土層と灰層は

酸化面 と還元面と考えられ,こ こでも何 らかの製鉄関連の作業をしていたと推察される。上部構造が

残っておらず,詳細なことはわからないが覆上の分析をすすめながら検討していく予定である。出土

遺物はS D 9126か ら中世土師器・珠洲・瀬戸・瀬戸美濃,唐津,茶臼, S D 9192か らは珠洲がある。

時期は16世紀後半～17世紀である。

10436号溝 (S D 10436,第 254図 )

遺跡南端から調査区中央を南北方向に走 り,東にカーブする溝である。幅は180cm～ 120cm,深さが

10cm～ 27cmである。覆土は黒褐色粘質上に砂礫が混じる土で,東にカーブすると下層に礫を敷き詰

めたようになっている。遺物の出土は無 く,溝の位置は町道があった位置の側端にあたり,町道の側

溝であった可能性が高 く,極めて新 しいものと思われる。

10437号溝 (S D 10437,第 254図 )

ほとんどが S D 10437と 重複 し,南北方向から東に屈曲する溝である。幅は150cm～ 120cm,深さは

10cm～ 15cmである。床面は平担で,覆土は黒褐色粘質上の単層である。遺物は珠洲・瀬戸美濃,伊

万里が出上している。                  (宮 田進一 島田美佐子 田中道子)

笏



這静需 観 需 地  区 流  路 規模 幅 規模 i深 さ 覆   i 出 土 遺 物 備 考 時   期

S D04 南→北 17～ 44 害灰褐色帖質土 伸世土師器 .伊万里 BC前半

S D30〕 S D301 栞→西 40～ 60 18～ 30 き灰色胎質土 ,世主師器 珠洲 白磁 青磁 伊万里 瀬戸

'D704

S D04 1 南→北 害茶褐色土 ヂ万里 8C

S D824 S D124 1 南→北 80～ 100 15～ 60 旨茶褐色佑質土 伸世■1顧器 .珠洲 越前 瀬戸美渡 志野 白磁 青
弦 越中瀬戸 唐津 伊万里 瀬戸 清末 打難石斧
曽製百斧

718C

S D910 S D210 A 35～ 47 悟泰褐色消貨土 伸世■1市器 珠洲 越前 自磁・青磁 唐津

S D 1344 S D644 A 85 瞥茶褐齢 管土 Ⅲ世土師器 白磁 唐津
S D 1345 S D645 A 西→東 4～25

S D1411 S D741 西→東 10～ 75 暗飛褐色卜百質土 伸世土師器 珠洲 青磁 唐津 伊万里 瀬戸 箸
公器

7C徐～18C

S D2207 S D07 東→西 88～ 182 28～ 42 剰天色砂質土 中世土師器 瀬戸美濃 青磁 越中瀬戸 唐津 伊万
巳

7～18C

S D2477 S D277 北→南 56～ 39 /k43色砂刑層 雪淳 伊万里 8C 迂

S D2481 S D281 南→北 10～ 20 砂峡土 伸世i師器 伊万里 8C

S D2484 S D284 南→北 66～ 72 15～ 20 疋色砂礫土 土師器 中世土師器 伊万里 8■ 9C

S D2485 S D285 44～ 56 10～ 25 疋色砂礫土 伸世土師器 ,珠洲 唐津

S D3401 S D01 乗→西 60～ 90 砦灰告枯質土 土師器 須恵器 中世土師器 入尾 珠洲 越前 潟

戸 瀬戸美濃 青磁 白磁 越中漂戸 唐淳 伊万里

丸山

日橋本川 315～ 18C

S D3403 S D03 南→北 110～ 190 15～ 10 茶褐色土 中世土師器 珠洲 入尾 .漂戸美濃 青穣 白磁 青
花 越中顔戸 唐津 伊万里

S D3403=S D4303 3■ 516■ 718C

S D3427 S D27 A S 乗→西 125～ 195 け 茶褐色土 須急器 伊万里

S D4315 S D15 B 南→北 71～ 152 黒褐乞土 伸世土師器 珠洲 越前 青職 越中顔戸 伊万里 S D4307>S D4315 4.18C

S D4604 S D04 B 3 南→北 175～ 220 30～ 36 朧 色粘暫土 伸世土師器 齋川・瀬戸 吉花 旨淳 伊万里 4■ 518C

S D4624 S D24 B 3 乗→函 21～ 74 8～ 12 茶褐色佑質土 伸世土師器 青職 瀬戸美渡 415C

S D4827 S D27 B 西→北 40～ 105 9～ 14 貢恵器 伊万塁 ,C～

S D5002 S D2002 商→
Hヒ 40～ 50 瞥茶褐色粘質土 須恵器 中世土師器 珠洲 遺前 瀬戸 瀬戸美濃

白磁 青磁 越中瀬戸 唐津 石自 五輪搭 漆器

贋子脚 箸 由物 銅銭

415■ 617C

S D2047 西→東 40～60 7～ 10 曽茶灰色枯質土 伸世土師器 珠洲 越前 瀬戸美濃 越中顔戸 唐津

升万里

S D2105 西→東 75～90 酪 Ofl質 土 土師器 中世土師器 珠洲 越前 瀬戸美濃 青磁

青花 越中瀬戸 唐津 ,伊万里 .打製石斧 砥石 下

咲 害 底板 銅銭

3C-17C後 半

S D5■ 9 S D2119 西→東 65～ 92 唇黒褐8佑質士 彗津

S D5409 :D2409 B2N 47～ 60 茶鵜だ餅μ質土 毯中瀬戸

S D5910 S D10 南→東 140～ 200 55～ 80 苫責褐色枯質■ 買急器 中世土師器 珠酬 漂戸美濃 白駐 青職

塑中瀬戸 唐津 伊万里 九谷 石臼

SD5910iSD7110 7.18■ 920C

S D6034 S D134 盲→北 80～ 250 音茶褐色枯質土 ,世上師器越前漂戸美濃信楽越中瀬戸唐津
升万里

,D6034>S D6035>S D6036 1617C

S D6035 S D 135 西→東 者茶褐告枯質土 伸世主師器 珠酬 瀬戸美渡 越中顔戸

S D6036 S D136 西→東 24～ 30 黒褐色土

;D137 西→東 3 者茶褐色土

S D71■ 茶褐色土 幹

S D7123 20～ 27 8～ 12 焦瓢 質土 理中瀬戸 唐淳

S D7126 S D26 西→東 8 煮茶O枯質土

“

世土師器 唐津
S D7157 南→北 50～ 62 鷺泰色土

“

世土師器 瀬戸美濃・伊万里
S D7261 ;D161 50～ 93 12～ 64 伸世土t市器 珠洲 源戸美濃 青磁 越中瀬戸 唐津

月治～
17C～

S D7370 S D270 B 35～ 67 茶褐包枯質上 ,世上師器 瀬戸美濃 唐津 伊万tH 17■ 8C

S D7451 S D351 B 南→北 26-107 音茶掲色粘質土 相世主師器 '珠洲 越中源戸 唐津 伊万里 瀬戸

S D7452 S D352 B 西→東 120～ 140 翻 質土 伸世■1市器 珠洲 唐津 肥前 伊万塁・石臼 18C 明治～

S D7457 】D357 B 爾→
Hし 升万里

S D7502 ,D402 B 東→西 7 音茶褐色土 葬

S D7504 S D404 B 南→北 茶掲色粘質土 第

S D7508 S D408 B 北→商 45～ 100 7～ 20 音茶掲色粘質土

S D7708 S D608 B 南→北 糊  足葵宰

S D7713 S D613 B 西→東 22～ 27 9 黒灰色佑質土 狂万里

S D7750 S D650 B 西→東 31～ 70 疋黒褐色砂質土 虫中瀬戸

S D7910 S D810 B 真→西 18～ 23 危慕褐轡μ質土 Ⅲ世土師器 瀬戸
S D7960 S D860 B 東→西 35～ 70 音茶鵜色枯質土 ,世土師器・伊万里

S D7961 ,D861 B 西→北 40～ ■5 18～ 23 音茶褐色佑質土 伸世土師器 珠洲 青磁 遺中瀬戸 唐津 15■ 7C

S D8170 W 西→東 15～ 22 20～ 24 留蜀ぴ占資土 ,世土師器 唐津 15■ 7C

S D8643 B3W 50～ 80 黒褐懲占管土 壁 陶器

S D9■ 6 北→苗 60～■0 景告佑質土 停世士師器 越前 瀬戸美渡 青盛.唐津 羽口 石
ヨ

16 VC

S D9■ 7 北→南 55～■0 戻褐色砂礫土 洋世土師器 顔戸美濃 青磁 16■7C

S D9126 西→東 65～ 190 8～ 14 鳥褐色粘質土 ,世土師器 珠洲 源戸 瀬戸美濃 唐津 茶白 1617C

S D9192 西→東 100～ 140 景褐色粘質土

S D10436 3 商→北 120～ 180 10～ 27 少礫 黒掲色粘質土

S D10437 3 120～ 150 10～ 15 黒特3枯質主 k洲 瀬戸美濃 伊万里

第14表 溝 (近世)一 覧

427



71 40m

SK2806
1 明茶褐色土

2 茶褐色土 (地山混 )

3 茶褐色土

―一―     SD2485

SD2485
, 灰色砂礫土 (地山混)

D824
暗茶褐色粘質上

暗灰茶格色粘質土(礫混)

SK2806   SD2481

3

SD2481
1 砂礫層
2 茶褐色土(地山混)

SD2484    -

SD2484
1 灰色砂礫土(小礫混)

SD824

7260m

マ
5

SD2207

SD2207

SD2477
1 茶灰褐色ゆ礫土

■ 陶器

▲ 近世機器

△ 祗石

SD2207(上 )

1 茶灰褐色砂質土
2 茶灰色砂質上 (1な り砂多い)

3 灰褐色粘質土(樹枝状に砂混)

4 茶褐色砂質土

5 灰褐色粘質上

6 灰褐色粘質土(砂質土混)

7 青灰色粘質土

8 灰褐色粘質土

9 茶色砂質土

10 灰色粘質上 (砂質土混)

SD2207(下 )

1 醐 ―
土 (者朗ヒ鉄含)

2 灰茶褐色粘質土(酸化鉄含)

3 黄茶也粘質土

4 青褐色粘質土lerし鉄釘
5 青褐色砂質土個猶L鉄含)

6 青褐色粘質土 (酸化鉄含)

第250図 遺構実測図 (近世 )

1・ 2SD824 3.SD2481 4.SD2484

勿

m

SD2485 5SD2477 6・ 7.SD2207
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SD4604
1 灰泰褐色粘質土(溜物遺体混)

2 灰褐色准質■(植物遺体混)

7550m

D5105
暗褐色枯質土(資彊色枯賓土アロック混)

暗縛色猫質土(黄褐色枯質土アロッタ混)

暗裾色猫賓■(寅偶色土アロッタ混)

黒掲色粘質土

明褐色枯質主(澄色土 明AIB色猫質土混)

暗褐色粘質土(褐色粘土粒潮
明責褐色猫賓■(澄色粘質土 黄鴇色粘質土温)

殖囃 色粘質土(I男説励

暗灰弱色粘質上位嘘  青灰色砂質土混)

SK5703
10 晴穏色粘質上(責褐色粘質土混)

給縁霜雹亀‰
工紛    7hmm

13 明黄鵜色粘質主(暗褐tII質土混、別遺構)

14 暗格色rh質土(別遺構)

76 10rn

SD6034      SD6035
1 暗茶褐色砂     4 暗茶偶色土(6よ り明)

2 暗茶裾色秒質±   5 暗泰凋色土(し まる)

3 暗茶褐色土(し まる)6 暗茶偶色土

7640m

SD6037 SD6036 SD6035 SD6034

ぶく釜てヂ鍵鰈

SK5703

SD6036
7 暗茶偶色±      8 茶褐色土

(黄褐色土アロッタ混)o 黒褐色土

(責褐色土霜降り)

茶褐色結質土

暗黄褐色粘質■(茶網色土IEl

泰褐色粘質土(熱色土lEl

焦茶色楢賓主(黄据色土混)

SD7508
1 晴茶綴色潜質土

(ABB色稲賓土アロック 礫混)

11

SD5105

SD7452
1 黄禍色消質土(明茶鴇色粘質土潮  4 泰褐色猫質土(炭イヒ物翻

2 茶凋色粘質■          5 明茶褐色簡質土(黄鴇色上潮

3 茶鵜色粘質土(黄褐色土潮     6 茶褐色祐質土(責鵜色土混)

77 00■n

77 00m

D5105
暗黒n4B色祐質土

暗責灰謁trhA■ (驚黒灰凋色消質土翔
暗黒灰色粘質土

暗黒灰色猫質土(黄灰褐e粘質土混)

暗責灰褐色粘質土(暗黒灰色活賓土潮
暗黒灰色猫質土(黄灰褐色催質主混)

累灰粘質■(黄灰縛色猫質土渤
黒灰彊色消質■(黄灰褐色粘賓土混)

暗黒灰色枯質土(灰色猫質土勘

73 50rn

73711m

SD3403
1 茶褐色土

2 黄色砂質土

電議褐色土混)

SD5105

SD6037
10 暗茶褐色■

SD6035
1 暗茶灰色笛質■(し まる)

2 暗茶褐色土

3 暗茶褐色土(黄褐色土霜降り)

4 暗祭褐色粘質土(X4B色 土

7     黒召色土アロック混)

SD6036
5 黒褐色土(責褐色上少量霜降り)

6 黒綴色土(黄獨tth質土アロンク潮

――- 7 AIB色 ■(茶褐色お質土ブロック混)

8 暗黄灰色エ

7680m

―――   SD7960

SD7960・ SK7969
1 暗秦掲色粘賓土(黄褐色粘質土粒 周し物混)

2 暗茶褐色粘質■(黄拇色粘質土粒混)

3 黒掲色粘質土(黄褐色粘質土粒混)

第252図 遺構実測図 (近世 )

1・2.SD3403 3,SD4604
8.SD7451 9 SD7452

期

10

SK7969

て三万セ ヂ鱚鶴と鎖伍

SD7961
1 黒灰色枯質土(砂礫潮

4・ 5.SD5105 6.SD6034～ SD6037 7.SD6035。 SD6086
10.SD7508 11.SD7960 12・ 13.SD7961



75 20m

75 20m

10 青灰色結賓土(黒灰色土溺
■ 黒灰色粘質土
12 1と 地山の混土
13 暗茶褐色土(4蝶混、2よ り多い)

14 暗茶褐色粘質■(黄縛色アロックEl

D5002
暗褐色粘質■(黄灰色粘土混)

暗褐色粘質土

暗褐色猫賓■

暗灰褐色粘質土

暗黒灰禍色枯質土

寅灰色稲■と黒乞主の混土

暗黒灰色顕 土

晴茶裾色砂質上

SK5310

SD5002

SD5002

19 灰色枯質■(黄褐色土 責脅色エアロック翔

O_″声て・ ■

15 暗茶灰色■(し まりない) SK5310
16 暗茶褐色土(礫渤
17A4B色砂質土
18 灰色砂質土

SK5848    -― ―

3

SK5848
20 暗茶拇色土(責獨色■ 褐色猫質土アロッタ混)22 暗茶鵜色工(A4B色 土渤

21 暗茶鴇色■                 23 責鴻色土(暗茶網色土潮
24 暗茶褐色土(黄鵜色土嵐

1よ り多い)

~6

SD5047
1 踏灰褐色粘質土

(黄褐色お■混)

5.SD5119 6.SD5047

黒潟色土
暗茶褐色■9蝶潮
暗茶鵜色土(2の 下層に賞褐色土混)

暗茶褐色■(褐色土霜降り)

黄灰色■(灰褐色土 責褐もと ,

黒灰色土霜降り)

暗茶褐色土(黒褐色■温)

2と 5の混土

暗茶灰色土

灰色砂質土と猫上の混土

75511m

SD5409
1 茶褐色粘質土

第253図 遺構実測図 (近世 )

1.SD5002・ SD5105遺 物出土状況

5
SD5119
1 暗黒鵜色粘質土(黄鵜色推土潮
2 黄褐色粘質■(暗黒縄Lrh質土混)

2・ 3.SD5002 4 SD5409

49Z



75 70コn SD5935

7630m

SD10437

SD5910

SD5935
1 暗掲色粘賓■(礫混)

2 嗜褐色粘質■(礫混、1よ り多量)

3 贈茶鵜色粘質土(礫混、2よ り少量)

4 黒褐乙粘質土

SD5910
5 暗黄褐色粘質土

6 灰褐色粘質■
7 踏灰褐色土(砂蝶混)

8 黒灰褐色猫質土

9 暗灰脅色粘質と(礫混)

6

SD5910

76 20m

SD5910
1 暗黄灰褐色粘賓土(礫混)

2 暗褐色粘質■(礫泳 しまりが悪|→

3 凋色粘質土(礫混、しまりが悪ヤ→
4 暗褐色猫質土

70 30m

D5910
禍色粘質■(黄網色粘質土lEl

嗜褐色粘質土(黄禍色土粒 砂礫混)

黄編tVJ(褐tth質土混)

灰褐色祐土(黄褐硼

暗灰禰色粘■

明灰褐色粘質土

SD10437

SD5910

76 30m

１

色
７‐
綿

SD5910
2 明茶禍色土(責褐色エアロック混)

3 茶褐色土171蝶混)

4 暗黄褐色■

5 暗秦鵜色土

G 暗茶褐色粘質土と砂の互層
7 茶鵜色粘質土

5

SD5910
1 明茶色土(砂礫混)

2 賞褐色土と明茶褐色粘質上の混主(礫混)

3 茶鵜色粘質i1/1蝶混)

4 暗茶格色話質土

5 暗茶鵜色粘質i(秒質土潮
6 茶禍色粘質土

7 茶褐色粘質とと砂質上の混土(砂礫混)

8 焦泰t粘質土

SD9117

SD10436

SD10436

明茶褐色粘質と(黄禍0■混)
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SDi0437
5 黒褐色粘賓■
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SX9126b
l 暗橙色土
ワ 暗灰色土(暗橙色土と暗灰色上の薄い互層)
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4井 戸

近世の井戸は94基検出している。北はA地区から南はC2地区にまで分布 し,A地区の 1基を除い

て他の近世の遺構分布 と呼応する。その中でも5基～ 6基の群をなしているものと単独で検出される

ものに大きく分けられる。型式はほとんどが素掘井戸で,他には一部石組井戸のもの 1基 と桶積上げ

井戸がある。覆土は暗茶褐色土に砂礫の混じるもの,黒褐色粘質土に大礫の混じるもの,黒褐色粘質

土のものなどがある。

A地区

5号井戸 (S E05,第256図 )

X497Y95,遺跡の井戸の中では最北端にある井戸である。周辺には同時期の遺構はなく,遺物も包

含層に散発的にあるのみである。共存したであろう建物などは,路線敷きの西側にあると考えている。

肩が崩落して不整形になっているが,直径約80cmの円形であったと考える。掘形は中膨れのフラスコ

状 となっている。深さは135cmで砂礫層に達し,120cmの深さのところで湧水が見られた。覆土は暗

灰色粘質土で,中層から伊万里が出土した。時期は18世紀である。

812号井戸 (S E812,第 256図 )

X452Y97に位置し,西側の S K813よ り古い。直径70cmの円形で,掘形は途中下層壁面が崩落した

が,袋状 となっていたと考える。覆土は上層が砂礫の混じる責褐色上で,下層は暗茶褐色粘質土,深

さは157cmで ある。遺物には17世紀の唐津がある。

816号井戸 (S E816,第 256図 )

S E812か ら約 2m西 に位置する,直径70cmの 円形の井戸である。掘形は円筒形,深さは175cmで

ある。覆土は上層が砂礫混じりの暗茶褐色土,下層が暗茶褐色粘質土で,下層の検出面から45cmの と

ころから越中瀬戸が出土している。この他に灰釉の唐津,石臼がある。時期は17世紀である。

817号井戸 (S E 817,第 256図 )

S K872の 北に位置する井戸で,長軸93cm,短軸78cmの楕円形を呈する。掘形は S E 812と 同様 ,

途中下層壁面が崩落したが,袋状になっていたと考える。覆土は上層が砂礫の混じる暗茶灰色土,下

層が暗茶褐色粘質土で,深さは214cmである。遺物には中世土師器・珠洲・青花,越中瀬戸・唐津・

伊万里があり,時期は16世紀末～17世紀初である。

前述のS E812・ S E 816と S E817は ,覆土,遺物から考え同時期に使用されていた可能性が高い。

近接するS K871・ S K872・ S K873と の関連が窺える。

1212号井戸 (S E 1212)

S D9■掘 り上げ後に確認した井戸である。断ち割 り調査のみに終わったため,概略を記しておく。

覆土は上層が約50cm,礫混じり茶褐色粘質土,中層が約40cm,砂混じり暗灰褐色粘質土,下層が約10

cm,暗灰褐色粘質土である。深さはS D911底面から約 lmで あるが,覆土から越中瀬戸が出上した

ため,S D911よ り新 しいということが判明した。従って,実際の深さは194cmで あったであろう。こ

の井戸も遺物の時期から, S K871等 との関連が考えられる。

1215号井戸 (S E 1215)

この井戸も断ち割 り調査のみのものである。 S K871の 東側に接するS K516の 下層から検出した井

戸である。断面観察の結果, S E 1215が茶褐色礫層で埋められた後,長楕円形の S K1216が 暗灰褐色

粘質土,礫混じり茶褐色粘質上の順で埋まり,暗黄褐色粘質土が混じる茶褐色粘質上でS K871の 肩を

つ くったと考える。井戸の平面形は円形,深さは182cm,遺物には珠洲と17世紀の越中瀬戸がある。
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1378号井戸 (S E 1378,第 257図 )

浅い大型の上坑 S K1366の 南側下層より検出した大型の井戸である。平面形は長軸232cm,短軸187

cmの楕円形で,深さは確認していない。覆土は上層は暗茶褐色粘質上であるが,第 5。 7層 に砂質土,

第 6・ 8層に砂礫土と不自然な堆積をしている。他遺構 との切 り合いや井戸枠施設の存在など考えられ

るが,下層確認をしていないので不明である。遺物には須恵器,中世土師器 。16世紀の瀬戸美濃・13

世紀の青磁 。16世紀の青花・越中瀬戸 。17世紀の唐津・18世紀の伊万里・唐津・瀬戸がある。

1424号井戸 (S E 1424)

ここの近世遺構群の中では一番東にある井戸であり,他の S E 1378や S E 2043・ S E 2044が 近接し

ているのに対し,はずれた所にある。 S K1425の 東に位置し,S D 1423よ り新しい。直径146cmの 円

形を呈し,断ち割 りによって下層の確認を試みたが,湧水が著 しく断念した。遺物には中世土師器・

瀬戸美濃・越中瀬戸がある。時期は17世紀である。

2043号井戸 (S E 2043,第 257図 )

X443Y90に位置し,周辺の 6基の近世の井戸の中で一番南にある。長軸147cm,短軸127cmの不整

円で,深さは180cmで ある。覆土は暗茶褐色粘質上で,遺物はないが,覆土や遺構の関連から当時期

とした。

2044号井戸 (S E 2044,第 257図 )

S E 2043の 北東に位置する井戸である。長軸140cm,短軸■2cmの不整円で,深さは確認していな

い。覆土は暗茶褐色粘質上で,遺物には15世紀末～16世紀の中世土師器・珠洲,越中瀬戸・唐津・伊

万里がある。

2544号井戸 (S E 2544,第 258図 )

X4■ Y90に 位置する。A_2地区は近世の遺構は少なく,東南部の不定形な土坑群 と,調査区西側よ

りに土坑が点在するのみで,井戸はこの 1基のみである。平面形は直径75cmの円形で,砂礫層を2m

余 り掘削している。掘形は壁が崩落しているが円筒形で,覆土は茶褐色土,検出面から180cmの とこ

ろで湧水が見られた。遺物には中世土師器・珠洲,唐津がある。時期は18世紀である。

B地区

4736号井戸 (S E 4736,第 258図 )

単独で検出した近世の井戸と考える土坑である。平面形は三角形様を呈し,長軸85cm,短軸70cmを

測る。覆土は大小の礫が多数混じった灰褐色粘質上で,底面中央には上を向いて完形の唐津の皿が出

土した。時期は17世紀前半である。

5103号井戸 (S E 5103,第 258図 )

X255Y98付近で検出した楕円形の井戸である。このブロックは近世遺構が西側に偏って分布する傾

向があるが,こ の井戸は単独で東側にある。規模は長軸124cm,短軸95cm,深さ152cmで ,掘形は先

細 りの円筒形となっている。覆土は上層がしまった暗褐色粘質土,下層が暗黒褐色粘質土である。遺

物には中世土師器 。珠洲,唐津,曲物がある。

5513号井戸 (S E 5513,第 258図 )

S E55■ ・ S K5512と 結節した状態で検出した。当初, S E55■ が土坑, S K5512が接する井戸と

考えていたが,断面観察及び断ち割 りの結果から, S E55■ が接する井戸, S K5512はプランこそ明

瞭だが S E 5513に 付随する土坑と判明した。 S E 5513は S K5512を 加えて,長軸145cmの瓢箪形の井

戸となり,覆土は黒褐色粘質土主体で,深さ150cmを 測る。遺物には越中瀬戸がある。
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5519号井戸 (S E 5519,第 258図 )

X259Y83で検出した楕円形の井戸と考えた土坑である。長軸は108cm,短軸は95cmである。覆土

は特徴的で,第 1層 の礫混じりの黒褐色粘質土は漏斗状に下層に伸び,その周囲を固めるように乳白

色粘質土・黒色粘質土 `青灰色粘質土が堆積 している。井戸というよりは,柱穴のような堆積の仕方

をしており,土坑そのものが柱穴になるのか,又は第 1層 のみが後世の遺構の覆土なのかは不明であ

る。このような覆上が単純なレンズ状の堆積をしない井戸の例 としては,同 じ地区の中世後半で取 り

上げたS E 5381がある。また,第 3層の乳白色粘質土は他の地区では見られない上で, S E 5519の 周

囲の井戸のS E55■や,ブロックが混じる層をもつ S E 5521の みである。遺物には珠洲・白磁,越中

瀬戸・唐津がある。

5627号井戸 (S E 5627,第 258図 )

他の同時期の井戸に比べ小さい井戸である。長軸81cm,短軸65cmの楕円形の井戸で,深さは134cm

を測る。遺物には越中瀬戸・唐津がある。

5986号井戸 (S E 5986,第 259図 ,図版135)

X221Y80,6基 の井戸が集中している地点の 1基である。上面は沢山の大礫によって埋まっており,

覆土も礫を多量に含む, しまりの悪い暗茶褐色粘上である。南西の S K5963よ りは古いが,北のSK

5987 b o S E 5987よ りは新 しい。規模は長軸137cm,短軸100cmの楕円形で,掘形は底面がすぼまる。

遺物に16世紀の中世土師器・瀬戸・瀬戸美濃があるが,切 り合い関係でS E 5986よ り古いS E 5987か

ら唐津が出土しているため,近世 とした。

5987号井戸 (S E 5987,第 259図 ,図版135)

S E 5986の 北にある井戸である。平面形は最大幅120cm,最小幅106cmの不整円形で,覆土は粘性

の強い黒褐色土,深さは154cmである。北西隅には張 り出し部があり,大小の集石が見られた。これ

らの礫はS E 5987の 東肩に流れ込むように堆積 しており,付属施設を構成していたこれらの礫が廃棄

されたものであろうか。遺物には中世土師器・珠洲・瀬戸美濃,唐津がある。時期は17世紀前半であ

る。

5988号井戸 (S E 5988,第 259図 )

直径96cmの円形 を呈 し,S K6022よ り古い。覆土はしまりの悪い暗褐色粘上で,深さは154cmで あ

る。遺物には中世土師器・越前・瀬戸美濃,唐津,鉄滓がある。時期は17・ 18世紀である。前述の S

E5986・ S E 5987と S E 5988は ,遺物の時期 も近 く,最終 レベル もほ とんど変わらないことか ら,同

時期 または,近い時期に営 まれたものであろう。

6001号井戸 (S E 6001)

S K5997の 西で検出した,土坑に伴う井戸である。直径95cmの円形で,深 さは103cmと 深くはない。

覆土は暗灰褐色粘上の単層である。遺物には越前,越中瀬戸・唐津がある。

6008号井戸 (S E 6008,第 260図 )

X224Y82に位置する井戸である。3m東には同じ近世のS E 6001が ある。平面形は直径80cmを 測

る不整円形で,覆土は暗茶褐色土,深さは143cmで ある。遺物には越中瀬戸がある。

6199号井戸 (S E6199,第 259図 ,図版135)

安楽寺跡の西側に位置する井戸である。周囲にはS E 6200。 S E 7280。 S E 7283が あり,近世の井

戸が集中している。S E 6199は S K6201よ り新しく,S K6190よ り古い。平面形は直径125cmの方形

に近い円形で,深さは215cmを測る。覆土は上層が褐色粘土ブロックが混じる黄掲色粘質土,下層が
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礫層となっている。この下層を掘 り下げている途中,桶の側板が円を描いて立ち並んだ。上端は朽ち

果てているものの, 1枚 1枚の側板はかなり厚めであった。範は遺存せず,底板 もなく,側板が底か

ら覆上で固定されて立ち並ぶ状況で取 り上げた。下端は面を取って平坦になっており,遺物整理段階

で 1箇所に逆台形状の切 り込み穴があいていることがわかった。遺物には中世土師器・珠洲,唐津・

伊万里が出上している。

6200号井戸 (S E 6200,第 259図 )

S E 6199の 東に隣接する井戸である。S K6201よ り新 しく,直径75cmの円形を呈する。覆土は砂礫

の混じる暗褐色粘質土で,深さは■2cmである。遺物には瀬戸,越中瀬戸がある。

6223号井戸 (S E 6223,第 260図 )

X217Y101に あり,S D 5933よ り古い直径82cmの円形の井戸である。覆土は礫混じりの暗掲色粘質

上で,深さは150cmを測る。遺物には中世土師器・珠洲,越中瀬戸がある。 S E 6199。 S E 6200な ど

とともに, S D 5910に 囲まれる東側のブロック内で検出した遺構は,昭和初期まで存在 した以速寺の

敷地内であり,寺 との関連が予測される。

6322号井戸 (S E 6322,第 260図 )

X217Y101に ある,直径95cmの円形の井戸と考える土坑である。覆土は黄褐色土・礫の混じる暗褐

色粘質土で,深さは93cmと 比較的浅い。遺物には珠洲・越中瀬戸がある。

6617号井戸 (S E 6617,第 207図 )

S K6616の 上面で検出した円形の石組井戸である。上面の掘形の直径は lmで ,井戸側は深さ約30

cmま で石組で作られている。この下層になると地山の礫層を利用して,素掘 りとなっている。石組は

5段積まれており,あ まり大きくない20cm内外の石を利用している。覆土は黄褐色土粒の混じる暗茶

掲色上で,多量の礫が混じる。遺物には中世土師器・青磁,唐津,石臼がある。時期は17世紀前半で

ある。

6643号井戸 (S E 6643,第 260図 )

X238Y95に ある方形に近い円形を呈する井戸である。東側の S E 6644よ り古 く,直径■Ocm,深さ

150cmを測る。覆土は暗茶褐色土,遺物には中世土師器・越前,17世紀前半の唐津がある。

6644号井戸 (S E 6644,第 260図 )

S E 6643の 東にある, S E 6643。 S K6637・ S K6638よ り新 しい井戸である。上面には大礫が投げ

入れられ,不整形な楕円形を呈している。長軸で243cm,最大幅で148cmと なる。覆土は上層が黒褐

色上である。遺物には13・ 14世紀の中世土師器・白磁があるが,切 り合いより近世以降とした。

6882号井戸 (S E 6882,第 260図 )

S E 6644の 南にある井戸である。柱痕の残るS K6883よ りは新 しい。長軸133cm,短軸90cmの楕円

形で,西側が段掘 り状 となっており,深 さは105cmで ある。上面には礫が多く,覆土は暗褐色粘質土

である。遺物には唐津,曲物がある。

7122号井戸 (S E 7122,第 261図 )

B2地区とB3地区の境近 く,西端に位置する井戸で,遺構密度が希薄になる地帯である。長軸145

cm,短軸78cmの楕円形で,深 さは123cmである。覆土は上層が砂礫の混じる茶褐色粘質土,下層は

黒褐色粘質土となる。遺物には中世土師器,伊万里がある。

7194b号・7195号井戸 (S E 7194 b・ S E 7195,第 261図 )

X200Y75に位置する井戸である。S E 7194 bは ,長方形の上坑 S K7194の 下層から検出された井戸

`θ
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で,覆土は礫・暗黄褐色上が混じる黒褐色土,深さは78cmと浅い。この東にあるS E 7195は ,S K7194

より新 しい井戸である。掘形は上面では135cm× 83cmの長方形であるが,下層は直径55cmの 円形と

なる。覆土は礫の混じった暗茶褐色上で,深さは90cmである。遺物は,S E 7194か ら中世土師器,唐

津, S E 7195か ら中世土師器が出上しており,切 り合いから共に近世 とした。

7596号・7677号井戸 (S E 7596・ S E 7677,第 261図 )

X188Y90,S D 7503よ り新 しい井戸である。断面観察ではS E 7596が新 しく,掘形は長軸80cm,短

軸65cmの楕円形,深さは160cmで ある。S E 7677は 長軸80cm,短軸70cmの楕円形,深さ185cmで あ

る。覆土はS E 7596が黒褐色上の混じる黄白色粘質土, S E 7677が 暗茶褐色粘質土である。遺物はS

E7596か ら中世土師器・瀬戸美濃, S E 7677か ら唐津が出上しており,切 り合いから共に近世 とする。

7879号井戸 (S E 7879,第 261図 )

X181Y75に位置する,楕円形の井戸である。長軸は90cm,短軸は72cm,覆土は茶褐色粘質上の単

層である。遺物には越中瀬戸 。伊万里がある。

8686号・8706号井戸 (S E 8686・ S E 8706,第 261図 )

X195。 196Y63,B3地区西の側道部分中央の西端に位置する井戸である。S E 8686は 長軸82cmの

楕円形で,覆土は砂礫の混じる暗褐色粘質上である。 S E 8706は 長軸90cm,短軸75cmの楕円形で,

赤黄褐色の礫層を深さ196cmま で掘削している。底面は凱左の湧水′点に達 している。覆土は上層が茶

褐色粘質土,中層が黒褐色粘質土,下層が暗褐色粘質上で,中 。下層には大礫が混じる。上面では 2

基の遺構は切 り合いがないが,断ち割 りの結果, S E 8686の 下層が南にもぐっており, S E 8706と の

切 り合いが認められた。遺物はS E 8686か ら唐津,石臼が, S E 8706か ら珠洲・越前・瀬戸美濃,17

世紀の唐津が出上した。

8920号井戸 (S E 8920,第 262図 )

X162Y84に位置する,直径81cmの円形の井戸である。円筒形の掘形をもち,深さは137cmで ある。

遺物には珠洲,18世紀の伊万里がある。

8954号井戸 (S E 8954,第 262図 )

S K8952の 南側に位置する井戸である。直径70cmの円形で,深さ190cmを測る。遺物には中世土師

器・珠洲・瀬戸美濃,越中瀬戸・唐津,石臼がある。時期は16。 17世紀である。当地区では50基余 り

の井戸を検出したが,近世の遺物が混在する井戸は, S E 8920。 S E 8935・ S E 8954・ S E 8969。 S

E8980のみである。

8978号井戸 (S E 8978)

S K8965と 近世の S K8935の 間に位置する。直径70cmの円形の井戸で,周囲に多数の井戸があるな

かで,近世の遺物しか出上しなかった唯―の井戸である。遺物には16世紀末～17世紀の越中瀬戸の皿・

椀・鉢,唐津の皿・鉢・壺,石臼,五輪塔がある。

C地区

9648号井戸 (S E 9648,第 262図 )

X108Y66,S B201の 中央に位置する素掘井戸である。直径62cmの不整円形を呈し,深さは220cm。

掘形断面は上端が開いたU字形である。覆土は上層が黒褐色粘質上で,深さ1.3mの所に厚さ約15cm

の植物の繊維層がレンズ状に堆積 していた。この下には中央に暗灰褐色粘質土,こ れを取 り囲むよう

に暗茶褐色粘質土が堆積 していた。特異な堆積の仕方であり,植物繊維層が何の役割を果たしていた

のか問題であろう。遺物には申世土師器 。青磁があり,こ こで述べたが時期は中世後期に遡る。

霜



9715号井戸 (S E9715,第 262図 )

Xl16Y67で検出した素掘井戸である。長軸77cm,短軸66cmの楕円形を呈し,包含層掘削の時′ミか

ら上面の礫が確認されていた。廃棄の際埋められた礫であろうが,深さ40cmま では確認された。覆土

は茶褐色粘質土である。深さは確認していない。遺物には唐津がある。

9857号井戸 (S E 9857,図 版136)

X133Y73,S D 9855の 東肩下層で検出した円形の素掘井戸である。直径74cm,深さ256cm,覆土は

上層に薄 くしまった暗茶褐色上が堆積 し,その下層に暗茶褐色砂礫上が堆積する。重機で最下層の確

認を行ったところ,.最下層には青灰色粘質土と植物繊維を含んだ黒褐色粘質土が混じったものが堆積

していた。井戸底は地山の砂層まで達 している。底から約40cm～ 50cm上で,櫛 と折敷の底板などが

出土した。時期を決定する遺物の出上がないので, とりあえずここで述べたが,切 り合いから中世後

期に遡る可能性もある。

9877号井戸 (S E 9877,第 262図 )

S D 9855の 下層から検出した井戸である。長軸92cm,短軸76cmの楕円形の井戸である。覆土は上

層が礫混じりの茶褐色土,下層は青灰色土が混じるしまった黒掲色粘質土である。深さは220cmで ,

底は砂層で止まっている。遺物には中世土師器・珠洲,17世紀の唐津,柄付きの鎌がある。

9916号井戸 (S E 9916,図 版136)

X142Y71で検出した楕円形の井戸である。長軸83cm,短軸74cmを 測る。重機による断面確認では,

上層が茶褐色砂質土,下層が暗灰褐色粘質上である。掘形は円筒形,深さは155cmで ある。最下層か

らは唐津の皿と軌櫨挽きの瓶杓が一括して出上している。

10166号井戸 (S E 10166)

X71Y55に位置する,直径105cmの 円形の井戸である。掘形は2段掘 り形状をなし,覆土は礫混じり

の暗茶掲色土である。遺物には珠洲,越中瀬戸,石鉢がある。東に近世の S K10171が あり,こ の他に

近世の遺構がないことから,それと関連する遺構 と考える。

10249号井戸 (S E 10249,第 262図 ,図版137)

X95Y67に ある,桶の井戸枠をもつ桶積上げ井戸である。平面形は上面は不整形で,下層は長軸85

cm,短軸70cmの楕円形をなし,掘形は円筒形である。覆土は上面が黒色土,その下が礫の混じる黒

褐色粘質土である。裏込め土は上層が砂礫の混じる暗茶褐色土,桶の外側が砂礫の混じる黒灰色土で

ある。桶の直径は約38cm,18枚 の維板を竹製の範で上下 2箇所締めてつ くられたものである。底板は

なく,桶は 1段のみである。底部近 くからは人頭大の河原石を検出した。井戸廃棄の際に一緒に廃棄

されたものであろうか。時期を決定する他の遺物の出土はない。桶積上げ井戸は中世前期から見られ

るようになるが,桶の井戸枠の遺存状況から考えて当期にしている。 (島 田美佐子)
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SE05
1 暗灰色粘質土(酸化鉄含)

2 暗灰色猫質土 (1よ り酸化鉄少ない)
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SE812
1 黄茶褐色砂礫土

2 晴茶褐色粘質土

SK813
3 茶栂色土

SE816
1 暗茶鵜色秒礫土

2 暗茶褐色粘質土

4 暗泰褐色上(黄褐色上プロック慟

第256図 遺構実測図 (近世 )

1,SE05 2.SE812 3.SE816 4.SE817
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了

E1978
暗灰色猫質士

茶鵜色粘質上 (黄褐tFL質土嬬降り)

暗茶掲色粘質土

暗茶褐色消質土(醐ヒ鉄含)

暗黄掲色砂質土

嗜灰褥色砂礫土

暗黄鴇色砂質■ (暗灰色構質■霜降り)

晴灰褐色砂礫土 (6よ り礫大)

暗灰褐色精質■ (B紺動

暗X4B色粘質土 (黄褐色粘質土籍降り)

SK2045

3

SE2043

第257図 遺構実測図 (近世 )

1,SE1378 2.SE2043 3.SE204

″

71 60m SE2044    Sk2045

SE2044
1 暗茶褐色粘質土

SK2045
2 暗茶褐色格質土

3 暗灰褐色猫質土



SE2544

▲ か

1 灰褐色粘質土 (礫混 )

SE5103
___          1 暗掲色給質■

a′          2 暗灰4B色粘質土

3 暗黒褐色粘質土 (し まり悪)

4 暗黒褐色粘賓土 (し まり悪)

類　
　
　
５SE5627

SE5519
1 黒褐色粘質土 (礫混)

2 黒灰色粘質土

3 乳白色粘質土

4 青灰色粘質土

黒灰色粘質上と黄茶色砂質上の混土

黄白色粘質土と砂の混土

黒褐色猫質■ (酸化鉄含)

黒灰色粘質土

黒褐色猫質土

黒色粘質土

黒色粘賓土

SE5509       _

SE5511,SK5512・ SE5S19

SK5514

乳白色粘賀上

明学と白色糖質上

暗乳自色粘質土

黒褐色粘質土

黒褐色粘質上(黄褐色粘質土プロック混)

黒灰色粘質土 (責褐色粘質土プロッタ混)

黒茶色粘質■と黄褐色粘質上の混上

黒tfh質土

濁黒色粘質土(礫混)

10 黄褐色粘質土と茶褐色粘質■の混土

第258図 遺構実測図 (近世 )

03 4.SE55191.SE2544 2SE4736 3 SE51
SE5513

SE551l   SK5512   SE5513

輛一ｂ

SE5519

5。 SE5627 6.SE5509,SE5511

密



SK6201

SE6200
1 暗褐色枯質土

(し まりやや悪い

SP6192
SE6200

1

SK6201

SK6201
1 黄褐色粘質土(褐色土斑状に混)

2 黄掲色粘質土(褐色アロック混、

1よ り大)

SE6199
3 黄褐色粘質土 (褐色土斑状に混、

2よ りしまり良)

SE6199

SE6199

SK619

SE6080

SK6022 SE5988
b′

/v SK6022

SK5987心

SE5986

SK5968

SK5963 SE5986 SK5987b SE5987

第259図 遺構実測図 (近世)

1.SE6199・ SE6200 2.SE5986～ SE5988

犯

SE5986
1 暗褐色粘土(礫混、しまり悪)

SE5987
2 褐色粘土

3 暗褐色粘■

4 黒褐色粘土(粘性強)

SK5987b
5 黒褐色粘土(黄凋色粘質上混)

SE5988

｀
｀

＼
、  SE5987

，
Ｓ
　

毬

□

SE5988
1 暗褐色粘土(黄褐色砂礫混、

しまり悪)

SK6022
2 黒褐色粘質上



ト SE6882 SK6883

SE6636

SE6643
1 暗茶褐色上
2 暗茶褐色土 (ェ ょり暗、しまる)

3 褐色粘質土 (灰色土霜降り)

SE6644
4 黒褐色上

5 黒褐色土(黄褐色土霜降り)

6 黒褐色結質土

SK6637・ SK6638
7 黒灰色土(黄褐色土霜降り)

8 黒褐色土(褐色土ブロック混)

SK6883

SK6645

SE6644

SE6643

SE6643

K6637二 EttE尾
長土傑 混、しまり動

2 暗褐色倍賓土
3 褐色粘質土(黄橙色粘質土混)

4 暗褐色粘質土(赤澄色粘質■混)

SK6883
1 暗褐色粘質土 (し まり悪)

2 暗褐色粘質上 (黄梶色粘質土霜降り)

(し まり悪、小礫混)

4 暗茶褐色土

(黄褐色土プロック混)

第260図 遺構実測図 (近世 )

1.SE6643・ SE6644,S

SK6858

SE6644 SK6637・ SK6638

7650m

SE6322
1 暗茶鵜色粘質土と黄褐色粘質上の混土(礫混)

75 601n

▲

SE6223

SE6008
1 暗茶褥色土

(部分的に黄褐色

粘質土ブロック混)

2 黒褐色土

3 暗茶褐色土

I 黄褐色粘質土 (し まり悪)

2 暗褐色粘質土 (礫混)

E6882 2.SE6008 3.SE6322 4.SE6223

猶



SK7194・ SE7194b SE7195。 SK7196
SE7122
1 茶褐色粘賃上(砂環混)

2 黒偶色結質土アロック
3 茶程色粘質土
4 暗茶調色枯質■

5 黒褐tFh質土アロック

(謝し鉄含)

6 黒褐色絡質土

＼ __ィ ノ

SK7553   JL

SK7194
1 黒獨色土(礫混)

2 黄褐色■麟 色土混)

3 焦茶色土

SE71946
4 黒掲色土(暗茶褐色土 礫慟

SE7195
5 暗茶褐色土(礫潮

SK7196
6 辮 色砂質土(秒環混)

SE7596

76 80m sE7596

SE7677

SE7677  ___

、ゝ_′ /

7700m SE8706 SE8686

SE7696
1 黄自色枯質土(黒褐色と混)

2 黒褐色粘質土(責 白色土混)

SE7879
1 茶褐色粘質上(砂礫混)

く、__/ノ

SE8686
1 鶴色猫質土(黄褐色粘質上 砂礫混)

2 暗褐色粘賓土(珠混)

3 暗褐色常質■(砂喋翔

SE8706
4 茶終色お質上(資褐色粘質■)

5 黒碧色粘質土(藤混)

O EIB色 粘賓上位醸 炭化物混)

第261図 遺構実測図 (近世 )

1.SE7122 2.SE7194boSE7
SE8706 6.SE8319

をどδ

E8319
茶褐色粘質土(壌混)

累褐色結質土

暗裾色消質■(礫混)

黒色膜層
暗褐色粘質土(砂礫混)

195 3.SE7596'SE7677 4.SE7879 5.SE8686



必

SE3954

⑬ 3・
SE9648

SE9648
1 黒褐色絡質土

2 有機物層

3 暗灰褐色粘質土

4 暗茶褐色粘質土

い

日
Ｓ
Ｒ

77 90m  SD985S  SE9877

SE9715
1 茶褐色粘質土(地山霜降り、礫混)

SE9877

5

4.SE9715 5.SE9877 6.SE10249
第262図 遺構実測図 (近世 )

1.SE8920 2.SE8954 3.SE9648

SD9855
1 暗茶褐色土 (黄編色主ブロック渤

2 噌茶褐色土と地山の混土(粘質)

3 暗茶褐色土と地山の混上(2よ り地山土多量)

SE9877
4 茶褐色土 (藤混)

とを7



5  」ヒ 坑

近世の上坑は,遺物の出上したもので約240基検出している。この中には不整形のものと方形の掘形

のしっか りしたものがあり,方形のものの中には建物に伴 う竪穴状土坑も含まれる。性格が不明なも

のが多く,厩・作業場などの性格がわかるものは少ない。しかし建物の一部を構成するものか,それ

に伴って掘削された土坑が多いと考えられる。

A地区

797号土坑 (S K797,第 263図 )

X458Y108, S D 794の 上面で検出した土坑である。 S D 794・ S K838よ り新 しく, S B32を切って

いる。南北140cm,東西175cmの長方形を呈し,深さは15cmと浅い。覆土は暗茶褐色土の単層である。

遺物には中世土師器,18世紀の伊万里がある。

832号土坑 (S K832,第 263図 ,図版138)

S K797の 南,蒲鉾形の浅い落ち込みの下層で検出した土坑である。上層の蒲鉾形の落ち込みも同遺

構の可能性があるが,S D701の覆土との判別が困難であった。規模は南北170cm,東西330cm,深 さ

は落ち込みの検出面から60cmである。覆土は上層が暗茶褐色粘質土,下層が暗茶灰色粘質土である。

遺構中央から越中瀬戸の匡鉢 と伊万里の皿が出土した。

833号土坑 (S K833,第 263図 ,図版133)

S K832の 東で検出した土坑である。 S K832よ り新 しい。規模は南北245cm,束西345cmで ある。

壁の立ち上が りはしっか りしているが,南側は明確に確認できなかった。深さは28cmである。床面は

ほぼ平坦である。覆土は暗茶灰色上の単層で,20cm～ 30cmの礫が遺構の中央を中心に混じる。遺物

には中世土師器・珠洲,越中瀬戸・唐津・伊万里がある。

871号土坑 (S K871,第 265図 ,図版140)

S D9■の南側で検出した石敷きの上坑である。全体の規模は南北約5m,東西の最大幅約6mである。

床面の石敷きは全面にわたっており,底近 くの石が組んであることなどから,意識的に敷いたもので

ある。加えて,中央より北側で東西に渡 り1列,西辺に南北に渡 り1列 の石組列がある。これらの石

列は遺構面精査段階から確認されていた。石列は大小の石を組み合わせて,少なくとも3段は積まれ

ている。覆土は上層が地山が混じる暗茶褐色粘質土,下層が暗灰茶褐色粘質上に分かれるが,下層は

石の裏込め土と考える。実際の生活面が上層と下層の間であったか, もっと上面であったかは不明瞭

であるが,上層から多くの遺物が出上していることから,下層上面が生活面と考えることが妥当であ

ろう。その場合,南北の石列は上部構造の上台の役割を果たしていたのであろうか。S K871と 重複す

る長楕円形の柱穴と考える土坑がすべて土坑より古いことから,その可能性もある。遺物には土師器,

中世土師器・珠洲・瀬戸美濃・白磁 。青磁,越中瀬戸・唐津・伊万里がある。時期は18世紀である。

872号土坑 (S K872,第 265図,図版140)

S K871の 西で検出した土坑である。規模は南北270cm,東西280cmで正方形に近い。東のS K873,

北の S K895よ りは新 しい。覆土は上層が暗灰茶褐色粘質土,下層が暗灰色粘質上で,部分的に礫が混

じる。床面は平旦で,深さは32cmである。遺物は中世土師器 。珠洲,唐津がある。

873号土坑 (S K873,第 265図 ,図版140)

S K871と S K872の 間で検出した土坑である。切 り合いは 2基の上坑より古いが,遺物を見ると時

期差はあまりない。規模は南北350cm,東西325cmの長方形で,深さは25cmである。床面は平坦,覆

土は地山の混じる暗茶褐色粘質土に,暗茶褐色粘質土と薄い黒掲色粘質土がレンズ状に堆積する。遺
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物は須恵器,中世土師器・志野・白磁,越中瀬戸・唐津があり,時期は18世紀である。 S K871と SK
872・ S K873は 同時期に存在 した関連遺構 と考えている。

1317号土坑 (S K1317,第 267図 )

X438Y101で検出した不整形の上坑である。南北270cm,東西190cmを 測 り,断面形はレンズ状で

中央が くぼむ。最深部で35cmを 浪1る 。覆土は暗茶褐色粘質上の単層で,下層に向かうにつれて礫が混

じる。北側の穴は土坑よりも新 しい。遺物には中世土師器,唐津・伊万里がある。

1321号土坑 (S K1321,第 264図 ,図版138)

X436Y93～ 95で検出した長方形の上坑である。西の S K1323よ り新 しい。南北135cm,東西491cm,

深さ40cmである。壁の立ち上が りはしっか りしており,床面は平坦である。覆土は暗灰褐色粘質上の

単層で,10cm～ 30cm大の多量の礫が混じる。遺物は中世土師器 。青磁,唐津 。伊万里 。九谷である。

1335号土坑 (S K1335,第 264図 )

X444・ 445Y97で検出した長方形の上坑である。南北340cm,東西175cm,深 さ53cm,壁の立ち上が

りはしっか りしており,床面も平坦である。覆土は暗茶褐色土が主休の土である。遺物は出上してい

ないが, S D 1422の 北からS D911の 間の範囲は近世の遺構が多いため,当時期にあてた。

1340号土坑 (S K1340,第 266図 )

X446Y91,S D 1344の 上面で検出した土坑である。東の S K1341よ りは新 しい。南北175cm,東西

95cmの楕円形で,深さは40cmである。床面はほぼ平坦で,下層からS K1349を 検出した。覆土は暗

茶褐色粘質上である。遺物の出土はないが, S K1341の遺物から判断した。

1341号土坑 (S K1341,第 266図 )

S K1340。 S K1342間 に位置する,両者より古い土坑である。東西がこれらの土坑に切られている

ため不明だが,南北は195cm,深さ45cmである。床面はほぼ平坦で,壁の立ち上がりもしっかりして

いる。覆土は暗茶褐色粘質土・暗黄褐色粘質土・灰褐色粘質土が混じる層である。遺物は中世土師器・

志野,越中瀬戸・唐津・伊万里である。

1342号・1343号土坑 (S K1342,S K1343,第 266図 )

S K1341の 東側で検出した土坑である。重複 しているため正確な規模は不明である。深さは20cmで

ある。覆土は暗茶褐色粘質上で,下層に黒灰色粘質上が堆積する。 S K1342の 東にあるS K1343は S

K1342よ り新 しい。南北108cm,東西125cmの楕円形で,立ち上が りはしっか りしてお り,床面は平

坦である。覆土は暗茶褐色粘質土で,深さは25cmである。

1351号土坑 (S K1351,第 266図 ,図版141)

X443～ 446Y93・ 94で検出した溝状の上坑である。北端側は近世の S D814と 切 り合い,南側は中世

の S D 1422を 横断する。西に緩 くカーブしているが,南北9m,東西幅135cmを 測る。断面形は逆台形

で,深さは lmで ある。南端は一段浅 くなっており,同遺構か別遺構かは未確認だが,別遺構 と考え

たい。覆土は暗茶褐色粘質土,暗責褐色粘質土が混じる暗茶褐色粘質土,暗灰褐色粘質上の順に堆積

し,下層になると礫が分く混じる。遺物には中世土師器,唐津がある。

1353号土坑 (S K1353,第 266図 ,図版141)

S K1351の 東にある,平行 して南北にのびる溝状の土坑である。S K1355・ S K1354よ り新 しい。

南北10m,東西幅157cm,深さは32cmと S K1351に 比べ浅い。覆土は暗茶褐色粘質土の単層である。

遺物は中世土師器・瀬戸美濃,越中瀬戸・唐津・伊万里がある。

1354号土坑 (S K1354,第 266図 ,図版141)

`Zθ



S K1353の 西で検出した短い溝状の上坑である。西のS K1352'S K1356よ りは古い。規模は南北

315cm,東西幅50cm,深さ65cmである。壁の立ち上が りは,東側が下層に向けてオーバーハングして

いる。覆土は暗灰褐色粘質上の単層である。遺物には中世土師器,越中瀬戸・唐津・伊万里がある。

1356号土坑 (S K1356,第 266図 )

S K1351と S K1353の 間で,同様に平行 している溝状の上坑である。 S K1352・ S K1355よ り古い。

規模は南北595cm,東西幅68cmである。断面形は逆台形で,深さ70cmである。覆土は地点によって

異なるが,暗黄褐色粘質土,暗茶褐色粘質土,黒灰色粘質土が堆積する。遺物は中世土師器・白磁 ,

越中瀬戸がある。

これら溝状の上坑については,平行 している以外何の規則性もなく,用途などは不明である。しか

し,覆土の様子,遺物の種類から考えて,短期間のうちに何 らかの目的で作られたものであろう。同

時期にあたる, S D824・ S D 1344・ S D 1355と の関連も問題である。

1358号土坑 (S K1358,第 267図 ,図版141)

X447・ 448Y98・ 99で検出した長方形の浅い土坑である。南の S K659よ り古いが,東の S K1366よ り

新しい。南北235cm,東西325cmを測る。覆土は黒褐色粘質上の単層で,深さ19cm,床面は平坦であ

る。遺物は出土していない。

1359号土坑 (S K1359,第 267図 ,図版141)

S K1358の 南上面で重複する,同 じような形状の上坑である。規模は南北310cm,東西265cm,深 さ

17cmである。覆土は,上層が礫の混じる暗灰褐色粘質土,下層が暗責褐色粘質上である。遺物には中

世土師器,唐津,石鉢がある。

1366号土坑 (S K1366)

S K1359の 東で検出した大型の浅い土坑である。南北670cm,深さ■cmを測る。南北の規模は確認

できたが,浅いため東の肩は確認できなかった。覆土は暗茶褐色粘質上の単層である。上坑内の他の

遺構はほとんどが,土坑の覆上の下層から検出したものである。遺物には中世土師器,唐津がある。

1404号土坑 (S K1404,第 268図 )

X441～ 444Y103～ 105, S D 1422の 上面で, S K1405と ともに検出した長方形の上坑である。SK

1405よ り新 しく,その内側で全体が重複する。北のS K1437・ S K1438・ S K1439よ りは新しい。規

模は南北410cm,東西500cm,深 さ57cm,壁の立ち上が りは明瞭で,地山礫層に達する床面は平坦で

ある。覆土は,東半上面の暗茶褐色上の混じる礫層が堆積 し,こ の下層はセクションの観察部分によ

って異なっている。暗茶褐色上に黄褐色上が混じる土,同 じく黄褐色上のブロックが混じる土,礫の

混じる暗茶灰色粘質土,暗茶褐色上があるが,規則性は認められない。礫の堆積は北ブロックに特に

多く,その中には加工 した桑山石 も見られる。遺物には中世土師器・珠洲・八尾・瀬戸・白磁・青磁・

青花,越中瀬戸・唐津・伊万里・瀬戸がある。時期は18世紀である。

1405号土坑 (S K1405,第 268図 )

S K1404と 南側 5分の 1を 残して重複する。平面形の切 り合いは,遺構面精査の段階から顕著であ

ったが,西側の壁の立ち上が りは調査区中央セクションが残っていたため不明瞭である。床面のレベ

ルは S K1404と 同じであるが,南東隅に一段高い部分があり,別の上坑が重複 している可能性がある。

覆土は暗茶灰色粘質土である。遺物には青磁,唐津がある。

S K1404。 S K1405及 び, S K1438。 S K1439は 覆上の違いで分けたものの,床面を共有している

ものが多く,場合によっては一挙に掘 り込んで部分的に埋めた可能性もあり, S B45と の関係と合わ
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せて問題 となる。

1431号土坑 (S K1431,第 264図 )

S K1431の 北で検出した不整形の上坑である。南北160cm,東西最大幅340cmで基本は長方形であ

るが北東隅と北西隅が張 り出している。この部分には30cm～ 50cm大の礫が出上し,部分的には縁辺

に沿って並べてあるようである。覆土は第 1。 2層が黄褐色上の混 じる暗茶褐色上で,第 3層が黒灰色

粘質土である。第 2層の黄褐色土ブロックが混じる層は帯状に堆積 し,生活面となっていた可能性が

ある。遺物には中世土師器・珠洲,唐津がある。

2219号土坑 (S K2219,第 269図 )

A2地区の中央西側,X387Y87に位置する。長軸120cm,短軸■3cmの 円形で,深さ46cmである。

覆土は灰褐色粘質土で,酸化鉄が混じる。下層から18世紀の伊万里が出上した。

2222号土坑 (S K2222,第 269図 )

S K2219の 北側,X390Y88に位置する。長軸120cm,短軸72cmの隅丸長方形で,深さ23cmである。

覆土は茶灰色粘質土 (上層),褐色砂質土 (下層)である。遺物には中世土師器,伊万里がある。時期

は18世紀である。

2223号土坑 (S K2223,第 269図 )

S K2222の 西側,X390Y87に 位置する。西側は未調査区,北側 と東側は遺構で切られているが,形

状は長方形であろう。現況は長軸122cm,短軸■8cm,深 さ68cmである。覆土は茶灰褐色土,灰褐色

土で,酸化鉄が混じる。遺物は中世土師器,唐津である。時期は18世紀である。

2232号土坑 (S K2232,第 269図 )

A2地区の南西側,X375・ 376Y100～ 103に位置する。長軸514cm,短軸240cmの長方形で,深さ45

cmである。覆土は茶褐色土,褐色土,黒褐色上で,地山上が混じる。遺物には中世土師器・瀬戸美濃,

越中瀬戸・唐津がある。時期は18世紀以降である。

2253号土坑 (S K2253,第 269図 )

S K2219の 北側,X387Y87に位置する。長軸90cm,短軸80cmの円形で,深さ36cmである。覆土

は茶灰褐色上で,酸化鉄が混じる。上層は少しボソボソの上である。土坑の底から18世紀の伊万里碗

が倒置した状態で出上した。

2454号土坑 (S K2454,第 270図 )

S D2203の 東側,X401・ 402Y106。 107に位置する。長軸217cm,短軸104cmの長方形で,深さ42cm

である。覆土は灰茶褐色上である。遺物には18世紀の唐津がある。

2469号土坑 (S K2469,第 270図 )

A2地区の北西部分,X405。 406Y92に位置し,長軸244cm,短軸222cmの不整円形である。土坑中

央の深さは45cmで,東側 と南側だけが67cmと 深い。覆土は灰茶褐色上である。遺物には中世土師器・

白磁,越中瀬戸・唐津,寛永通宝がある。時期は18世紀である。寛永通宝は,土坑の底から出土した。

2487号土坑 (S K2487,第 270図 )

X407Y93に 位置し,長軸170cm,短軸148cmの方形で,深さ39cmである。覆土は茶褐色土,灰褐

色土,灰茶褐色上で,小礫・地山上が混じる。遺物には縄文土器,中世土師器,越中瀬戸・伊万里が

ある。時期は18世紀である。

2491号土坑 (S K2491,第 270図 )

A2地区の北西部分,X410Y93に 位置する。長軸282cm,短軸167cmの長方形である。覆土は地山
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土と同じ,礫混じりの茶褐色上であるため,土坑の北壁面が明確にできなかった。土坑の底は二段に

なっており,西側で深さ30cm,東側で深さ12cmである。遺物には中世土師器。珠洲,伊万里がある。

時期は18世紀である。

3414号土坑 (S K3414,第 271図 )

A3地区の南端,X313・ 314Y89,90に 位置する。長軸193cm・ 短軸170cmの 円形で,深 さ20cmであ

る。覆土は黒褐色砂質土,黒褐色土,灰褐色粘質上である。壁面はなだらかで,底面は丸 くなってい

る。遺物には中世土師器・瀬戸美濃,伊万里がある。時期は18世紀である。

3549号土坑 (S K3549)

S K3409の 内,X312。 313Y97'98に 位置する。長軸100cm,短軸54cmの楕円形で,深 さ55cmであ

る。覆土は茶褐色粘質土,黒灰褐色粘質上で,小石が混じる。壁面は斜めに立ち上がる。遺物には中

世土師器 。青花,伊万里がある。時期は18世紀 と考える。

4009号土坑 (S K4009)

A3地区の中央西側,X348～ 353Y83・ 84に位置する。西側が未発掘区のため,形状は不明であるが,

2基の土坑が重なっている。南から北へ細長 く延びた,南北870cm,東西295cmの長方形の上坑 (S

K4009)がある。深さ20cmである。覆土は灰茶褐色上の単層である。土坑の底にある柱穴は,土坑よ

り古い。現代の攪乱穴 S K3985が土坑を切る。もう1基の上坑 (S K4009 b)は ,東西426cm,南北390

cmの長方形で,深さ37cmである。覆土は灰褐色上である。両土坑の遺物には縄文土器,土師器・須

恵器,中世土師器・珠洲・瀬戸・信楽 。白磁・青磁,越中瀬戸・伊万里がある。時期は18世紀である。

B地区

4820号土坑 (S K4820,第 202図 )

X288・ 289Y82で検出した正方形に近い長方形の土坑である。規模は南北200cm,東西222cmを測る。

壁の立ち上が りはしっか りしており,床面は平坦である。覆土は上層が砂質土が混じる黒褐色粘質土,

下層が黒褐色粘性砂質上がほぼ水平に堆積する。遺物には15世紀の中世土師器・珠洲・瀬戸美濃,17

世紀の越中瀬戸・唐津がある。

5051号土坑 (S K5051,第 272図 ,図版142)

S D5002の 東側に平行する南北に長い不整形の上坑である。覆上の違いで北側のS K5051bと 南側

の S K5051に 分かれる。 S K5051 bは 南北490cm,東西550cmの正方形に近 く,中央が一段方形に浅

くなる三段掘 り形状 となっている。覆土は上層が暗茶灰色土,下層が褐色粘土ブロックが混じる暗茶

褐色粘質上の 2層で,床面近 くから唐津が出上した。土坑内のS K5090。 S K5327。 S K5848は すべ

て土坑より古い。土坑西側の石列は遺構精査段階から上面で検出できたもので,一段のみのものであ

る。 S D 5002の 東肩に沿って並んでいることから, S D 5002を 意識したものであろう。従って, SD

5002と S K5051bは 同時に存在していた可育を陛も高い。S K5051は 覆上の切 り合いから見ればS K5051

b o S D5002よ り新 しい。規模は南北■m,東西6.lm,深 さ50cmである。覆土は暗茶褐色粘質上が主

体で,こ の層から下駄などの遺物が出土している。この下層に灰色粘質土,青灰色粘質土,褐色粘質

上が堆積する。覆土中には植物遺体が混じり,南側では暗茶褐色粘質上の上層に特に多く植物遺体が

混じる層がある。このことから,遺構の時期,あ るいはそれ以降には遺構内が湿地または澱みになっ

ていたことが窺われる。遺物には土師器・須恵器,中世土師器 。珠洲・越前・瀬戸・瀬戸美濃・青花,

越中瀬戸・唐津 。伊万里,火合,五輪塔・石鉢,木製品 (漆器椀・下駄 。底板),銅銭がある。

5132号土坑 (S K5132,第 246図 )
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東側をS X6390に 西側を暗渠に切られる,長方形の土坑である。東西450cm,深さ50cmを 浪1る 。覆

土は上層が暗褐色粘質土,中層が黒褐色粘質土,下層が黒褐色粘質上である。それぞれに黄褐色粘質

土・褐色粘質土・黒褐色粘質土などが混じり,中・下層には礫が混 じる。S X6390と 床面の高さが同

じであり,東西辺が平行 していることから, S X 6390の 関連遺構の可能性がある。遺物には中世土師

器・珠洲・八尾・越前・瀬戸美濃 。白磁,越中瀬戸・唐津・伊万里,祗石,下駄がある。

5151号土坑 (S K5151,第 246図 )

S K5132の 北側上面にかかって検出した土坑である。長軸440cm,短軸270cmの楕円形で,断面は

レンズ形,深 さ33cmである。覆土は上層が褐色粘質土。暗褐色粘質土,下層が礫を多く含む暗掲色粘

質土である。全体にしまりが悪い。遺物には越中瀬戸がある。

5331号土坑 (S K5331,第 273図 ,図版142)

X260～ 264Y77～ 82で検出した大型の上坑である。規模は南北850cm,東西925cm,深さ24cmであ

る。遺構内は暗渠が十年に走るが,遺存状況は良好である。壁の立ち上が りもしっか りしており,床

面は平坦である。覆土は第 1層黒色土,第 2層 黒茶褐色上で,全体にわたり水平に堆積 している。こ

の土坑 と切 り合 う遺構,あ るいは土坑内にある遺構はほとんどが S K5331よ りも古い。唯一新 しいの

は, S K5333のみである。遺物は中世土師器・珠洲・瀬戸・瀬戸美濃 。15世紀の青磁,唐津,鉄滓が

ある。時期は17世紀前半の唐津が混じることから,中世末から近世初頭 と考える。

5435号・5437号土坑 (S K5435・ S K5437,第 276図 ,図版144)

X250～ 252Y81で検出した楕円形の上坑である。S K5435の 覆上の第 1層 は南北600cm,東 西310cm

の楕円形の範囲で広がるが,音Ь分的に肩が不明瞭となる。第 2層 以下は南北320cm,東西310cmの不

整形であるが,正方形に近い広が りを見せ,覆土は暗灰色粘質土が主体である。北側にあるS K5443

も第 1層下から検出してお り,南側の S K5437も 同様である。このことから3基の上坑は関連した同

時期の土坑とわかる。 S K5437は 南北260cm,東西150cmの楕円形の土坑で, S K5435の床面から深

さ22cmである。覆土は上層が暗灰褐色粘質土,下層が暗黒灰色粘質上である。遺物はS K5435か ら中

世土師器・越前・瀬戸美濃・白磁,越中瀬戸・唐津・伊万里が出上し,時期は17・ 18世紀である。

5436号土坑 (S K5436,第 274図 ,図版144)

X252・ 253Y77～ 79で検出した一辺440cmの正方形の上坑である。北側は S D 5105と 切 り合い,SD

より新 しい。東側は南北に暗渠が走る。壁の立ち上が りは明瞭で,床面も平坦である。覆土は黄褐色

粘質土・責白色粘質土ブロック,炭化物,植物遺体,小礫が混じる灰茶褐色粘質土の単層である。部

分的に最下層に黒褐色粘質上が堆積する。土坑内の遺構は, S K5622を 除いて他はすべて土坑より古

い。この土坑の南には近世の大型の上坑が切 り合いながら一直線に並んでいる。遺物は土師器,中世

土師器・越前・瀬戸美濃・青花,越中瀬戸がある。遺物の下限は16世紀であるが,時期はもっと下る

と考える。

5445号・5474号土坑 (S K5445。 S K5474,第 275図 ,図版144)

S K5436の 南で検出した大型の上坑である。S K5445は S K5474よ り新 しく,規模は南北450cm,東

西590cmの不整形の長方形で,深さは36cmで床面は平坦である。覆土は暗黒灰色粘質土が主体で,黄

灰色粘質土,礫が混じる。土坑内の遺構は土坑より古い。遺物は中世土師器 。瀬戸美濃・白磁・青磁

がある。 S K5474は 北を, S K5445は 東を暗渠に切られているが,平面形は南北が330cmの長方形を

呈すると考える。覆土は上層が暗黒灰色粘質土,中層が暗灰色粘質土,下層が暗黒色粘質土である。

壁の立ち上が りは明瞭で床面も平坦である。深さはS K5445と 同様で36cmである。土坑内の遺構はS
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E5730は 土坑より古いが, S K5483は土坑より新 しい。遺物は中世土師器,伊万里が出上している。

従って, S K5445。 S K5474の 時期は18世紀以降と考える。

5486号土坑 (S K5486,第 277図 ,図版144)

X247Y79で検出した長方形の上坑である。切 り合いはS K5492,S E 5648に 勝っている。規模は南

北255cm,東西200cm,深 さ23cmである。レンズ状に堆積する覆土は大きく2層に分かれる。第 1層

は暗黒灰色粘質土,第 2層が暗黒色粘質上でこの間には部分的に黄灰色粘質上のバンド層が入る。遺

物には青花,唐津がある。時期は17世紀である。

5526号・5527号土坑 (S K5526・ S K5527,第 273図 )

S K5331の 南で検出した土坑である。 S K5526と S K5331と の切 り合いは, S K5331のほうが新し

いと考えたが明確ではない。 S K5527よ りは断面観察から新 しい。どちらにせよこの 3基は時期差は

あまりないと考えている。S K5526は 深さ15cmの浅い土坑で,覆土は上層が黒色土が混じる黄褐色土,

下層が黄褐色土ブロックが混じる黒色土である。遺物には中世土師器,唐津がある。 S K5527は SK

5526内の西側で検出した長方形の上坑である。南側が暗渠に切られるが,南北約260cm,東西約205cm

である。壁は緩やかに立ち上が り,床面は平坦である。深さは40cmで,覆土は上層が黄褐色土ブロッ

クが混 じる黒色上で,下層は黒色粘質上で板状の木製品が混じる。遺物には越中瀬戸がある。

5906号土坑 (S K5906,第 278図 )

X216Y83～ 85で検出した不整形の上坑である。平面形は長楕円形と円形が接合 した形で,床面の高

さも異なっているが,覆土は一挙に埋まった感 じである。南北160cm,東西520cm,深さは32cmであ

る。壁の立ち上が りは東・南は急であるが,北は緩やかである。覆土は暗褐色粘質土・黄褐色粘質土,

黒褐色粘土,灰褐色粘上が混じって不規則に堆積する。遺物には瀬戸美濃,唐津,瀬戸,加工石があ

り,覆上の推積状況からも近世でも新 しい時期のものと考える。

5916号土坑 (S K5916,第 280図 )

S K5906の 西で検出した長方形の上坑である。南北235cm,東西95cm,深さ47cmである。覆土は上

層が黄褐色粘質上が混じる暗灰褐色粘土,下層が黒褐色粘上が混 じる,直径3cm～ 4cm大の礫層であ

る。覆上の状態から近世でも新 しい時期 と考えられる。遺物には越中瀬戸・唐津・伊万里がある。

5957号・5958号土坑 (S K5957・ S K5958,第 279図 ,図版143)

X220Y75～ 77,S D 5936・ S D 5982の 上面で検出した土坑である。S K5957は 南北250cm,東西265

cmの正方形に近い平面形で,深さは60cmと 深い。壁の立ち上が りはしっか りしており,北西隅が一

段浅 くなっているものの,床面は平坦である。覆土は主に暗褐色土,黄褐色土,褐色土,黒色上の混

土で,最下層に粘性の強い黒褐色粘土が堆積する。東に接するS K5958は 南北が290cmで,こ れも正

方形に近い平面形になると考える。北の S K5983よ りも古 く,東の S K5965。 S K5984よ りも新 しい。

壁の立ち上が りはしっか りしており,床面は S K5957に 比べ10cm浅 くなるものの平坦である。覆土は

暗褐色粘質上が主体で,下層には黄褐色上の混じる黒褐色上が堆積する。 S K5957の 最下層のような

均質な黒褐色土は部分的にしか見られない。西側には床面にまで達する三段の石列を伴う。石列は外

側に向かってやや弧を描き,夕M員」に面を取っている。石列の外側にはS K5966の 覆上が堆積する。 S

K5966は 当初,石列西の楕円形の上坑 と考えたが,断面観察からS K5957と S K5958の 境を埋める埋

上の一種でなかろうかと考える。上層は暗褐色粘質土が混じる責褐色粘質土,下層は下部に直径10cm

～30cmの礫を敷き詰めた,黄褐色粘質上が混じる暗褐色粘質上である。下層はS K5957と S K5958の

床面の高さの違いを水平にならしている。従って, S K5957・ S K5858は 同時に作られたものであろ
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うと考え, またこれらはS B165に 代鳥するものであろう。遺物はS K5957か らは中世土師器・珠洲・

瀬戸美濃,唐津が, S K5958か らは中世土師器・珠洲・越前・瀬戸・瀬戸美濃・青花がある。時期は

16世紀末から17世紀前半である。

5973号土坑 (S K5973,第 280図 )

X220Y98,S D 6006の 上面で検出した楕円形の土坑である。深さは45cmで,壁は西側以外は直角

に立ち上がる。覆土は炭化物,黄褐色粘土,礫が混じる暗褐色粘上である。遺物には中世土師器・珠

洲,唐津 。伊万里がある。時期は18世紀～19世紀である。

5990号土坑 (S K5990,第 281図 ,図版146)

X224～ 226Y74～ 77で検出した大型の長方形の土坑である。南東I島 には溝状の張 り出し(S K6018)

をもち,縁辺に石列を伴 う。土坑中央に散在する石は並んでいた石が動いたものであろう。他の遺構

との関係は南のS D 5986, S D 5982よ りは新 しく,北の S D 6034な どは切 り合いでは溝が切っている

が,断面観察から同時期に存在していた時期 もあると考えている。規模は南北820cm,東西860cm,深

さ48cmである。南東部で一部深 くなるところはあるが,概して床面は平坦である。壁は緩やかに立ち

上がる。基本覆土は第 1層黒褐色土,第 2層暗褐色粘質土,第 6層暗褐色粘土,第 11層黒褐色粘上で

ある。東半部には第 6層 と第■層の間に褐色粘土,粘性の強い暗灰褐色粘土,明責褐色砂質土などが

見られ,こ れは取 り水口と推定される南東隅に近いためかと考える。南東部に見られる石列は,遺構

の内側に向かって面を揃え,地山直上に置かれるか, または暗褐色粘質土によって埋められている。

これに対し,北の東西石列は第 4層上に並べて上面を遺構検出面と同じ高さにし, S D 5034な どの方

向に面を揃えている。つまり,南東部の石列はあくまでも遺構の縁辺をかためるために設置し,北側

の石列は第 4層が埋まった後,溝を意識して設置したことになる。従って,北側の石列は溝に伴 うも

ので,覆上の第21・ 24層 はその埋土と考えたい。土坑の性格 としては,縁辺の石列,取 り水日遺構を

伴うこと,覆土が水性堆積状であることから園地状の遺構 と考えたい。遺物には中世土師器・珠洲・

越前・瀬戸美濃 。青磁 。青花,越中瀬戸・18世紀の唐津 。伊万里,石臼・五輪塔がある。

5991号土坑 (S K5991,第 278図 ,図版145)

X223Y78・ 79で検出した長方形の上坑である。周囲の S K6556・ S K6579。 S K6543よ りも新 しい。

規模は南北240cm,東西323cm,断面は逆台形で深さ35cmである。覆土は上層は褐色粘質土または暗

褐色粘質上で,下層になると黒褐色粘土,暗褐色粘上が水平堆積する。覆土中には,上面から多量の

石が混じっており,10cm～ 50cm大のものがある。これらの石はほとんどが上層中に含まれ,床面に

達するものがないことから,土坑廃棄時に一括して投げ込まれたものであろう。遺物には中世土師器・

青花,越中瀬戸 。唐津,石臼がある。

5997号土坑 (S K5997,第 280図 )

X223Y84で検出した不整形の上坑である。規模は南北455cm,東西240cm,深 さは20cmである。覆

土は暗灰褐色粘土の単層であるが,壁の立ち上が りは明瞭で床面も平担である。西側で切 り合うSE

6001に は勝っているが,同一個体の破片が出上していることからS E 6001は 土坑に伴 う遺構である。

遺物には中世土師器・瀬戸美濃,越中瀬戸 。伊万里がある。

6042号土坑 (S K6042,第 282図 )

X226Y85,S D 6036に 沿って検出した土坑である。規模は南北150cm,東西225cmの長方形で,深

さは15cmである。西の S K5043に は切 り合いで勝つが,ほ とんど同時期のものであろう。覆土は黄褐

色粘質上が混じる暗褐色粘質上の単層である。遺物には中世土師器,唐津がある。
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6047号土坑 (S K6047,第 282図 )

S K6045の 西で検出した土坑である。南北195cm,東西370cmの長方形を呈し,深 さは31cmである。

壁の立ち上が りはしっか りしてお り,床面は平坦である。S K6068は この床面で検出したものである。

北のS K6048。 S K6049よ り新 しい。覆土は暗褐色粘質土の単層で,遺物は越中瀬戸・唐津・伊万里

がある。

6048号土坑 (S K6048,第 282図 )

S K6047の 北で重複する土坑である。北側部分は圃場整備による段のため消失する。西はS K6049

と接する。 S K6049と は上層に同じ覆土が堆積 していることから,時期的に変わらないと考える。覆

土は第 1層が暗褐色粘質土,第 2層以下は黒褐色粘質土が堆積する。遺物には瀬戸美濃,唐津がある。

6100号土坑 (S K6100,第 283図 ,図版147)

X228～ 231Y88～ 90で検出した大型の上坑で,中世後半の土坑 と近世のものが重複 している。中世

後半の上坑は南側に遺存し,深さが 8 cmと 浅い。覆土は褐色粘質上である。遺物には珠洲・越前,茶

臼などがあり,時期は16世紀である。近世の上坑は規模が南北 5m,東西 5mのやや歪んだ方形であ

る。壁は緩やかに立ち上がる形状で,床面は南よりの中央が一段下がる。深さは37cmである。覆土は

第 1・ 2層 が褐色粘質土,一段下がった所に堆積 している第 3層は黒褐色粘質上である。東側を中心

に大礫が多く混じり,中には石臼片,切石片がある。地山直上からは越中瀬戸が出上しており,こ の

他に唐津・伊万里がある。時期は17世紀後半である。

6109号土坑 (S K6109,第 284図 )

X234Y76・ 77で検出した長方形の上坑である。東側が暗渠に切られていて東西の規模は不明,南北

は170cmで ある。壁の立ち上が りは明確で,深さは40cmである。土坑内の S K6755。 S K6757と の切

り合いは, SKの ほうが新 しい。床面は平坦,覆土は暗褐色粘質上の単層である。遺物には中世土師

器,唐津・伊万里がある。時期は18世紀である。

6120号土坑 (S K6120,第 285図,図版145)

X231・ 232Y84～ 87で検出した不整形の土坑である。覆土の違いによって任意にaか らeに分けた。

aの北とeの南は近代の攪舌とによって, aの 西側は暗渠によって切られている。一番プランがしっか

りしているのは aで,他よりも床面が10cm深 く,壁の立ち上が りもしっか りしている。覆土は主に上

から第 1層暗褐色粘質土,第 2層黄褐色粘質土,第 3層細砂礫が混じる黒褐色土,第 5層礫が混じる

暗褐色粘質土,第 4層黒褐色粘質上が堆積する。第 1～ 第 3・ 5層はレンズ状に堆積 し,第 4層のみが

水平堆積する。礫が混じる覆土をもつのは aのみである。他の b～ eは平面形は不規則で,深さも浅

い。大きく時期差をもって切 り合っておらず,性格をもつ施設とは考えられない。遺物は全体から中

世土師器・珠洲・越前・瀬戸美濃 。青花,唐津・伊万里,火合,漆器,銅製品が出上している。時期

は17世紀である。

6121号土坑 (S K6121,第 284図 )

X234・ 235Y86・ 87で検出した長方形の上坑である。南北405cm,東西233cmを測る。他の遺構 との

切 り合いは, S K6777。 S K6883以 外はすべて土坑が勝っている。覆土は南側 と北側では異なった様

相が見られる。南側は主に上から責褐色砂質土,黒褐色粘質土,灰褐色粘質土,黒褐色粘質土,黄褐

色粘質土,黒褐色粘質土がレンズ状に堆積する。しかし,北側は褐色粘質土,暗褐色粘質土,責褐色

粘質土などが不規則に堆積する。プランが同じであるが別の遺構が切 り合っている可能性もある。遺

4/4は 中世土師器・珠洲,唐津・伊万里がある。
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6217号土坑 (S K6217,第 282図 )

X240Y76で検出した長方形の土坑である。この地区は遺構の密度が籾密なところであるのに対 し,

この上坑の周囲には遺構が少ない。規模は南北225cm,東 西145cmで平面形はきっちりしており,壁
の立ち上が りもしっか りしている。覆土は上層が責褐色粘質土ブロックが混じる暗褐色粘質土,下層

が黄褐色粘上で,深さ40cmである。遺物には18世紀の瀬戸があり,覆上の様子から見ても極めて新 し

い時期のものであろう。

6219号土坑 (S K6219,第 286図 )

X241Y83,S D 6096の 東で検出した長方形の上坑である。南北185cm,東西150cm,壁の立ち上が

りはしっか りしてお り,床面は平坦,深 さは67cmである。覆土は第 1層が小礫の混じる暗褐色粘質土,

第 2層 が酸化鉄を含む暗褐色粘質土,第 3層が黒褐色粘質土,第 4層が茶掲色粘質土である。第 1・

2層はレンズ状に堆積するが,第 4・ 5層は水平堆積する。遺物には中世土師器,越中瀬戸・唐津・伊

万里がある。時期は18世紀である。

6274号土坑 (S K6274,第 286図 )

X245。 246Y81～ 83,B2地区とB2N地 区の境で検出した土坑である。北側が暗渠で切られており,

全形は不明である。遺構の切 り合いは S E 5737に は負けるが, S D6096。 S E 6255に は勝っている。

土坑内部からは多量の大小の礫を検出したが,西側縁辺では石列を形成している。あまり整然とは並

んでおらず,面 を取る方向もどちらかと言えば内側に向かっているといった状態である。しかし,中

央に散在する礫 も当初は石列を形成していたものと推察している。西縁辺に堆積する均質な褐色粘質

土 (第 5・ 12層)はその埋土で,石は地山直上から並んでおり, 1～ 2段の石列であったようである。

石列内の覆土は上層が暗掲色粘質土で,下層がしまりの悪い混上のない暗褐色粘質土である。遺物に

は中世土師器 。越前・瀬戸,越中瀬戸・唐津・伊万里がある。時期は17世紀～18世紀である。

6279号土坑 (S K6279,第 286図 )

S K6219の 東で検出した長方形の土坑である。南北120cm,東西140cm,深さは53cmで床面はやや

九い。覆土は上から砂粒の混じる灰褐色粘質土,暗褐色粘質土,明褐色粘質土である。軸方向が違う

が,形態的にS K6219と 似ている。遺物には18世紀の瀬戸がある。

6282号・6298号土坑 (S K6282。 S K6298,第 291図 )

X242Y86・ 87で検出した土坑群の一つである。 S K6282は S K6298を 埋めてつ くっており,規模は

南北250cm,東西295cmで,床面では正方形に近い。壁の立ち上が りはしっか りしており,深さは35

cmである。覆土は黒褐色粘質土の単層で,床面。壁面の直上には貼床状の砂礫混じりのしまった褐色

粘質土が堆積する。 S K6298は S K6282と 南北幅が同じで,床面がやや深いものの大きな差はない。

同時に掘 り上げてS K6298の 部分を埋めて, S K6282を つ くった可能性が高い。またS K6282は SB
156に伴う遺構の可能性も考えられる。S K6298の 覆土はS K6282の 壁面に近い層,及び上層に礫の混

じる黒褐色粘質土が堆積 し,そ の下層には多種の上が混じる暗褐色粘質上が堆積する。遺物はS K6282

から中世土師器・瀬戸美濃・信楽,越中瀬戸,III禍がある。 S K6298か らは中世土師器・珠洲,伊万

里,III禍がある。

6286号・6287号土坑 (S K6286・ S K6287,第 288図 )

S K6287は X243・ 244Y87・ 88で検出した不整方形の上坑である。 S K6286は S K6287と 重複 してお

り,西側の部分検出である。 S K6287は 東西が225cmで,南端が暗渠に切られる。覆土は上層が砂粒

の混じる黒褐色粘質土,下層が黒褐色粘質土, または部分的に黒褐色土粒・焼土粒が混じる掲色粘質



土である。この上下層の間には貼床状に黄褐色粘質土層が薄 く堆積する。遺物は中世土師器・珠洲・

瀬戸・瀬戸美濃,唐津がある。

6292号土坑 (S K6292,第 291図 )

S K6282の 南に位置する土坑で,東西辺は平行で,東辺は面を合わせている。南北372cm,東西293

cmの整然とした長方形で,S B156に伴 う。壁の立ち上が りはしっか りしており,床面はほぼ平坦で

ある。覆土は上層に東側を中心とした,焼土が全 く混じらない黒褐色粘質上が堆積 し,中層には西側

からの焼土・炭化物層の流れ込みが見られる。下層には焼土・炭化物の混じる黒褐色粘質土が堆積 し,

最下層には再び焼土・炭化物層が中央を中心に堆積する。炭化物は藁状のものが多く混じる。遺物に

は中世土師器,切石がある。

6305号土坑 (S K6305,第 291図 )

S K6292の 東に位置する土坑で,南北辺が平行 している。南北333cm,東西240cmの規模で,同 じ

く整然とした長方形を呈する。遺構の切 り合いはS K6300。 S E 6306・ S K6307に 負ける。覆土は褐

色粘質上が混じる責褐色粘質土が主体で,部分的にその下に黄褐色粘質土が混じる暗褐色粘質上が堆

積する。最下層の床面・壁面の直上には貼床状の暗褐色粘質上が薄 く堆積する。床面は平坦で,深さ

は35cmである。遺物には中世土師器・珠沙H,切石,鉄製品がある。

これらS K6282・ S K6292・ S K6298・ S K6305の 4基の土坑及び周囲の遺構は,一連の作業場的

空間を形成していたものと考えている。

6310号土坑 (S K6310,第 288図 ,図版147)

X233・ 234Y92・ 93で検出した大型の長方形の土坑である。西側を走るS D 6282 bは 土坑より新 しい。

また,東辺の北半分はわずかであるが暗渠に切られる。規模は南北520cm,東西205cm,深さ22cmで

プランは整っている。覆土は基本的に 3層で,上層が黄褐色粘質土が混じる黒褐色粘質土,中層が黄

褐色粘質上が混じる暗褐色粘質土,下層が藁・木片状の炭化物が混じる黒褐色炭化物層である。下層

の黒褐色炭化物層が土坑の特徴で,床面のほぼ全体に見られる。藁状の炭化物であることから,遺構

の性格 として作業場,馬小屋などが想定されよう。遺物は中世土師器・越前,唐津・伊万里がある。

6335号土坑 (S K6335,第 287図 ,図版148)

X233・ 234Y92・ 93, S D6012の 東側で検出した土坑である。南北400cm,東西350cmを測るが,軸

方向が歪んでいるためか平行四辺形となっている。他の遺構 との切 り合いは, S D 6359, S K6799以

外にはすべて負けている。壁の立ち上が りはしっか りしており,床面は平坦である。覆土は大まかに

上層が砂礫の混じる暗褐色粘質土,中層が灰状炭化物主体の炭化物層あるいはこの下に部分的に堆積

する責褐色粘質土層,黄褐色砂層,下層は焼土が10%～ 30%混 じる暗褐色粘質土層である。床面・壁

面には焼けた痕跡はない。覆上の炭化物・焼土,及び姑蝸・羽口が出上していることから,上坑の性

格 として作業場が考えられる。下層が水平堆積 しており,中層に貼床状の覆土があることから,作業

床面は上層の下面と推測する。炉及び付属施設などは検出されなかった。他の遺物には土師器,中世

土師器・越前・瀬戸,越中瀬戸・唐津,鉄製品がある。

7114号土坑 (S K7114,第 289図 )

X21lY82～ 85で検出した束西に細長い長方形の土坑である。規模は東西850とm,南北180cm,床面

は所々浅 くなっており,深さは最深部で20cmである。他の遺構 との切 り合いから見て最 も新 しい。覆

土は全体にわたって砂礫の混じる暗茶褐色土が薄 く堆積 し,その下層は茶掲色土・暗茶褐色上が堆積

する。遺物には中世土師器・珠洲・越前・白磁・青磁,越中瀬戸・唐津・伊万里がある。時期は17世
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紀・18世紀である。

7119号土坑 (S K7119,第 289図 )

S K7114の 南側下層で検出した円形の上坑である。直径107cmで底は平坦,深さは47cmである。南

西の楕円形の上坑 SK7120よ りは新 しい。覆土は上から責掲色土混 じりの暗茶褐色土,黄橙色砂質土と

責橙色粘質上の混土,小礫混じりの暗黄色砂質上である。遺物には越中瀬戸がある。

7155号土坑 (S K7155,第 290図 )

X21lY90,S D 5910と S D5986の 間で検出した長楕円形の土坑である。この溝間の一帯は比較的遺

構が少ない。規模は長軸300cm,短軸155cmを測る。覆土は小礫の混じる黒褐色粘質上の単層で,深

さは17cm,床面は平坦である。遺物には縄文土器,中世土師器,唐津・伊万里がある。時期は18世紀

である。

7180号土坑 (S K7180,第 292図 )

X203～ 205Y81～ 85で検出した大型の浅い土坑である。浅いために北肩が不明瞭であるが,長方形

を呈すると考える。規模は南北850cm,東西約1050cmで,西側はS D 7181に 負ける。覆土は黒灰色粘

質上の単層で,床面はほぼ平坦である。土坑内部で明確な遺構 と考えたものはS K7182と 南東隅で検

出した井戸のみで,区画から見ても建物が存在していた感もある。東西辺が S D 5910と 平行 している

ことから同時期のものであろう。遺物には中世土師器・珠洲・瀬戸美濃,越中瀬戸・唐津・伊万里が

あり,時期は17世紀～19世紀である。

7182号土坑 (S K7182,第 292図 )

S K7180の 内部西側で検出した長方形の上坑である。 S K7180に 伴 うものと考えており,規模は南

北405cm,東西約505cmである。覆土は黒褐色粘質上の単層で,深さは S K7180の 床面から20cmであ

る。床面は平坦で,部分的に礫が集積状 となっている。遺物には中世土師器・珠洲・瀬戸・瀬戸美濃,

越中瀬戸・唐津・伊万里がある。時期は17世紀 。18世紀である。

7199号土坑 (S K7199,第 293図 )

X194・ 195Y76・ 77, S D 7200の 上面で検出した土坑である。周囲には同様のS K7201, S K7355が

あり,切 り合いはS K7201に 負ける。規模は南北約570cm,東西422cmで不整形である。深さは68cm

で,床面は平坦でS K7201の 床面より低い。覆土は黄褐色粘質土ブロック層に黒褐色粘質土が混じる

とである。遺物は中世土師器・珠洲,越中瀬戸・唐津・伊万里がある。時期は17世紀～19世紀である。

7201号土坑 (S K7201,第 293図 )

S K7199の 南に位置する土坑で,周 囲の遺構 との切 り合いでは一番新 しい。規模は南北584cm,東西

692cmの長方形である。床面はほぼ平坦であるが,南側がやや深 くなる。北側の覆土は茶褐色粘質土

と責褐色粘質上の板状ブロックが混じる黒灰色粘質土である。南側は東の S K7355の 床面と同じ深さ

で,黒茶色粘質土とその下層に板状の黄褐色粘質土ブロックが混 じる黒灰色粘質上が堆積する。一部

上面にはS K7355と 同じく茶黒色粘質上が堆積 しており,床面も同じことから関連遺構の可能性が高

い。遺物は中世土師器・珠洲・越前・瀬戸 。瀬戸美濃・加賀・青花,越中瀬戸・唐津・伊万里がある。

時期は18世紀である。

7218号土坑 (S K7218)

X200Y82で検出した長方形の土坑である。規模は南北205cm,東西150cmで壁の立ち上がりはしっ

かりしており,床面は平坦である。覆土は第 1層が礫層,第 2層が礫の混じる暗茶褐色粘質土,第 3

層が暗責褐色粘質上である。遺物には中世土師器,越中瀬戸・唐津がある。時期は18世紀である。
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7223号土坑 (S K7223,第 295図 )

S K7218の 西側で検出した不整形の上坑である。北側は不明確で,西側はS K7222に 切られる。覆

土は暗黄褐色土である。遺物には珠洲,唐津・伊万里,祗石がある。時期は18世紀である。西のSK

7222・ S K7221と は切 り合いがあるが,ほ とんど同時期の遺構 としたい。 S K7221は S K7222に 切 り

合いで負け,遺物も中世土師器が出上しているが床面がほとんど変わらないことからも当時期の遺構

であろう。

7224号土坑 (S K7224,第 295図 )

S K7222の 西で検出した不整形の上坑である。東西220cm,南北約95cm,深さ18cmである。西狽Jの

一部には集石が見られる。覆土は礫の混じる茶褐色粘質上の単層で,特に西側に礫が多い。遺物には

唐津がある。

7231号土坑 (S K7231,第 294図 )

X203Y79で検出した長楕円形の上坑である。北端の S E 7232に は切 り合いでは勝っている。規模は

南北288cm,東西170cmで ,深さは北側が底が丸 くて一段深 く,55cmで ある。覆土は上面に薄 く小礫

の混じる黒灰色粘質土が堆積 し,その下層には小礫の混じる茶灰色粘質上,最下層には小礫の混じる

黒灰色粘質土となる。遺物には中世土師器・越前,越中瀬戸 。唐津 。伊万里,石臼がある。

7253号土坑 (S K7253,第 294図 )

S K7218の 南東で検出した長方形の上坑である。規模は南北148cm,東西180cmで断面形は落ち込

み状である。覆土は小礫の混じる茶褐色粘質土が主体で,深さは最深部で22cmである。遺物は中世土

師器・珠洲,越中瀬戸がある。

7300号土坑 (S K7300,第 290図 )

X2■・212Y97で検出した方形の上坑である。南の S K7301に は切 り合いで勝つ。規模は南北208cm,

東西230cmで深さは14cmと 浅 く,廉面は平坦である。覆土は黒褐色粘質上の単層である。遺物には中

世土師器・珠洲・入尾・越前,越中瀬戸,羽 目がある。

7302号土坑 (S K7302,第 290図 )

X2■～213Y95。 96で検出した不整方形の上坑である。中央を南北に S D 7319が 走 り,土坑の南端で

はその上面に集石が見られた。 S D 7319は 土坑より新 しく,土坑内の S E 7465は 土坑より古い。規模

は南北400cm,東西305cmで壁は緩やかに立ち上がり,深さは28cmである。覆土は黄褐色土ブロック

が混じる黒褐色粘質上で,最下層に薄 く礫の混じる黄褐色砂質上が堆積する。遺物には中世土師器・

珠洲・越前,唐津,羽 口がある。

7325号土坑 (S K7325,第 294図 )

X207Y80で検出した長方形の柱穴である。断面に柱痕が見られるが,建物の規模が不明確のためこ

こで述べることにする。規模は南北130cm,東西60cm,深さ50cmである。覆土は黄黒褐色土と茶黒褐

色上が水平堆積する所に,黄黒褐色土・茶褐色土・褐色上の柱痕が残る。柱痕は上面で直径37cm,底

で直径12cmを 浪1る 。覆土中からは中世土師器 。青花,越中瀬戸。伊万里が出上している。時期は17世

紀～18世紀である。

7355号土坑 (S K7355,第 293図 ,図版149)

S D 7300の 上面に重複する長楕円形の上坑である。南北は560cmを測 り,深さは44cmで床面は平坦

である。覆土は上面に茶黒色粘質上が堆積 し,その下層には順に暗茶黒色粘質土,黒灰色粘質土,砂

礫層となっている。 S K7199と 切 り合 う付近では南北に並ぶ 7個の石列が見られ,上面はほぼ黒灰色

をδθ



粘質上の上面にそろっている模様である。その東側には集看 も見られる。従って,西側の S K7201や

S K7199と は切 り合いが見られるものの同時期の関連遺構 と考える。遺物には中世土師器,越中瀬戸・

唐津 。伊万里があり,時期は18世紀である。

7510号土坑 (S K7510,第 296図 ,図版149)

X183～ 188Y89,調査区東際で検出した長方形の土坑である。一部検出で東側は調査区外へ廷びる。

規模は南北10.3m,深 さ52cmで壁の立ち上が りはしっか りしてお り,床面は平坦である。主軸は西に

あるS D 7535と 平行 しており,同時存在の可能性がある。多数の遺構 と切 り合 うが,ほ とんどの遺構

が土坑に勝っている。その中には土坑に伴 うものもあると考えるが,建物までの検討にはいたらなか

った。覆土は基本的には第 1層黄茶褐色土粒が混じる暗茶褐色粘質土,第 2層 暗茶褐色上が混じる責

褐色粘質土,第 3層黄褐色土が混じる焦茶色粘質上であるが,南側半分では第 2層が見られなくなる。

土坑内の遺構には第 2層上面から掘 り込む S K7625や S K7627があり,こ れらは土坑に伴う遺構であ

ろう。遺物には中世土師器・珠洲・瀬戸美濃 。青磁,越中瀬戸・唐津,茶臼・石鉢がある。時期は16

世紀後半～17世紀である。

7593号土坑 (S K7593,第 296図 )

X180Y86で検出した長方形の上坑である。規模は南北105cm,東西157cmで ある。壁の立ち上が り

はしっか りしており,深さは47cmである。底は東に向けて深 くなる。覆土は上層が茶褐色上が混じる

責褐色粘質土,中層が黄褐色粘質土が混じる茶褐色粘質土,下層が茶褐色粘質土である。遺物には唐

津がある。

76■号土坑 (S K7611,第 296図 )

X170Y86で検出した方形の上坑である。周囲には多数の井戸が散在するが,そ の西側は遺構の空白

地帯となっている。西肩で切 り合 うSE7623は 土坑に負けているが,唐津が出土しており同じく近世の

井戸である。規模は南北190cm,東西195cmで,床面は西側がやや深 くなる。深さは45cmである。覆

土は礫の混 じる暗茶掲色土で最下層には黒褐色粘質土が堆積する。遺物には越中瀬戸・唐津がある。

時期は17世紀である。

7805号土坑 (S K7805,第 298図 )

X174・ 175Y74で検出した長方形の土坑である。S K7806に 切 り合いで勝つ。規模は南北322cm,東

西120cm,深さ22cmである。床面は平坦で,覆土は暗茶褐色粘質土,灰茶褐色砂質土が堆積する。北

側,西南側には集石状に礫の堆積が見られる。遺物には越中瀬戸・唐津・伊万里がある。

7806号土坑 (S K7806,第 298図 )

S K7805の 西で検出した上坑である。S K7805に 切られるため全長は不明である。深さは35cm,覆

土は灰茶褐色砂質土で黒褐色粘質上が帯状に混じる。遺物には唐津・伊万里がある。

7810号土坑 (S K7810,第 298図 )

X174Y71で検出した長方形の上坑である。S D 7960に は切 り合いで勝つ。南北245cm,東西125cm,

深さ18cmである。覆土は上層が茶褐色粘質土,下層が暗茶褐色粘質土でともに黄褐色土が混じる。北

側には部分的に礫の堆積が見られる。遺物には中世土師器・珠洲,越中瀬戸がある。

7820号土坑 (S K7820,第 297図 )

S D 7200と S D 7520の 間の地区,X191・ 192Y73。 74で検出した土坑である。北側はS K7821に 切ら

れ,南側は攪乱が入 り, S D 7520と の切 り合いは不明である。 S E 7822・ S E 7830に も肩を切られる。

平面形は不整形で東西は315cmである。床面は平坦で,覆土はレンズ状に 3層 が堆積する。上から黒
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褐色粘質土,黄褐色粘質土ブロックが混じる黒褐色粘質土,黄褐色土が少量混じる黒灰褐色粘質上で

ある。遺物には中世土師器・瀬戸美濃,越中瀬戸・伊万里がある。

7821号土坑 (S K7821,第 297図 )

S K7820の 北で検出した長方形の上坑である。S K7820よ り新 しい。規模は南北300cm,東西240cm,

深さ30cmである。床面は平坦で,覆土は黄灰褐色粘質土と黒灰褐色粘質上の混上の単層である。遺物

には中世土師器 。瀬戸美濃,越中瀬戸・唐津・伊万里,石鉢がある。時期は18世紀である。

8000号土坑 (S K8000,第 298図 ,図版150)

X172Y72～ 74で検出した東西にやや長い楕円形の上坑である。規模は南北260cm,東西540cm,深

さ35cmで,床面は平坦である。西側は攪乱を受けており,南側は S K8001に 切 り合いで勝つ。内部で

はS E 8022を 検出したが,これは土坑よりも古いものである。覆土は主に礫の混じる黒褐色粘質上の

単層で,小礫が南肩から流れ込むような形で堆積する。南側上面には一部茶褐色砂礫層が堆積する。

北壁に沿って長さ約50cm大の 9個の河原石を 1列に並べており,東隅の石の隙間には石臼片と2個の

河原石を埋めている。石の上面は土坑の上場に合わせて揃えてあり,土坑の深さに合わせて石の大き

さを選別 したことがわかる。遺物には中世土師器・珠洲 。青磁,越中瀬戸・唐津 。伊万里,石臼,鉄

滓がある。時期は17・ 18世紀である。

8001号土坑 (S K8001,第 298図 )

S K8000の 南で検出した土坑である。S K800α  S K8002に 切 り合いで負け,こ れより床面が低い。

規模は約南北290cm,東西240cmの長方形の上坑である。壁の立ち上が りはしっか りしており,深さ

は最深部で55cmを 測る。南東隅の S E8005は 土坑より新 しい。覆土は黒褐色粘質上に黄褐色粘質土の

ブロックが混じる土と黒褐色粘質土が堆積する。南西の上面には礫の堆積が見られる。遺物は中世土

師器・珠洲・越前,越中瀬戸 。唐津がある。時期は16・ 17世紀である。

8002号土坑 (S K8002,第 298図 )

S K8001の 南上面で検出した不整形な土坑である。規模は南北約275cm,東西約370cmである。北

側には溝状に異なる覆上が堆積 し,別遺構が切 り合っているものと考えるが,プラン,切 り合いに不

明瞭な点が多い。覆土は北側の溝状部分には黒褐色粘質土,黒褐色粘質土と黄褐色粘質土ブロックの

混土,茶灰色粘質上が堆積 し,他のほとんどは小礫の混じる黒褐色粘質上が堆積する。遺物には中世

土師器・珠洲・瀬戸・青磁,越中瀬戸 。唐津・伊万里が出上している。時期は18世紀～19世紀である。

8003号土坑 (S K8003,第 298図 )

S K8002の 東で検出した長方形の土坑である。南北125cm,東西160cmで,西肩の立ち上が りはほ

とんどない。覆土は黒褐色粘質上で,上面には砂礫,黄褐色粘質上が混 じる。遺物は16世紀末の中世

土師器・珠洲が混じるが,周辺の遺構 との関連から近世の遺構 とする。

8080号土坑 (S K8080,第 298図 )

X186Y66,B3地区の西際で検出した長方形状の上坑である。西側は調査区外へ延び,南側は暗渠

に切られる。北側はS K8091に 切られるが,壁の立ち上が りはしっか りしており床面も平坦である。

覆土は茶褐色土が主体で,こ れに黒褐色土や黄褐色上が混じり合 う土である。遺物には中世土師器,

唐津・伊万里がある。時期は18世紀である。

8644号土坑 (S K8644,第 299図 )

X210Y65で検出した長方形の土坑である。南の浅いS D8643,S K8666よ り新 しい。規模は南北220

cm,東西200cm,深 さは18cmである。覆± 1よ 上層が礫 と茶褐色粘質上が混じる黒褐色粘質土,下層が
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暗黒褐色粘質上である。上層には南側を中心に多量の礫が混じる。遺物には越中瀬戸がある。

8688号土坑 (S K8688,第 299図 )

X193Y62,調査区西際で検出した楕円形の上坑である。南北110cm,東西約70cm,深さは 8 cmと

浅い。覆土は黄褐色粘質土ブロックが混じる茶褐色粘質上の単層である。遺物には白磁,越中瀬戸が

ある。時期は17世紀である。

8712号土坑 (S K8712,第 299図 )

X192Y65,S D 7520の 上面で検出した土坑である。断面観察から柱穴の可能性があるが,こ こで述

べてお く。規模は南北100cmで,東側は調査区外へ延びる。深さは65cmである。覆土は礫の混じる暗

茶褐色粘質土に柱痕 と考える黒褐色粘質土が円筒形に堆積する。柱痕は上面で直径38cm,底で直径22

cmを測る。遺物には青磁,伊万里がある。

8934号土坑 (S K8934,第 300図 ,図版153)

X162・ 163Y78～ 80で検出した長方形の上坑である。規模は南北305cm,東西645cm,深 さ35cmで

ある。壁の立ち上が りはしっか りしてお り,床面は平坦である。床面ではS K8937な ど2基の穴を検

出したが,いずれも土坑 と同時期か,以前のものである。東肩で切 り合 うS E 8935, S E 8936と の切

り合いはあまり明確ではなく,同時期あるいは若千新しいと考えている。覆土はしまった黒褐色上の

単層で,南側上部から遺構外の南1.5mの 範囲には黄褐色土。炭化物が微量に混じる暗茶褐色上が堆積

する。遺物には15世紀後半の中世土師器・珠洲 。16世紀の瀬戸美濃・青花,17世紀前半の越中瀬戸が

ある。時期は15世紀～17世紀である。

8942号土坑 (S K8942,第 299図 )

S K8934の 北で検出した不整形の上坑である。規模は南北最大幅160cm,東西455cmである。深さ

は55cmで,西側のアメーバー状に広がる部分は浅い。壁は南壁がほぼ垂直に立ち上がるのに対し北側

は緩やかで,断面は逆三角形状 となっている。覆土は深い部分は黒褐色土で,こ の下層に堅 くしまる

暗黄褐色上が堆積する。浅い部分は暗茶褐色土で,上面にはレンズ状に焼土・炭化物が多量に混入す

る黒褐色上が堆積する。遺物は唐津のみである。

8966号土坑 (S K8966,第 301図 ,図版153)

S K8952の 南で検出した不整形の大型の上坑である。複数の土坑が切 り合った形に見えるが,断面

観察では大きな変化は見られない。規模は南北6.7m,東西14.5m,深 さは東から西にかけてだらだら

と深 くなり48cmである。覆土は暗茶褐色土が主体で,部分的に責褐色土が混じり,西側上面には西か

らの砂礫の混じる暗黄褐色上の流れ込みが観察できる。土坑の肩にかかる柱穴はほぼ同時期 と考えて

おり,土坑は建物に伴 う遺構 と考えている。床面及び肩で検出した井戸は,覆土の様子から土坑より

古 く,15世紀・16世紀の遺物が出土している。土坑からは,15世紀～16世紀の中世土師器・珠洲・瀬

戸美濃・志野・16世紀の自磁・15世紀の青磁,17世紀の越中瀬戸・唐津,石臼・石鉢が出土しており,

時期は15世紀～17世紀である。また,中世後半で扱ったS K8952と は位置的に互いを意識した位置関

係にあり, S K8952の時期がやや新 しくなり,同時期に存在 していた可能性もある。総体的にこの地

区の遺構は15世紀～17世紀の時期に集約されており,特に土坑は大きな時期差はなく,それぞれが関

連をもった遺構であろう。

C地区

9127号土坑 (S K9127,第 302図 ,図版154)

X145Y71で検出した浅い長方形の上坑である。規模は南北244cm,東西180cm,深さ15cmである。
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壁の立ち上が りは緩 く,床面も平坦ではない。覆土は上面に薄 く黒褐色土が堆積 し,その下層に礫の

混じる茶褐色土,赤茶褐色粘質土が堆積する。遺物には珠洲・16世紀の瀬戸美濃 。13世紀の白磁 。15

世紀の青磁,17世紀の唐津がある。時期は16世紀・17世紀である。

9129号土坑 (S K9129,第 302図 ,図版154)

X146～ 149Y74・ 75で検出したやや大型の長方形の上坑である。規模は南北が590cm,東西が370cm

である。北側が開 くややいびつな形をしており,東肩の S K9214に は切 り合いで負ける。覆土は上層

が黄褐色砂礫層で,暗責褐色土・黒褐色土・茶褐色土などが混じり込む。下層は黒褐色粘質上である。

遺物には15世紀後半の中世土師器・珠洲・越前 。16世紀の頼戸美濃・志野・青磁,越中瀬戸・17世紀

の唐津がある。時期は15世紀～17世紀である。

9320b号土坑 (S K9320 b,第 302図 )

X128・ 129Y65～ 67で検出した台形状の上坑である。南北420cm,東 西420cm,深 さ28cmを 測る。

床面は平坦で,覆土は上面に灰褐色粘質上が堆積 し,掘形の外側にも広がる。この下層には部分的に

地山ブロックが混じる暗灰褐色粘質土が堆積 し,最下層に面的に黒褐色粘質土が堆積する。遺物には

珠洲・越前・白磁,越中瀬戸・唐津・伊万里,看硯がある。時期は16世紀 。17世紀である。

9371号土坑 (S K9871,第 303図 ,図版155)

X140～ 148Y63～ 66, CS地区・Cl地区にまたがる細長い土坑で,溝の可能性もある。規模は南

北17m,東西360cm～ 560cmである。遺構内のX141Y63で検出したS E 9372は 土坑より古い。東側に

はS D 9379が 並存し,一部石ア1に よって区切られる。また,X145Y63で S D 9376・ S K9466と 接し,

共に石列によって区切られて共存する。 S K9371の 覆土は南側は単純な 3層 に分けられる。上層が地

山と茶褐色上の混土,中層が地山が混じる暗灰褐色粘質土,下層が黒褐色粘質上で,上層と中層の間

には所により地山ブロックが見られる。この地山ブロックは北にいくにつれて顕著になり,東肩に厚

く堆積する。 S D 9376と の境の石列は S D 9376に 向って面を取ってお り, S K9466と の境の石ア1も 同

様であったと考える。 S D 9376は その堆積状況化からS K9466を 埋めて石列を設けて造られたことが

わかる。従って S D 9376も 溝とはしているが, S K9371に 伴 う土坑の可能性が高い。石列の下から検

出されたS E 9427・ S E 9443は S K9466に は伴わず,こ れらより古いものである。 S K9371か らは唐

津,石臼,加工木が出上している。時期は17世紀である。

9606号土坑 (S K9606,第 304図 )

X105～ 107Y73・ 74,調査区東際で検出した長方形のやや浅い土坑である。東は調査区外へ延びる。

南北は515cm,壁の立ち上が りは緩やかで西側は二段になっており,北東部では内壁は残るが,外壁は

不明瞭になる。SE9608と の切 り合いは土坑が勝つ。床面はほぼ平lElで あるが南側は楕円形状に窪む。

覆土は暗灰褐色粘質上で,最下層の黒褐色粘質土は部分的, または窪む所に堆積する。遺物には中世

土師器・越前・瀬戸美濃 。青花,越中瀬戸・唐津があり,上面から伊万里が出上している。時期は16

世紀・17世紀前半である。

9608号土坑 (S K9608,第 304図 )

S K9606の 西で検出した三角形状の土坑である。南北344cm,南辺で東西252cmで ,深さは12cmで

ある。覆土は暗茶褐色粘質上の単層である。遺物は越中瀬戸がある。南に隣接するS K9609は , SK

9608と 束西辺が平行 しており,かつ覆土も同じことから遺物の出土はないが関連遺構 と考える。

9683号土坑 (S K9683,第 308図 )

Xl13Y71で検出した円形の上坑である。直径215cm,深 さ22cm,床面は比較的平坦である。東のS
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K9690に は切 り合いで勝っている。覆土は暗茶褐色粘質土の単層である。遺物には中世土師器・珠洲,

越中瀬戸・唐津が出土している。時期は17・ 18世紀である。

9684号土坑 (S K9684,第 308図 )

S K9683の 南で検出した不整形の上坑である。 S K9684, S D9670に は切 り合いで勝つ。規模は南

北270cm,東西500cm,深 さ35cmである。覆土は主に地山が混じる茶褐色土で,最下層に地山の混じ

る暗灰色粘質土が薄 く堆積する。遺物には中世土師器・珠洲があるが, S K9685と の切 り合いから当

時期の遺構 と判断する。

9685号土坑 (S K9685,第 308図 )

S K9683の 南東で検出した円形の土坑である。直径は約300cm,深 さ44cmである。北の S K9690に

は切 り合いで勝ち,西の S K9684に は覆土の切 り合いで負けるが,床面の高さは変わらない。覆土は

上層が茶褐色上に地山と炭化物が多く混じる上で,こ の下には茶褐色粘質土,暗灰色粘質上が堆積す

る。中層は黄褐色粘質土 (地山)が約10cmの厚さで堆積する。最下層は地山の混じる暗灰色粘質土で

ある。遺物は瀬戸美濃,越中瀬戸・唐津・伊万里がある。時期は16・ 17世紀である。

9689号土坑 (S K9689,第 304図 )

X l10～ 112Y104。 105,調査区東際で検出した不整形の土坑である。東側は調査区外へ延びる。南北

は530cm,壁の立ち上が りは緩やかで,南側の切 り合いは不明である。北側中央は長方形状に一段 くぼ

む。床面は平坦で,覆土は暗茶褐色粘質上が主体の土である。遺物は越前・瀬戸美濃,唐津・伊万里,

石鉢がある。時期は16世紀・18世紀初である。

9702号土坑 (S K9702,第 308図 )

X l15。 117Y70。 71で検出した長方形の土坑である。北側の S K9710と S K9732に 切 り合いで負ける。

規模は南北420cm,東西302cm,深 さは46cmである。壁の立ち上が りは直角に近 く,床面は平坦であ

る。覆土は茶褐色土・灰茶褐色粘質土・黒褐色粘質土などの土で,酸化鉄を多く含み,薄い層をなし

ているところもある。また炭化物が混じる層もある。遺物には中世土師器・瀬戸美濃,唐津がある。

時期は16世紀 。17世紀後半である。

9704号土坑 (S K9704,第 304図 )

S K9689の 北で検出した長方形の土坑である。東側は調査区外へ延びる。東西に走るS D 9703,南

の S K9733に は切 り合いで勝っている。床面は平坦,覆土は暗茶褐色粘質上で,最下層に薄 く黒褐色

粘質土が堆積する。遺物の出土はないが, S D 9703か ら16世紀の青花が出上していることから,16世

紀以降の時期 となる。

9783号土坑 (S K9783,第 305図 )

X126。 127Y76・ 77で検出した三角形状の上坑である。北のS K9782,南 の S K9778に は切 り合いで

勝っている。規模は最大長320cm,最大幅240cm,深 さは12cmと 浅 く,床面は平坦である。覆土は暗

茶褐色粘質土で, S K9782・ S K9778と は覆土の違いのみで,床面の高さは変わらない。遺物には中

世土師器,唐津がある。時期は17世紀前半である。

9803号土坑 (S K9803,第 306図 )

X130。 131Y73～ 75で検出した半円形状の上坑である。西の S E 9874よ り新 しい。東西の溝状の遺構

にも切 り合いで勝つ。規模は南北356cm,東西420cm,深 さ20cmである。床面は平坦で,覆土は責掲

色上が混じる茶褐色粘質上の単層である。遺物は中世土師器 。越前・瀬戸美濃・青花,唐津がある。

9850号土坑 (S K9850,第 306図 ,図版156)
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S K9803の 東に位置する不整長方形の土坑である。北の S K9851と の切 り合いは, S K9850がかろ

うじて勝つが,ほ とんど時期差はなく,関連遺構の可能性のほうが高い。またS K9850の 下層からS

B195が確認されている。規模は南北660cm,東西380cm,深 さ20cmである。覆土は責褐色土ブロック

が混じる黒掲色土または茶褐色土で,最下層は黒褐色粘質土が堆積する。これを除去すると砂礫層 (地

山)と なり,湧水が見られた。遺物には中世土師器・珠洲・越前 。瀬戸美濃・志野,越中瀬戸・唐津,

祗石がある。時期は17世紀前半である。

9852号土坑 (S K9852,第 306図 )

S K9851の 東に位置する土坑で,切 り合いで勝っている。規模は南北240cm,東西304cmの長方形

で,深さ28cmである。壁の立ち上が りはしっか りしており,床面は南側がやや深 くなる。覆土は主に

上層が責褐色土ブロックが混じる暗茶褐色上で,下層は暗茶褐色粘質土である。遺物には瀬戸と唐津

がある。時期は17世紀である。

9859号土坑 (S K9859,第 309図 )

X130Y72・ 73で S K9860と 切 り合 う長方形の上坑である。切 り合いは S K9860に勝つが, S D 9323

には負ける。規模は南北268cm,東西約350cm,深 さ32cmである。内部で検出した S E 9817・ S E 9819・

S E 9918,溝状の遺構は土坑の床面で検出したものである。覆土は主に茶灰色上に黄褐色土ブロック・

酸化鉄が混じる土である。北肩にはS D 9324の 覆土の上面に黄褐色土 (地山)ブロックを意識的に貼

って,肩 を作っているように見える。遺物には中世土師器・珠洲・青磁,唐津・伊万里がある。

9860号土坑 (S K9860,第 309図 )

X130。 136Y73～ 78で検出した東西に長い溝状の上坑である。S D 9324に続く可能性もある。S K9865・

S K9870に は切 り合いで勝つが,S K9859に は負ける。南北幅は220cm～ 270cm,床面は平坦で礫面と

なり,暗茶褐色粘質上が主体に堆積する。下層はやや粘性が強 くなり, 自然木などの植物遺休の遺存

も見られた。また,X136Y74付近では長さ約 3mに わたって北肩から礫の流れ込みが見られ,な んら

かの上塁状の施設があった可能性もある。これらのことからも溝の性格が強いと言え,溝 とするなら

ば S D 9324, S D 9341と ともに「コ」宇状の区画をつ くることになる。遺物は珠洲,唐津が出土して

おり,時期は17世紀である。

9863号土坑 (S K9863,第 309図 )

X138。 139Y75。 76で検出した不整形の上坑である。規模は南北280cm,東西130cmで ある。平面形

は掘 り過ぎで若千大きくなっている。深さは20cmで,覆土は責褐色土ブロックが混じる暗茶褐色土で

ある。遺物には中世土師器,越中瀬戸がある。

9868号土坑 (S K9868,第 309図 )

X139・ 140Y72・ 73で検出した方形の土坑である。 1基の土坑 と判断し掘 り進んだが,断面観察など

から2基の上坑が切 り合っているものとわかった。東側の上坑は西より新しく,床面が凸凹である。

覆土は黄褐色土が混じる暗茶褐色上である。東の S E 9884は 土坑より新 しい。西側の土坑は三角形状

で深さは26cm,覆土は東より明るい暗茶褐色上である。南の S K9867と は切 り合いはなく,接するの

みである。遺物は珠洲・瀬戸美濃・青花,越中瀬戸が出土し,時期は16世紀 。17世紀前半である。

9885号・9886号土坑 (S K9885。 S K9886,第 221図 )

X141・ 142Y71～ 73,CS地区とCl地区の境目かつCl地区の東西の境目に位置する土坑で,遺構

のつなが りが不明確 となってしまっている。 S K9885は ,壁の立ち上が りがしっか りし,床面が平坦

な土坑で,西側をS K9886に 切られる。覆土は黄褐色土ブロックが混じる暗茶褐色上の単層で,深さ
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20cmである。遺物は土器の他に石臼,羽口がある。S K9886は 深さ48cmで,床面がやや凸凹してい

る。 S K9170と 関連するものであろう。覆土は上層が茶褐色土,下層が礫の混じる黒褐色粘質上であ

る。遺物はS K9885と S K9886と 合わせて,中世土師器・珠洲 ,越前・瀬戸美濃 。白磁・青磁,越中

瀬戸 。唐津,石鉢が出上している。時期は17世紀前半である。

10171号土坑 (S K10171,第 307図 ,図版156)

X71～ 73Y57～ 59で検出した長方形の上坑である。規模は南北310cm,東西600cm,壁の立ち上が り

は比較的緩やかで,深さは16cmと 浅い。覆土は黒褐色粘質上の単層である。床面は平坦で,西肩で検

出した土坑は同時期,あ るいは以前のものであろう。圃場整備の削平によって東側・南側にはほとん

ど遺構がなく,関連遺構 と考えるものには南に近接する柱根をもつ S K10165。 S K10211・ S K10210

などがあり,同時期の遺物を出土する遺構 としては南西方向にS E 10166があるのみである。出土遺物

には15世紀後半の中世土師器・16世紀の越前・瀬戸・瀬戸美濃・青磁 。16世紀の青花,越中瀬戸・17

世紀前半の唐津がある。木製品には箸 と下駄がある。

10318号～10321号土坑 (S K10318～ S K10321,第 310図 )

X31～ 36Y35～ 40で検出した浅い長方形の落ち込みである。この中でまた一段 くぼむものにそれぞ

れ遺構番号を付 したが,覆土もほとんど変わらず同一遺構 と扱うこととする。覆土は黒褐色粘質土,

または黄褐色土ブロックが混じる黒褐色粘質上である。床面は平坦で,深さは深いところで30cm(S

K10318),浅いところで10cmである。遺物はS K10318か らは珠洲 。越前・瀬戸美濃,越中瀬戸・唐

津,漆器, S K10319か らは中世土師器 。瀬戸・瀬戸美濃・青磁,唐津・伊万里, S K10320か らは中

世土師器・瀬戸美濃 。青花, S K10321か らは中世土師器・瀬戸美濃 。青磁が出上している。時期は15

世紀～17世紀のものが出土しており,一定量出上していることから何 らかの人為的遺構 と考える。東

にある長方形の落ち込み S K10333も 同様のものである。

10322号土坑 (S K10322,第 311図 )

S K10318～ S K10321の 北に位置する長方形の上坑である。規模は南北■,7m,東西4.7mである。

床面は平坦で, S X10326に 切 られ,16世紀の S D 10323に 勝つ。覆土は責褐色土ブロックが混じる黒

褐色粘質上の単層である。床面は平坦で,壁の立ち上がりは緩い。遺物には中世土師器・瀬戸美濃が

あり,時期的にもS K10318～ S K10321と 同時期であろう。      (宮 田進一 島田美佐子)
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S K7550 S K450

17

野津

S K7611

31 鶏 饉

Ⅲ瀬戸

色砂雪土 算幸 伊万里

,K7810 Ⅲ瀬戸

第16表 土坑 (近世)一覧 (劾

をδ9



3 牌 9偕質土 ,世上師器 瀬戸美濃 越中瀬戸 唐津.伊万里 た t7C後半■8C

S K811 方形

“

世土師器 珠洲 越前 瀬戸美渡 唐津 伊万里
1518C

S K8000 S K900 黒禍erl質 土 ,世土師器 珠洲 言磁 越中顔戸 唐津 伊万里
月治 石自 鉄津

a 黒褐色腔 土

S K8002 S K902 卜蟹杉 黒褐trl質土 ,世土師器 珠洲 瀬戸 言磁 越中源戸 唐津 伊

以 黒褐色粘質土

S K8010 S K910 糊 .越中瀬戸

粘質主

割

VC
皇中瀬戸

S K8439 S K239

砂 見代 (植米鎌)

617C
S K8644 瀬戸

調e帖質土
ド整形

鵡 色佑質土

S K8690 W
士

留 7

S K507 一刷

馴 3

F世土師器 珠洲 瀬戸美濃 青花 越中顔戸
景褐色土

S K8966 旨茶褥色土 ,世主師器 珠洲 瀬戸美濃 志野 白磁 青磁 抱
,顔戸 唐津 石臼 石鉢

〕 躙 色土

S K9129 罵褐色砂際

“

世土師器 珠洲 越前 志野 漂戸美渡 青磁 胞
1瀬戸 唐津

餌 6.17C

19315 15 Cl

土 中世土師器 顔戸

顕 6 WC
19327 や世土師器 珠洲 美濃 唐津 打製石斧

筋鶉を肥濱土

き津 石白 加工沐
42 き黄白褐 7C

S K9606 S K306 万形 暗灰褐色脳貨土 中世土師器 越前 瀬戸美濃 青花 越中瀬戸 唐津
伊万塁 (」冒)

12

S K9683 ,世土師器 珠洲.越中顔戸 唐淳
稲 色土

卜蟹形 躙 t粘質土 押世土師器 越前 瀬戸美濃 唐津 伊万里 石鉢 618C初

S K402

12 7C前半
,K9803 ,世土師器 越前 顔戸美渡 青花 唐津 石斧
,K9850 ,K550 じ 1 茶褐色土

,K9852

不整方形

音茶褐色土 617C前半

,世土師器 珠洲 志野 越中源戸 破百
卜整万形 2( 音茶褐色土

Ⅲ瀬戸 唐湾 石臼 五鎌 石製孵房旦
517C前半

3K9886 世土師器

色■

S K99■ S K6J 31 告円形 世iln器 珠洲 dHl 瀬戸美濃 言花 越中瀬戸
澄 所白

じ2 万形 1【 鳥齢 質土 堅
毎

下
出

顔戸 顔声美渡 言磁 言花 越 7C前半

S K10318 米洲 越前 瀬戸美濃 唐津 越中瀬戸

景褐色土

卜整形 15■ 6C
B土

劉 鵠 色土

S K10328 28

帥 質土

第16表 上坑 (近世 )一覧 ●)
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SK832
1 暗茶褐色相質土

2 鰭茶灰色粘質土

SK833
1 暗泰褐色土 (し まる)

2 茶褐色上 (皆郷ヒ鉄含、しまる)

3 暗芥鵜色土 (責褐色土アロック混)

宝
|

第263図 遺構実測図 (近世 )

l SK832,SK833 2 SK797

SK797
ユ 暗茶凋色土 (し まる)

を7Z



SK1321
1 暗灰褐色粘質上

SK1335         い

1 暗泰褐色祐質土

2 暗茶褐色粘質土(暗責褐色粘賓土霜降り)

3 暗茶褐色粘質土 (1よ り暗)

4 暗茶褐色粘質土

第264図 遺構実測図 (近世 )

1,SK1321 2SK1335 3.SK1431

を72

1431
暗茶鵜色土(責褐色土霜降り)

暗茶据色土(黄褐色土アロック混)

黒灰色粘質土

暗茶褐色土

暗茶脅色■(黄禍色土アロッタ混、2よ り少ない)

暗茶縛色粘質土(責掲色■アロッタ混)

暗茶褐色土

黄掲色土(暗茶鴇色土混、しまる)







SK1359

SK1358
1 黒掲色粘質土

SK1359
2 暗灰掲色粘質■

3 暗黄鴻9倍質土

SK1360
4 暗茶褐色粘質上

71 50rn
SK1359

よ

SK1317
1 暗茶褐tFS質 上

2 暗黄褐色偕質土(暗茶偶色粘質土混)

3 暗茶禍色枯質土(暗黄褐色土霜降り)

第267図 遺構実測図 (近世 )

l SK1358～ SK1360 2.SK1317
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A

SK,404

SK1437
19 暗茶掲色粘質土(礫混)

20 暗茶鵜色土(礫混)

21 暗茶拇色土

SK1438
22 茶褐色土

23 暗茶召色土

24 黒褐色土

SK1439
25 暗茶褐色土SK1404

1 暗茶偶色粘土

2 暗秦偶色■(黄褐色土アロック混) 6 茶褐色主

5 暗茶褐色土(やや猫質) 9 晴茶灰色粘質土 SK1405
10 暗茶鵜色土(黄褐色土 礫混) 12 晴茶灰色粘質土
■ 暗茶編色■(責褐色■10よ り  13 暗茶褐色土(砂蝶混)

少ない、礫混)

SK1436
14 暗茶偶色土(責網色土アロック 礫潮

15 暗茶褐色粘質土

16 黒褐色上

9 暗茶灰色粘質土(礫混) 7 茶召色土

4 嗜茶脅色主(黄掲色土霜降り)   8 茶灰色粘質土

第268因 遺構実測図 (近世 )

SK1404～ SK1406・ SK1436～ SK1439
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>

SK2219 SK2253

1 灰褐色粘質土(謝ヒ鉄含)

2 灰調色粘質土(翻欧 含)

SK2253
茶灰褐色■ (酸化鉄含、しまり良)

茶灰褐色土 (酸化鉄含、粘質)

茶鵜色■(地 山IRl

茶褐色土

SK2222
1 茶灰色猛質上

2 褐色土(砂賓)

3 褐色粘質ilafr蒲動

7300m

SK2232
1 茶褐色土 (地山少量混)

2 褐色土(地山混)

6 晴責猾色土

イ 灰褐色i
工 茶褐色土(地 山土少量混)

を2 茶脅色土(地山エアロック潮

13 暗黄褐色■(地 山iプロック温)3 褐色■(地山混、2よ り少ない)  8 黒褐色土(地 山土ブロック混)

4 黒褐色■            9 茶鵜色■(地山土少量混)

5 黒握色土(地山土多量混)    10 茶褐色土(地 山土少量混)

第269図 遺構実測図 (近世)

1 灰茶鵜色i1/1ヽ礫 .地山混、醐ヒ鉄鋤

2 灰茶褐色土(醐ヒ鉄書)

3 灰茶褐色土(地 山多量混、醐 ヒ鉄含)

l SK2219。 SK2253 2.SK2223 3SK2222 4.SK2232

479



SK2487
1 茶褐色土鰈 混)

2 仄褐色■(挙 uI■・礫混、酸化鉄旬

3 灰茶褐色土 (礫混)

第270図 遺構実測図 (近世 )

1.SK2487 2.SK2454 3.SK2491 4.SK2469

期

SK2454
1 灰茶褐色土

2 灰茶褐色■ (1よ り灰色強)

Sk2491
1 泰褐t■ 篠混)

SK2460
1 原茶褐色上

2 灰茶褐色土 (地山土混)

3 灰褐色土

4 灰泰褐色土

5 灰茶褐色土 (地山■温、
2よ り少ない)

0 灰鶴色土



SK330

SK3299

〇

一
０

∞

Ｙ

∽

SK3298

SE3018

SK3016

SK3017

SK3017
1 黒灰褐色土傑 混、しまり良)

2 -茶掲色主いや粘締
3 嗜黄鵜色枯賓土

4 茶褐色土(地山主濃)

r     
茶褐色土lA・や砂句

卜

一
〇

Ｏ

Ｙ

め

こ|。

SK3016

73111m

b

SK9017

6 茶褐色■(地山アロッタ混)

7 黒禁褐色土10t粘働

8 黒茶褐色土 (地山土縞状に翔

SK3018
9 擦鵜色土 (地山■多量翔

10 茶褐色土仙 山土め

SK3414
1 慕茶構色砂質上

2 灰褐色砂質土

3 黒褐色■ (やや粘質)

4 灰栂色砂質上

5 黒黄褐色礫層

第271図 遺構実測図 (近世 )

1.SK3016・ SK3017 2,SK3414
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σ
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Ｄ
暑静

ヾ

SK505ib

◇SK5051b        l
l 暗茶灰色土

2 曽茶禍色粘質土(褐色枯質土

アロック混)

3 裾色粘質とと電熱 色粘質上

の混土

SK5051
4 暗泰召色粘質主

5 暗秦偶色粘質■ (黄捐色土ア

ロック混、 4よ り明)

6 寅禍色土又は褐色粘質土

(暗茶褐色上混)

7 暗茶召0佑質土 (褐色粘土混、

1よ り明)

8 暗茶謁色土(責褐色土粒混)

9 黒灰色粘質土

(青灰色粘質上粒混)

iO 灰色粘質■(砂混)

■ 青灰色粘質土 (灰彗 H質 上混)

12 暗茶偶色土

(酸化鉄會、檀物遺体混)

13 暗秦褐色粘質上(8よ り暗)

14 暗茶召色土と黄褐色エアロッ

タの混土

15 黄褐色土

(暗茶鵜色土アロック混)

16 暗茶褐色上 (焼土粒混)

V 暗茶捐色土 (し まり悪)

18 暗泰禍色土

19 暗茶編色■ (地 山混)

20 暗偶も粘質土(砂礫混)

21 褐色砂

22 暗褐色土粘質主 (砂礫混)

23 暗褐9帖質土

(砂礫 植物超水混)

24 暗褐色粘質土

25 黒灰色土

(青灰色Xl質土アロック混)

SD5002
26 黒褐色上

27 暗茶網色土

28 暗茶鵜色上 (黄褐色土粒混)

29 暗茶おも粘質土 (2″ より暗)

30 暗黄掲色土

(黄褐色上に黒褐色土霜降り)

31 黒据色主 (黄掲色土霜降り)

32 黒褐色粘質主

(黄褐色土粒 砂混)

33 黒灰色粘質土

(黄灰色粘主粒混)

34 暗茶鵜色土

(黄掲色土縞状に混)

35 褐t粘質主 (黄褐t粘質土混)

36 暗褐色粘質土 (砂際混)

37 暗褐る粘質土

(砂礫 植物遺体混)

SD5311
38 黒褐色土

SD5018
39 暗褐色4・L質■ (秒礫混)

40 嗜褐色粘質土(砂礫混)

■ 暗褐色粘質■(黄褐色粘質土

腺 混、3910よ り暗)
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第272図 遺構実測図 (近世)撃
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第273図 遺構実測図 (近世 )

SK5331'SK5526。 SK5527

疇決〇
⇒

◎
°

|<ぜ

SKS526   1

SK5532

1 黒色土
2 黒泰調色土
3 累茶褐色土(地山混)

4 黒茶据色主(礫混)

5 黒秦網色と(黄褐色エアロック 礫混)

6 黒茶褐色粘質土
7 黒茶調色お質土

SK5527

SK5391

SK5526(D・ Eセクンョン)

1 黄褐色土(累色土霜降り)

2 黒色土(A4B色 土アロック翻

SK5527(D・ Eセクション)

3 黒色土(A4B色 土アロック混、
2よ り明)

4 黒色土(黄召色土アロック混、
3よ リアロック多い)

S tttFh質土

:ξ書を:織皇壱P卜構

‐

―

‐ 口

SK5331

SK5331

SK5537

SK5526

密
縫
く

SK5331,SK5537・ SK5538
(A・ B,Cセ クション)

虫
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SK5473

SK5724

SK5491

SK5436

暗秦褐色粘質土(醐ヒ鉄含) 10 暗黒灰色粘質■

暗泰偶色粘質土(灰茶掲色猫質土アロック混)11 累灰色粘賓土

SK5622

SK5436・ SK5473,SK5622・ SK5724
1 灰秦謁色粘質土(黄縄色推質土プロック 黄白色粘質土ブロック霜降り、礫混)

2 明灰茶鵜色お質■(暗茶鵜色土帝状に・El

3 黒褐も粘質土

灰茶網色粘質土(1よ りrL質 )

灰暗茶掲色枯賓土

黒褐色粘質上

よ否mm
暗灰色粘賓主

■ 責褐色土(黒脅色土 黄褥色土霜降り)

12 黄掲色圭(黒褐色土 掲色枯賓土アロック混)

13 暗黄灰色格質土

14 暗茶鵜色土

15 暗茶禍色■(地山混)

16 黄掲色土(褐色粘土アロック 黒褐色ilEl

12 黒茶ζ粘質土

13 灰黒灰色粘質土 (礫混、しまり良)

▼

SK5383

第274図  遺構実測図 (近世 )

1.SK5436 2.SK5383

恕

SK5383
黄褐色砂質と(黒褐色土アロンク混) 17 褐色粘質主(責褐色土アロック混)

18 暗AIB色■(灰色エアロック混)

19 黒穏ζ粘質土(責褐色エアロック混)

黒鵜色土

黒縄色土 (地 山混)

黒禍も■ (黄褐色土粒混)

責穏色土 (黒褐色土霜降り)

黄掲色■ (5よ り粒粗い)

7 責茶灰も土(責掲色■粒霜降り)

8 暗茶褐色土

9 黒褐色土

10 黒褐色粘質土(8よ り明)



繊

０

ヤ

ヽ

キ

ー

‐

キ
ー

キ

ー

ー

‐
―

キ

‐

キ

‐

‐
‐

Ｒ

Ｙ

Ｉ

Ｉ

‐
キ

Ａ

‐

キ

‐

‐

　

　

乗

能。
⑥
伊

@

○
　
夙
ワ

電
聯Gσ

蔦

ジ

ゆ

ス

い

ヽ

ヽ

切

SK5478

SK5474

SK5476
9 暗黒灰色粘質土(責灰色猫質土アロック湖

 ヽ          

｀

SK5484
18 暗茶褐色粘質土(黄偶も枯質■ 月ヽ礫混)

19 暗茶謁色枯質■(黄褐色粘質土 白茶禍色粘質土 砂礫混)
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第275図 遺構実測図 (近世 )

SK5445・ SK5474・ SK5476・ SK5484

SK5483
SK5474
10 暗黒灰色祐質と(黄灰色粘質土斑点状に混)

11 暗灰色粘賓土(責灰色粘質土 環潮
12 暗灰色粘質土(黄灰色粘質土 刑妙 科混)

13 暗黒褐色粘質土
14 暗茶偶色粘質土(砂混)

15 暗茶褐色粘質■(黄偶色粘質土粒 砂礫混)

16 暗秦鵜色粘質■(小礫混、醐ヒ鉄含)

17 暗茶穏色粘質■(黄鵜色粘質土 白秦編色粘質土アロック混)

RI

SK5445
1 暗黒灰色粘質と (黄灰色絡質■ 礫混)

2 暗黒灰色粘質土 (責灰色粘質主混)

3 暗黒色粘質と

4 暗黒灰色枯質土 (礫混)

5 暗黒73ζ 粘質主 (黄灰色粘質土混)

6 暗黒灰色粘質土 (黄召色枯質土斑点状に混)

7 暗灰色粘質土

8 暗灰色粘質土 (し まり悪)

的一ｂ
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K5435
暗黒灰色粘質土(黄褐色粘質上斑点状に混)

暗黒灰色粘質土(黄灰色粘質土プロック渤

暗灰色粘質土(黄灰色粘質上混)

暗灰色粘質土

晴灰色粘質土 (砂混)

SK5435

SK5443
6 累灰色粘質土 (灰褐色粘質土 黄灰色粘質上混)

7 暗灰色粘質土(青灰色粘質土混)

3 灰色粘質■ (青灰色粘質■混)

＼
KS435＼

SK5437
1 暗灰褐色粘質土(黄灰色猫質上混)

2 暗灰褐色粘質上 (茶灰色粘質土混)

3 暗累灰褐色粘質土 (黄灰色粘質土混)

∽
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ω
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＼
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SK5492

SK5486
灰色粘質■ (黄網色粘質土アロック混)

暗黒灰色稲質上(責褐色粘質土 礫混)

暗黒色格質土 (黄褐色枯質土混)

黄灰色絡質土(黒灰色粘質主混)

暗黄灰色粘質土(黒灰色粘質主混)

灰色粘質土

朴
SK5486

D

ｓ Ｋ

蝕

一

ヲ

Sk57

SK5492

咽
K5733

Φ

∞

寸

ゆ

Ｙ

め
K57491⌒ 範

SK5485
1 乳灰色猫質土 (茶鵜色上 黒褐色土斑点状に混)

2 黒褐色粘質土

3 黒褐色粘質上(黄褐色土プロック混)

4 黒褐色粘質土(青灰色土ブロック渤

SK5492
5 黒色結質土 (黄褐色粘質土プロック混)

6 黒色粘質土

7 黒茶色梢質土

SK5485

SK5486

SK5740
1 暗褐色粘質土 (黄褐色粘質土 炭化物混)

2 褐色粘質土 (暗褐色粘質土混)

3 黒色粘質■ (茶褐色粘質上混)
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K5991           7610m
暗褐色粘質土            a
褐色粘質■ (黄凋色粘質土混 )

暗褐色粘質土 (し まり良)

暗褐t4h質上 (3よ り粘質 )

褐色猫上

黒褐色粘■ (し まり悪 )

暗褐色枯土

黄褐色粘質土

灰褐色粘土 (黄褐色土 黒褐色土混)

灰褐色粘土 (粘性やや強)

責褐色梢質土

暗灰褐色粘土

K5906
暗褐色粘質土

黄褐色粘質土(黒褐色土混)

黒褐色枯土 (褐色粘土混)

黄褐色粘質土(黒鵜色粘土 褐色粘土混)

灰褐色粘土 黒褐色粘土 黄褐色粘上の混上

6
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SK5957

SK5966

SK5957
1 暗褐色土 黄褐色土・褐色上 黄褐色土粒の混土

2 暗褐色土 黄褐色上 褐色土・黄褐色上粒の混士

(1よ り明)

3 暗福色粘土 (黄鵜色粘質土混)

4 黒褐色粘土(粘質)

5 暗褐色枯土(砂混 )
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SK5957・ SK5958。 SK5

SK5957 SK5966

SK5983

SK5957

凸⑥

SK5958

SK5958 SK5965

SK5958
6 暗褐色粘質土

7 暗褐色猫質土(6よ り均質)

8 黒褐色粘質土

9 暗褐色粘質上(黄褐色粘質土アロック混)

10 黒褐色粘質土(貢褐色粘質土混)

SK5965
11 嗜褐色祐質上(黄褐色rh質土混)

12 暗褐色粘質上(責褐色粘質土混、■より少)

SK5966
19 黄褐色粘質上(暗褐色粘質土斑状に混)

14 黄褐色粘質土(黒褐色粘質土ブロンク混)

15 暗褐色粘質上(責褐色粘質上・礫混)

SK5983
16 暗褐色粘質土 (黄褐色粘質上混)

17 嗜褐色粘質土 (黄褐色粘質土混、16よ り少)

18 増褐色粘土(し まり悪)

19 黄褐色粘質土 (暗褐色粘質土混)

20 褐色粘土 (黄栂色粘質土混)

965,SK5966'SK5988
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ス

切

Ｏ
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剖

SK5997
1 暗灰鶴色粘土(褐色楢■渤

2 黄褐色粧賓主

SE6001
3 暗灰鶴色粘エ

4 暗灰褐色粘土(黄褐色粘質上・寅褐色枯土・

榔色猫主ブ IIIッ ク混、しまり悪 )

SE6001 SK5997

SK5973
1 贈BB色絡土(炭化物・黄褐色粘土混)

2 暗褐色粘■0滝化物 黄褐色構上濃、1■ ,多 )

3 黄褐色粘土

SK5916
1 暗灰縄色粘土 (黄褐色糖質と混)

2 礫層(黒褐色継■al

7640m
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SK6563

SK5990

SK5990

SK5990

SK5990
1 黒褐色粘質土(やや砂質)

2 暗褐色枯質■(粘性やや強)        12
3 暗褐色粘質土(黄褐色粘質土ブロック混)  13
4 暗褐色粘質上               ユ4

5 灰褐色枯質土(暗禍色枯質上 黄褐色枯質土混)15
6 暗褐色粘土

7 稿色枯土

8 暗灰褐色粘土 (枯性やや強 )

9 明責褐色砂質土

黒褐色粘上(炭化物少量混)      25
晴褐色粘質±             26
暗褐色枯質■             27
褐色粘質土 (黒褐色柄土 黄褐色土混)  28
暗褐色猫質上 (灰禍色土 黄栂色土混)  29
暗褐色粘質土 (黄褐色土混 炭化物少量混)30
暗褐色粘質土 (黄褐色上混)      31
暗褐色祐質土 (黄褐色土混)      32
黄褐色粘質土 (煮禍色土混)      33
黒禍色構質土(黄褐色土混 )      34

貧掘 色範 憂 圭 (黄褐 色土 混 )      尻

DttB尾
麦.(黒 褐 色猫 土 混 )

島急 :奪::1目 毒 ζ:量 褐 色 上 混 ) :: 
豊毒 :そ岳 こ (幕褐 色土 `炭化 物 少量 混 )

繁 欝 岳 き

鷲 機 憬

)に

一
___十

一
十

一 一
コ

ー ー ー
イ

累褐色粘賓土(し まり悪 )10 暗褐色枯質土(黄褐色土・暗灰褐色土混)   20

第281図 遺構実測図 (近世 )

SK5990

SD6034

F9Z



trlg

宝
|

70 10m

SK6042・ SK6043
1 暗褐色粘質上 (し まり良、礫混)

2 暗褐色粘質上 (黄褐色粘質土混 )
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SK6049 SK6048

暗福色粘質土

暗褐色絡質土 (黄褐色粘質土混)

黒褐色粘質土 (し まり悪)

黒褐色粘土(し まり悪、黄褐色粘質土混)

褐色粘質土 (黄褐色粘質上混)

暗褐色粘土 (し まり悪)

噌褐色粘土(黄褐色猫質土混)

K6068
暗褐色粘質土 (責褐色粘質土混)

ざ

SK6047
1 暗褐色猫質土

2 褐色粘質土

SK6048'SK6049
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卜
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Sk6217
1 暗褐色粘質上 (黄掲色粘

質土ブロ /ク 混)

2 褐色粘質土

3 黄褐色粘土
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SK6100
1

〕福雛紐1繋雛疑懇
イ拗働

十
3 黒褐色粘質上           ヽ

4 褐色粘質土 (礫混)        ＼
5 暗褐色粘質上            ｀

6 黄褐色粘質土

7 褐色粘賃上

SK6100
■ 陶器

▲ 近世磁器

△ 石製品
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SK6121

SK6121

SK6777・ SK6833

SK6664

SK6121
黄鵜色砂賓土(調色活土混)

編色粘質土

黒褐色粘質土(寅禍る砂質土混)

明黄禍色話質土

灰褐色粘質土(黄調色砂混)

黒褐色粘質土(召色土 k4B色■混)

明責褐色粘質■(灰褐色粘質土lEl

黄掲Lth質■

黒禍色粘質土

10 褐色粘質上(黄褐色緒質土混)

■ 暗褐色粘質土(責褐色粘質土 赤澄色上粒混)

12 暗褐色粘質土(黄掲色粘質土潮
13 黄褐色粘質土(暗鵜色粘質土 褐色粘質土混)

14 責覆色粘質■(灰褐色枯質土混)

15 暗据色粘質土(A4B色 粘質土混)

SK6777・ SK6833
16 暗褐色砂賓土(黒調trh質主 責栂色粘質土混)

17 暗偶色砂質土(黒拇ζ粘質土 責4B餘 質ゝ土混、
16よ り少)

18 褐色柏質■(黒福色粘質土潮
19 黄褐色粘賃上(黒褐色粘土 褐色粘■混)

SK6664
20 暗裾色粘賓■(黄褐色粘質■混)

SK6109
1 暗褐色粘質土(醒ヒ鉄含)

2 暗褐色粘質■(黄将色土混)

SK6109b
3 黒褐色粘質■(黄褐色粘賓土混)

4 黄褐色粘質土(黒褐色祐質と混)
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▲

SK6120a

SK6120d

SK6120b SK6120C

SK6120a

SK6120C SK6120b

K6120
暗褐色粘質土
責褐色粘質土(褐色お質土混、しまりやや悪)

黒褐色結質土(細砂礫鳳 しまりやや悪)

黒脅色粘質土(や翰 動

H 貢褐色構質土
12 偶色粘質土
13 謁色粘質と(砂 炭化物少量潮
14 明褐色砂質土

的一ｄ
暗褐色粘質■と黄鶉併岳質上の混主(礫鳳 しまり悪) 15 捐色粘賓■(寅網色枯賓土潮

明黄褐色砂質土(褐色枯質■ 擦混) 16 褐色結質土
暗褐色消費■(A4B色粘資土掛7 1B旬 粘賓土(礫温)                 17 暗褐色消貿■(寅褥色粘質土働
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SD6096

SK6274
暗褐色粘質■(黄褐色土 黒FB色主混)

暗褐色粘質土

暗褐色粘質と(暗褐色粘質ilRl

暗褐色粘質土(黄褐色粘質土 砂礫混)

褐色粘質■

暗茶鵜ζ土

暗黒灰色柏質■(し まり悪)

暗茶鵜色■(鵜色上混)

暗茶鵜色土(黄禍色土斑点状に混)

SK6274

10 暗茶網tIIh質 土

H 暗茶褐色土
12 暗茶褐色土

SK5742
13 暗召色粘質土(黄褐色佑質土混)

14 暗褐色祐質土(黄凋餅 httilHHl

15 暗掲色粘質土(A4B色 枯質土混、14よ り多い)

D6096
暗褐色粘質主(燈色上粒混)

暗褐色粘質■

暗掲色粘質上(黄鴇色粘質土 砂混)

暗褐色粘質土(責召色粘質土 脚 ヒ物混)

暗茶褐ると(黄褐色土霜降9)

黒裾色土(責褐色土霜降り)

褐色上(黒鵜色土 責碧色■混)

79b

SE6255

SK6274 SK5742  SD6096  ___

SK62796219
暗掲色粘質土(小礫混)

暗褐色帖質土(酸化鉄含)

黒褐色粘質土(黄褐色格質土混)

黄褐色粘質土(黒4B色粘質主 褐色猫質土混)

黄褐色粘質土(4よ り明)
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1 灰褐色猫質土(砂礫混)

2 暗褐色粘賓■(褐色粘土混)

3 明褐色粘質土(黒褐毬 質ゝ主
責褐色粘質土混)
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SK6335

SK633S

SK699S

6 暗褐色粘質土(焼土 炭化物混、5と 似る)

7 暗褐色粘質土 (砂礫混)

8 暗褐色粘質土 (焼土 砂礫混)

9 黄褐色粘質土(黄梶色粘質■ 褐色格質上

暗褐色粘質土粒混)

10 暗褐灰色粘質土

■ 明褐色砂質上 1/1ヽ 礫混)

12 暗褐色猫質土(責栂色粘質上混)

SK6335

SK6995
13 暗茶褐色砂質土と黄裾色粘質■の混土(J蝶混)

14 暗褐色粘質土(黄褐色粘質土ブロック 小礫混)

SK6798

一̈ｂ

SK6335

K6335
褐色粘質土(礫混)

暗褐色粘質■(DBk混 )

炭化物層 (暗褐色粘質土混、藁状炭化物主体)

黄褐色砂 (炭化物混)

暗褐色粘質■ (焼土 炭化物混)
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SK6287

SK6286

SK6286

SK6286

SK6287
1 黒褐色枯質土(砂粒混)

2 黄褐色粘質土

3 黒褐tth賓土
4 褐色粘質■(黒褐色粒 焼上粒協)

SK6286
5 暗褐ζ粘質土(褐色粘質土潮

6 暗褐色粘質土

7 暗褐色粘質土

8 暗褐tFh質土(黄偶色粘質土混)

SK6287

八

ほ
SK6967

④σ
ワ

Q
リ

ス

Ｏ

ω

“
０

SK6964

SK6963

SD6282b

6310
黒褐色粘質土

黒拇色粘質■(黄褐t粘質主混)

黒掲色粘質土(責褐色粘質土混)

暗褐色粘質土(黄褐色粘質土渤

黒掲色脚 ヒ物層

黄褐色枯質■

SK6310

宝
|

SD6282b
7 増褐色粘質土

SD6282b SK6310
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暗茶褐色土(秒礫潮

茶褐色土 1/1ヽ 礫混)

茶褐色粘質上(暗黄褐色土混)

暗黄褐色土 (茶褐色土混)

暗茶褐色粘質土

暗茶褐色土(暗黄褐色土慟
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茶褐色粘質上 (暗黄褐色土混)
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10 嗜茶禍色枯質土(黄鴇色上混)

■ 黄橙tVX土 と黄橙色粘質上の混土

12 暗黄色砂質土 1/1ヽ 礫混)

SK7120
13 暗茶褐色粘質土 (黄褐色上混)

14 暗責褐色土 (黒褐色土混)

SK7155
15 明茶色土 (暗黄褐色上プロック・砂礫混)

16 茶褐色土
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SK7155
1 黒褐色粘質土(小礫翔

八

SK7300

一̈ｂ

SK7300
1 黒褥色粘質土

SD7319
1 黒灰色粘質上

SK7302
2 黒褐色粘質土 (黄褐色粘質■

プロック斑状に混)

3 責褐色砂質主(礫紛

SEフ 465
4 黒tth質 主

5 黒灰色粘質土 (砂礫少量混)
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1 ‖料色本h質 上(や や粘質砂礫混 )
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3 4褐 色‖1質 ■(偶 色
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4 tFJ色 iヽ rt■ (Vt村 色ll ttIと と)

SK6298(A・ Cセ クション)
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11 褐色砂質t(砂粒 多五混 )
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25 1X禍 色絆i質 Jを (A褐 色‖質土卜と)

26 ■褐色ll質」i

SE6306(D・ Fセ クション)

27 晰代色ⅢⅢ質Ji砂喋 ■樹色Jと )

28 41J色 ‖質土砂 礫 黄掲色粘質土 IL)

20 縄色水h質 」J砂慄 tt鶴 と H苦 褐色粘質土 lt)

30 町鵜色‖質上

31 11縄 色‖ lli(茶 黒色粘質■ 砂礫 lt)

32 1帝 J(鶴 色�質■(■ (IFJ也 上 砂瞭 1と )

33 晰灰鵜とIJittI(砂 燃〕と)

34 11褐 色W!i■ (礫 1と )
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SK7180

SK7180
1 黒灰色粘質土

SK7182
2 黒褐色粘質土

SD7181
3 茶灰色格質土

4 礫層

5 黒褐色粘質土

SK8080
1 茶褐色粘質土

(茶褐色斑状に混)

2 明茶褐色猫質上

(責褐色土・黒褐色土混)

3 黄褐色粘質土(暗茶褐色土混)

4 暗茶褐色格質土 (黄褐色土混)

SK8091
5 暗茶鵜色粘質土

SK7180 SK7182

SK7180 SK7182

SK8080
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SK7199

SK7355(Aセ クンョン)

1 黒褐色粘質土(黄褐色粘質土粒混)

2 黒縛色粘質土

3 黒茶色粘質上

4 黒褐色粘質土

5 黒褐色粘質土 (黄鴇色■アロック混)

6 黒灰褐色粘質土 (黄灰色粘質土ブロック少量混)

SK7201(Aセ クション)

7 纂掲色粘質土 (責褐色猫質土粒混)

8 黒褐tFh質土 (礫 多量混)

9 黒灰褐色粘質土 (黄灰色粘質土ブロック少量混)

10 暗黄褐tFh質土 (礫・黒灰色粘質上プロック混)

11 黒灰色砂質土 (礫 多量混)

12 累灰色砂質土

13 黒色粘質土

SE7352(Aセ クション)

14 茶褐色土隣 混)

15 黄褐色土 (秒礫混)

16 暗茶褐色粘質土(礫混)

17 暗茶褐色粘質土

(礫 砂質主混、16よ り粘質)

SE735,(Aセ クション)

18 明茶褐色土 (礫渤
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8 黄褐色粘質土 (黒灰色粘質主混)

0 黄褐色粘質土 (黒灰色粘質土温、8よ つ多)
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SE7233

SK7231
黒灰色粘質土(A4B色 土ブロック 小礫混)

黒灰色粘質土 1/1NBk混 )

茶灰色粘質土 1/1蝶混)

茶灰も粘質■ (黄鵜色土プロック・/1ヽ 礫混)

黒灰色粘質土 (黄褐色土ブロッタ 小礫混)

黒褐色粘質土 (ガ蝶 混)

SE7233
7 黒灰色粘質土

8 黒灰も粘質土(責褐色粘質土アロック帝状に混)

つ 黒褐色粘質土と小礫層の互層
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1,SK7231 2.SK7228 3.SK7

黄黒褐色土 (地 山土粒混)

茶掲色土

墾鏑t■保純土と軸朔と
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SK7228
1 礫層(茶褐色粘質土混)

2 暗茶褐色粘質土 (礫混)

3 暗責鵜色粘質土

SK7325

SK7228

茶黒褐色土

SK7253
1 責褐色粘質土 (刻 蝶 混)

2 焦茶色粘質土 (打蝶 混)

3 茶褐色粘質土 (小礫潮
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SK7223

1 焦茶色粘質土 (砂藤混)

SK7222
2 焦茶色粘質土 (黄褐色土・砂礫混)

SK7223
3 暗黄凋も■

4 暗黄褐色■ (秒礫混)

7680m

b′         C
SK7224

SK7225
1 暗茶褐色粘質土 (礫混)

SK7226
2 黒4H色粘質土と暗黄褐色粘質土の混土(砂礫混)
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ＳＫ７SK7545 SK7626 SK7510 SK7625

SK7545
SK7625
13 焦茶色粘質■(黄網色土 炭混)
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お 茶鶴色枯質と(黄禍色■・/1ヽ環混)

SK7626
19 茶褐色枯質■(秒礫混)

SK7510 SK7627

SK7627
14 茶鵜色粘質■(暗茶栂色土潮
15 暗秦褐色粘質■(暗茶褐色土混)

16 A4B色粘質土(晴茶桐色主混)

SK7510(A～ Dセ クション)

1 暗茶鵜色粘質■(黄褐色土粒混)

2 黄褐色消質土と暗秦鵜色粘質■の混土
3 焦泰色粘質上(黄褐色主混)

4 焦茶色猫質土(責褐色土混、粘質)

9 茶禍色粘質と(責凋色土混)

10 暗茶鵜色粘質土(黄橙色土混)

SK7662(Aセ クション)

11 茶褐色格質
=(黄

褐色土混)

5 焦茶色粘質と(黄縄色土混、3よ り多い)12 暗黄褐色拙質■(茶禍色土混)

6 黄褐色粘質土(暗秦偶色土混)

7 焦茶色粘質土(黄褐色土霜降り)    SE7628(Bセ クション)

8 焦茶也粘質土(責褐色上 茶鴇色土混) W 茶褐色粘質土(黄褐色上粒少量混)

n

SK7593
1 黄褐色粘質土(茶褐色土霜降,)
2 茶拇色佑質主(黄掲色■混)

3 茶褐色粘質土
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SK7611
1 暗茶網色■ (礫混)

2 累掲色粘賓■

K7626  SK762

SK762

SK7510

SE7628
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E7822

SK7820
1 黒褐色粘質土

2 黒穏色悩質土(黄得色粘質エアロッタ混)

3 黒灰鶴色粘質土(責偶色粘質土少量翔

4 黒褐色猫質土(費禍色結質■斑点状に混)
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SK7806

SK7807

2 黄褐毬 質ヽ土 (茶褐色土混)

SK8000

5 奏偶色粘質土(黄褐色土混)

SK8002
1 黒得色祐質土ωヽ礫混)

2 黒秦色粘質i
3 茶灰色枯質土
4 黒茶t粘質■と責褐色粘賓土

アロックの混土

5 黒桐色猫質土

SK8000
6 小礫 砂 茶鵜色■の混土

7 累茶色粘質土と黄褐色粘質土

アロックの混土

B 黒灰色枯質土

9 黒茶灰色砂質土

10 黒茶色粘質土

11 黒褐色粘質土と礫の混i
12 黒褐色粘質土

SK8001
13 黒褐色粘質土

SK8003
7 黒褐色粘質土

B 瞬 層
9 黄掲色枯質土と黒褐色粘質上の混土

IO 黄褐も格質主と黒灰ζ格質■の混土
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SK7806          SK7805
4 灰茶鵜色抄質■       1 暗茶禍色粘質土

(黒褐色粘質とが帝状に混) 2 暗茶鵜色粘質■(黄橙色砂質土混)

3 灰茶編色砂質土(砂礫混)
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1 黒褐色粘質土と責偶色粘質土ノロックの混± 4 茶灰色粘質土

2 黒偶色粘質±               5 黒秦也粘質とと黄編色粘質上アロックの混主

3 黒茶色粘質±               6 黒褐色紺質土

T

1 茶褐tVJ質土 (小礫混)            4 暗茶褐色粘質土

3 黄偶色粘質土(茶捐色土混、2よ り茶褐色主多) 0 嗜泰網色粘質土(A4B色 土混)
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SK8688

SK8688
1 茶褐色猫質土(黄褐色粘質土プロック混)
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騨 色枯質と '礫混)

暗黒褐色粘質土

ID8643
8 黒4H色粘質土

K8666
4 黒褐色粘質上(茶褐色粘質土・礫混)

S 暗黒褐色梢質土
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SK8712
1 黒褐色粘質主 (黄梶色粘質土混)

2 茶褐色砂

3 暗褐色粘質上(礫混)

7740m

77 40ra

SK8942
黒褐色土

暗責色上 (し まる)

暗茶褐色土

黒褐色主 (焼上・炭化物慟

茶褐色土 (3と 地山の混土)

6 1と ,の混土
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Sk8934

SK8934
1 晴茶褥色土碑 色三 十戌化助徹長に励

2 黒脅径虫 しまる)
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SK8966
1 暗黄褐色上(砂礫混)

2 暗茶褐色土

3 茶偶色土

4 茶偶色土 (地山混)

5 増茶褐色上(寅褐色土霜降り)

6 嗜褐色土 (黄褐色土霜降り、5よ り多)

7 暗褐色土 (礫混)

3 暗茶褐色土(黄褐色■4Vl量 混)
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SK9129

SK9129
1 天褐色■(砂礫 暗黄褐色土 黒格色上 茶偶色土混)

2 黒褐箇 苫質土

3 黄褐色■(砂礫混)

SE9227

K9127
黒褐色粘質土

茶褐色土(跡架潮

黒色土(炭混)

鳴

A

茶褐色土(秒礫混、24よ り明)

赤茶褐色粘質土(礫混)

責禍色粘質土(砂際混、5よ りやや明)

◎
◎SK92郷
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∂
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鉾
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SK9155

茶褐色土 (砂礫 秦鵜色土ブロックFH)

♀                    1                   41n

9320
黒褐色粘質土

暗灰褐色粘質土

黒拇色粘質土(1よ り暗)

暗灰褐色粘質■(2よ り暗)

灰黄褐色粘質土
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SD9876
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1 暗茶褐色倍砂■ (酸化鉄含)

SK9371

餓
③

暗茶鵜色粘質土 (1よ り明)

茶褐色粘質土(地 山混)

地山と茶調色上の混土
灰褐色粘質土
茶褐色枯質土 (酸化鉄含)

灰褐色粘質上
灰褐色粘質土 (5よ り暗)

青灰色枯質土
地山(上層に黄も砂層)

黒褐色粘質土 (礫混)

地山(青灰色格質土アロ /ク )

暗茶褐色結質上
青褐色砂質土
黒褐色粘質上
暗茶褐色粘質上(4よ り暗)

地山と茶褐色土の混土
暗灰褐tth質土(青灰色土混)

16

77 40m    sK9371 SE9427e干 f―

―
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SK9462
19 茶鵜色土(礫混)

20 黒茶栂色粘質土

SE9427・ SE9443
21 黒褐色稲質上

SK9371
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SK9631・ Sk9689'SK9690,SD9703・ SK9704・ SK9733
1 暗秦鵜色枯質土

2 暗泰鵜色質■(地山霜降り)

3 暗茶網色粘質土(地山霜降り、2よ り少)

4 暗茶鵜色粘質と(1よ り明)

5 暗茶褐色粘質■(地山アロック混)

0 黒掲色粘質土

7 晴茶禍色粘質上(酸化鉄含)

8 黒褐色枯質土

0 暗茶褐色粘質と
10 暗茶網色枯質土(地 山霜降り)

H 黒褐色粘質■(地山霜降り)

12 黒色土プロック
13 黒色粘質土(PB山 アロック混)

14 累色粘質■
15 暗灰色粘質土

16 地山アロック
17 暗茶網色粘質土

18 淡灰色粘質土

19 淡灰色枯質土(18よ り暗)

20 灰褐色濡質土

21 茶褐色粘質土(地山アロック混)

22 茶褐色粘質土

SK9690

SK9704

SK9733
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の23 茶鵜色祐質■(暴色土 地山霜降り)

24 地山アロック
25 灰編色お質■(醐ヒ鉄含)

26 灰褐色粘質と(黒色土 地山霜降り)

27 灰褐色粘質土(黒色土霜降り)

28 灰褐色粘質土(4よ り暗)

29 灰褐色粘質土(黒色土 地山霜降り、26よ り黒色土多)

30 地山アロック
31 黒色上
32 地山(翻ヒ鉄含)
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SK9606・ SE961
1 黒褐色粘質上

2 暗灰褐色粘質土

3 黒4B色粘質と(地山霜降り)

4 暗灰褐色粘質土(地山霜降り)

5 黒4B色枯質主

SK9608,SK9609
6 暗茶禍色粘質と

7 黄偶色粘質土(蠅山混)

SK9614
8 黒褐色粘質土(地山篤降り)

SK9609 SK9606
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SK9849

SK9820 SK9814

SK9823   SK9819

SD9775    SK9819

SK9782

/

ぴ
SD9775

SK977
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SK9778
A       ′

ゴ

７７９０ｍ

一
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SK9783    SK9782

SK9783      SK9782SK9783      SK9782
1 晴茶召色粘質±   3 暗茶網色粘質土(1よ り灰色強)

2 灰色粘質土
77 90m sK9849 SK9814

a            a′

SK9849          SK9814
1 黒褐色粘質±        4 黒色土(地 山篤降り)

2 灰褐色粘質土
3 費褐色粘質■(黒色工霜降り)

SK9778

SK9794
1 黒褐色粘質土
2 暗灰掲色粘質土
SK9807
3 黄縛色粘質上(礫紛
4 茶縛色粘質土(地 山霜降り)

SK9796
5 茶調色粘質土(地 山霜降り)

SK9785

SK9783

SK9778
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才
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SK9778
8 灰色粘質土
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2 暗泰褐tFh質土 (地山籍降り)

I山霜降り)9 秦鵜色お賓■(灰色主混、地山霜降り)5 暗茶網色粘質土仰
6 地山アロック

SK9819
(地山霜降り)10 暗茶禍色消質土
ヒ山霜降り)

SK9823
1縮降り) ■ 茶褐色粘質土(〕

SK9818 -―
7■ 911m7葬

諄島色粘距〔土仙 山
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13 淡灰黄色粘質±
            17 淡リ

77 00m  sK9851

SK9818

3 暗秦褐色簡賓土(地山霜降り、やや粘質)

77 91h  sK9849    SK9820              SD9775            SК 9820b          4 暗茶褐色枯質主

d′

SK9820               S
18 暗茶褐色祐質土
19 淡灰褐色粘質土
20 暗茶終色お質■(18よ り明)

21 暗茶褐色粘質土(地 山アロック混)  24 黒褐色粘質土
22 暗茶縄色猫質±           25 黒褐色粘質■(24よ り暗)

23 茶禍色粘質土

SK9818
26 秦褐色粘質土(地山霜降り)

SD9775
27 淡灰色粘土
28 責褐色粘質土
29 暗茶褐色粘質■(地山少量諸降り)
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SK9852 77 80■n
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(bo

SK9850
1 黒褐色土

2 黒褐色土(黄禍色エアロック混)

3 茶褐色土 (貢褐色土アロッタ混)

4 黒褐色土

SK9852

◎
SK9803

SK9803
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SK9803'SK9836,SK9850～ SK9852

SK9803
1 茶拇erh質土(黄編色土縮降り)

2 暗黄網色土

SE9874
3 暗寅偶色枯賓■(暗茶鵜色土少畳混)

SK9836・ SD9855他
暗茶禍色粘質i
黒褐色粘質上

暗灰褐色粘質土

責褐色粘質土(黒色土霜降り)

茶褐trh質土

茶編色祐質と(8よ り暗)

茶褐色粘質土(茶褐色土アロック混)

黒褐色粘質土

茶褐色粘質土

暗茶鴇色推質■(黄掲色■霜降り)

茶召色粘質土(責褐色エアロック混)

Sk9850

SK9850

SK9852

C                  C′

SK9851

5 黒褐色■(やや粘質)

6 貢裾色土(黒褐色土アロッタ混)

7 黄掲色■(黒褐色土霜降り)

SK9851
8 黒編色土

9 黒編色土(し まる)

d′

SK9852
10 暗茶捐色土

H 暗茶鵜色上(黄編色エアロック混)

12 暗秦凋色粘質土

13 暗茶鶉色土(黄褥tiブロック混、
14よ り少ない)

14 暗英禍色土と地山の混土

4

SK9875

KE9873

SK9851 SK9850

SE9872

E9835

SK9836

SK9836

27
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SK10210

SK10165    SK10211

SK10210
SK10165
1 累色粘質主催色猫質土ブロック潮

SK10210
2 黒色絡質土ぐ笹色枯質土霜降り)

3 黒色描質土α零潮
4 黒色粘質土

SK10211
5 青灰色結質土(黒色土ブロック混)

6 黒色描質五

SK1017,
1 黒色粘質土

2 黒色粘質土 (音灰色粘質土翔
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Sk9868             sK9867
1 暗茶褐色土(裁褐色土小プロック

ー
混)a うすぃ茶灰色■(黄得ヨ上ブロ /ク茂)

2 暗茶構色■(小 砂礫淀)      4 暗茶褐色上(黄褐色上ブP/ク混 )

SK9868
hi

SK9868
3 暗茶褐色土(黄褐色上ブロック籍膝り)

SD9866

SD9866
5 暗茶褐色■(黄 褐色土籍降り)

0 茶灰色■(煮編色土アロック砂軽混)

7 1に比べ黄編色土ブコ ンク混

4 増茶褐色土(1に はな)

5 肌8占質■

2 茶灰色土(責 褐色土ブロ /夕 砂RI■ )房1遺 構

Sk9870
■ 却更色土(黄褐色土ア9ッ タl.t)

12 贈茶褐色■(黄 福色土ブP,ク rlL)

77 60m   sK9868 SK9867
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SK9862

獅一ｈ
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SK9863

SK9865

SK9861

SK9867
1 うすい茶医色■(糞褐色■プロ ッタllt)

2 暗茶鶴色■(黄掲色土プロ /夕 llt)

綸 暗泰穏色■(黄褐色枯賓土混)

SK9862         -― ――

。SK9859

77 60n   SK9863
d_

下

Sk0860
1 暗茶協色土(寅 褐色上少霊縮路り)

③

③
◎

SK9869

SK9870
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SK9863                 i    l
l 暗茶褐t土 (黄偶色上プロック泣)

2 1H7泰 褐色土(黄褐色土織降り)

o 暗茶褐色■(黄掲色土ブ,ン タ翡i監 り)

下

SK9869
1 泰掲●■と肌色砂質格土の互層
2 暗茶褐色格質上

o 暗茶褐色土(黄tB色牲質土ブロック蔵)

r SK9865 2   ' Sk9860
m

1 暗茶灰色■(し まる )

2 暗茶褐色上(黄褐色土ブ●′ク■)

3 暗率褐色格質■
4 葉灰色■(黄褐色土アロ′夕lt)

5 暗茶褐色土(黄IS色土籍降り)

SK9860
6 暗茶灰色土

7 茶褐色上

8 賭茶褐色土

9 茶灰色土(し まる)

4 茶褐tt tl質 ■

5 時茶掲色土

10 暗終得色土(黄将色土ブロンタllL)

SK9863
1 略恭福色土(貫 掲色■プロンク麗)

SK9860
1 賭茶鶴色上
2 時泰福色上(黄褐色±7ロ ィク洸)

3 暗泰絡色構質■

地山ブ9/ク

泰灰色枯質■

黒褐色■(黄福色とアロッタ混)

暗案褐色上(貨褐色土アコノタ混、しまる)

SE9876

Sk986S
l 茶彊色土と黄褐色主ブロンタの混土
2 葉掲色土(黄褐色■籍降り)

S 暗泰福色■(責褐色土籍降り)

SE9876
4 暴色土

11 暗茶穏色お質■

12 黒色土(無逮め黄穐色土布障ウ)

13 黒色■(責褐色土
‐/Pッ タ混)

14 賓褐色■アロ′夕(贈泰掲色主混)

/_

C              C
SK9862      2
1 泰灰色砂礫上(獨阿し鉄含)

2 茶灰色粘質土

ニア
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SK9859～ SK9865。 SK9867～ SK9870

SK9859
1 黄褐色ア,/ク (暗 茶灰色土llt)

2 暗茶灰色構質エ

SK9861

Sk9859

泰褐色土(黄鶴色土アロンタ籍降り、酸化獣含)6 黒褐色■

暗茶鶴色■(橙色上ブロンタ少長洸 )

黒偶色土(肌色ブ,/ク少量淀)

黒tB色主(4よ り晴)

率褐色■(肌色アロックit)

茶褐色土(黄 褐色■アロックIL)

川[色枯質土(泰医色■ブロック腿)

SK9859 1
7 ぽ泰褐色■(資欄色土箱降り状に程)

と 賠茶灰色粘質
=O 轄秦褐色紺質土

10 暗茶褐色土(費格色■ア●ック混)

SK9859

4 茶灰色土(黄 褐色主ブロ ツタllt iよ り少ない)

3 茶灰色土(黄褐色■アロンク碇、4よ リブ0ッ ク大)

SK9861他
1 茶褐色土(黄禍色土アロ /ク ltt)

2 茶得色■(黄褥色土ブローックIIt、 3と 4よ り明)

a 暗泰掲色土(黄 樹色土ブロック混)

4 泰褐色■(黄 縄色土ブ● タク・小秒礫混)

泰掲●主(黄協色上箱降り)。Sk9859
1 茶灰色主(黄 褐色エア● ック籍降り、駿化鉄含)

2 茶灰色上と地山の注主
3 葉灰色枯質土

f

茶鴻也土(ややFh質、黄褐色土ブ七 ′ク 小砂槃淀)

暗茶特色土(賀 鶴色ブロッタ程)

鷺奈据琶圭躍 究 し,懲
暗泰褐色■(黄 褐色土藉降り)

茶喬色粘質主

i              i
1 茶灰色砂礫上(駿化鉄含 )

2 茶灰色粘質土
3 茶灰福色土(し まりない)

77瓶
細 色ま 熱 色■力 /夕 湖 曜 構

―___             SK9863                  -― ――

見8        メ
1 暗本褥色土(女褐色土ブロンタ屁)

2 地山と暗茶掲色上の梶土

3 暗泰調色土(黄掲色エアロック混、1よ り少ない)  (暗泰饗色土霜降り)
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1 黒褐色粘質土

つ 黒褐色粘質土 (責褐色土アロック混)
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F近 代 以 降

明かに近代以降の遺構は, B2地 区・B3地区の旧以速寺跡周辺に分本する。大きく,旧以速寺関

連の遺構 とやや性格の不明な土取 り穴と考える遺構などに分けられる。これらの他碍子が出土した土

坑などもあるが,こ こでは主なものを述べるに留める。

1井  戸

B地区

5974号井戸 (S E 5974)

X220Y100で検出した石組円筒形井戸である。遺構検出時には円形の素掘井戸と判断していたが,

半切して掘 り進んでいくうちに,約50cm下から石組井戸であることが判明した。覆土は大礫の混じる

しまりの悪い暗褐色粘質土である。旧以速寺の敷地内にあることから,昭和初期までにこの地にあっ

た以速寺の井戸と考える。中 。下層からは寺の移転寺に廃棄されたと推定される,近代陶磁器,ガラ

ス製品などの生活雑器が大量に出上している。深さは飲料水に使用していたのか,中・近世の井戸よ

りも深 く,最終的には重機によって断ち割った。最下層には,先端をやや先細 りにした16cm× 12cmの

角材が井桁に組んであった。水溜 となっていた模様で,内法は85cmの正方形である。井戸の掘削年代

は,ほ とんどが近代陶磁器であることから,古 くても江戸時代には遡らないであろう。

2 土   坑

B地区

5981号 。6069～ 6076号・6104号・6117号・6202～ 6208号・6311号土坑 (S X 5981・ S X 6069～ SX

6076・ S X6104。 S X6117・ S X6202～ S X6208。 S X6311)

X228～ 241Y75～ 85で検出した長方形の土坑群である。X235以 北の上坑は性格がやや異なるが,そ

れ以外は共通した特徴を備えている。平面形は長方形, または「L」 字形,壁はややオーバーハング

するものの,ほぼ直立する。深さは30cm～ 70cmで床面はほぼ平坦,下層が礫面に達するものは少な

い。覆土は上層が黄掲色粘質土ブロックが混じる暗茶褐色粘質上で,下層は砂礫層となっている。砂

礫層に混じって,陶磁器片が出土する。掘形から,地山の黄掲色粘質土を取った土取 りの穴跡の可能

性が強く,後に不燃物のゴミとともに埋め戻 したと考える。X235以北の上坑は,形 も不定形で,覆土

は小砂礫の混じる暗茶褐色粘質土の単層である。昭和初期の絵図を見ると,こ のあたりに家が建って

おり,その家屋の跡の可能性もある。これらの上坑の中からは,中世土師器 。珠洲・越前・瀬戸美濃・

青磁が時折混じるが,ほ とんどは18世紀から19世紀の越中瀬戸・唐津・磁器,ガラス類が出土した。

7149号土坑 (S K7149)

X205Y92・ 93, S D 5935と S D 5982の 間で検出した長方形の上坑である。規模は南北260cm,東西

360cmである。覆土は上層が明茶褐色砂質土,中層が茶褐色粘質土,下層が黄褐色粘質土ブロックが

混じる茶褐色粘質上である。中・下層には20cm～ 30cm大の礫が多く混じる。遺物には中世土師器 `

珠洲・青磁などの古い遺物 も混じるが,陶磁器・ガラスなどが多く混じる。旧以速寺の堀であるSD

5910の 区画の内部であることから,寺の不燃物坑 として利用されていた土坑ではないかと推測される。

(島田美佐子)
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第Ⅳ章 ま と

梅原胡摩堂遺跡は,質・量とも膨大なため,遺構編 と遺物編に分けて記述することにした。そのた

め,遺構の詳細な時期変遷・遺跡の評価などは次回の遺物編で触れることにし,今回は代表的な遺構

についてまとめることにした。

1 遺構分布 と地籍 図

梅原胡摩堂遺跡が立地する福光町梅原・宗守地区は,近世の区有文書がほとんど残っていなく, ま

してや中世 。古代に関する文書も皆無に等しい。そのため,文献資料から遺跡全体に迫ることはなか

なか難しい。しかし,梅原・宗守地区の地籍図が残っているので,それを手がか りとして,発掘調査

で分かった遺構分布に照らしてどんなことが読み取れるかを考えてみる。

遺 構 分 布

検出した建物・溝・井戸・墓などの遺構を時期別に簡単に述べる。中世前期では,A地区が北側で

12世紀中頃～14世紀の,南側 (A3地区)で 13世紀～15世紀の遺構が確認できる。掘立柱建物は自然

河川や溝で区画された中に配置され, 7つ の群に分かれる。井戸は少なく,建物に付随していない。

掘立柱建物群を区画する溝の西側に,13世紀初めの上獲墓 1基 を検出した。さらに,中世前期の範囲

の外周部には供養関係の上坑 S K4483がある。 B・ C地区には遺構がほとんど広がっていない。

中世後期になると,15世紀代はB地区の北側 (Bl～ B2地区)を 中心に広がる。15世紀後半～16

世紀には,伝安楽寺 (旧以速寺の前身と言われている)周辺のB地区から南のC地区に遺構が広範囲

に分布する。伝安楽寺周辺には建物群が少なく,深い溝 (堀)が鈎の手状に巡る。しかし, C地区で

は道 S F01を 境にして,西側に S D 9301。 S D 10101の 方形区画大溝 (堀)と ,東側に屋敷を区画した

と考えられる溝がある。 C地区の中央部 (C2地区)は削平を受けて,遺構が確認できないが,建物

は区画溝の内に配置されていると考える。道はC地区の南側 (C3地区)で折れ曲が り,東側に延び

ていき,宗守城に通 じると考える。この時期の上壊墓は確認できない。

近世になると,遺構は旧以速寺を中心にC地区の北側 (Cl地区)に 及ぶが,18世紀以降,散在す

る。建物は掘立柱建物・礎石建物・土台建物があり,構造的に変化を迩げる。中世後半の大溝はほと

んど埋められる。18世紀以降は土台建物が中心になり,旧以速寺周辺やA地区に点在 し,現在見られ

る散居の村並が伺える。

以上から,遺構の広が りは中世前期で南北約400m,中世後期で南北約600m,近世で東西約300mの

範囲である。便宜上に分けたA地区～C地区で見ると,第 312図 のような時期別変遷になる。時代の中

心が地コミを変えて推移 していることが分かる。しかし,発掘調査対象地は,南北 l kmと 長いが,東

西50m～ 60mと 狭いため,遺構が東西方向にどれだけひろがっているのか明確ではない。近年,回場

洪
縄 文 時 代
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０

●

０

●

●
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第312図 梅原胡摩堂遺跡の時期別変遷
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中央部にあたるため,中世遺構の南北方向の広が りを円にすれば分布調査で確認した遺物散布範囲に

収まる。分布調査の性格上,遺構の時期・内容が不明確ではあるが,南北方向で見られた中世前期 と

後期の遺構の広が りは,東西方向にも広がっていると推察される。もし,そ うだとすれば,時代によ

って集落の中心が変化する。すなわち,北側の低い所から南側の高い所へと中心を移 し,開墾が南側

に広がっていったことを示す。

ところで,梅原・宗守の開発の歴史を見ると,梅原では段丘の上面にあたる上村・安丸が早 くから

開け,その後,下段の出村に開発が進んだと言われている。早 く開けたところは,発掘調査 した梅原

胡摩堂遺跡A・ B地区,梅原加賀坊遺跡,梅原安丸遺跡の立地する周辺にあたる。近世の宗守村は梅

原付近で早 く,それ以南は後から開発されている。寛文4年 ～同13年の山田新田用水の開削や天保年間

の開発によって,梅原村は田7.025石・畠8.85石,宗守村は田28.042石 。畠28.042石が新開された。宗

守村は梅原村と較べて,田が約 4倍,畠が約13倍の広さが開発されているが,その地域は梅原胡摩堂

遺跡のC地区以南である。だから,当遺跡の発掘調査 した地域が近世に開墾されたものでなく,中世

に開発が進んでいたことは上記の遺構分布からも裏付けられる。

梅原 。宗守の地籍図

梅原・宗守に現在残っている地籍図を次に検討する。宗守地区の地籍図は明治38年 12月 の「調製」

の「富山県東幅波郡北山田村大字宗守村地図」で,宗守公民館に所蔵されている。その「地図」は別々

の軸仕立ての四面からなり,地番や小字名が書かれている。凡例には, 田・郡村宅地・畑・山林・原

野・水路・清水・堤 とある。加賀藩の宗守御蔵があった所には公立学校敷地と書かれている。この「地

図」は梅原でも作 られたと考えられるが,梅原には現在残っていない。

宗守公民館にはこのほかに宗守と梅原の地籍図が残っている。この地籍図は製作年代が記載されて

いなく,別々の軸仕立てになっている。耕地整備完成後の昭和元年～昭和 3年に移転 した以速寺が旧

の場所に書かれていることから,昭和初期以前の製作であることが分かる。几例には上記の「地図」

に書かれていたもの以外に,民有水路・民有道路・伏樋・役場 。学校など,よ り細かい標記になって

いる。しかも,几例は宗守の方だけで,梅原の方には記載がないことから,宗守と梅原は対で作られ

たことが分かる。更に,尺で等高線が記載されている。地番も上記の「地図」より枝番で細分されて

いる。この地籍図は,大正13年から始まり大正15年 で終わった耕地整理事業の実施計画書を県に提出

するため,大正12年 7月 に測量・作成されたと推察する。そのため,現地の地形を詳しく表したもの

となっている。しかし,宗守・梅原を一枚に合わせると接合部が少しずれ,測量の精度が伺える。

この宗守の地籍図は,明治38年 12月 の宗守村地図の記載 とほとんど変化がない。梅原もよく似たも

のと推察する。そのため,大正12年現地実測とはいえ,明治38年 までは遡れることからも実際に地籍

図と呼んでもいい内容であることが分かる。さらに,こ の地害Jり は幕末の文久 3年の地割 りに基づい

ていることから,大正の地籍図は近世の様相 も伝えていることが分かる。

遺構分布 と地籍図

そこで,大正12年の地籍図から抜き出した水路・道図と発掘調査で判明した遺構,特に溝分布図 (第

313図 )か ら, どんなことが読み取れるのかを考える。

中世前期には自然河ナII S D701と 区画溝 S D 2203・ S D 3425が ある。地籍図にはS D701に あたる河

川跡はなく,用水路だけが確認できる。これは S D 1441(近 世)周辺を流れている。S D 2203・ S D 3425

の面影もないが,方一町の S D 2203の 区画内には,地番が周辺の水田に較べ中世平城跡で見られるよ

うに,細か くなっている。この東側には梅原の熊野権現社があって,護摩堂の宮と呼ばれていたとい
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うが,現在は神社がなく,別の場所に移転してしまっている。この様な地域だからこそ,地籍図では

細かい地割 りとして残っていた可能性がある。 S D 2203の 周辺には用水路が確認できる。区画溝とそ

の用水を対応させて考えるのは,早計ではあるが,溝の存在を意識させ られる。県道金沢・井波線か

ら北へ村を通 り抜ける南北道が見られる。これは,県道から北へは現在の町道を通 り,橋本川付近か

ら東へ折れて北に延びて行 き, S D 2203。 S D 3425の 西側を通ることになる。県道付近は分からない

が,X200ぐ らいから以北の橋本川までは,南北の道が遺構分布の粗い所で追える。さらに,S D 3425

の西側はよく分からないが, S D 2203の 西側は遺構が稀薄なところがある。それを道と考えれば, S

D2203・ S D 3425の 西側を通ることになる。以上, この南北道は県道付近を除き中世前期まで遡れる

可能性があることがわかった。しかし, 自然河川や区画溝は確認できないが, S D 2203は その痕跡を

残している可能性がある。

中世後期から近世初めにはC地区では大区画溝 S D 9301・ S D 10101があるが,地籍図では溝は確認

できない。溝の東側に沿って走る道も記載されていないし,C地区から宗守城へ行 く道も明確でない。

地籍図ではC地区は南北に長 く通る道がなく,東西に横切る道がある。特に,Cl地 区の南側にある

東西道は宗守御蔵に通 じる道である。宗守御蔵は寛文■年に作食蔵の記載があることから,17世紀後

半には蔵 としての機能が考えられる。その道は、16世紀末から17世紀前半の遺構のあるCl地区の南

側に当たる所を走っていると考える。また,福光から丼波に通 じる近世の脇道は幅 3尺 と狭いが,県

道の下を通っている。しかし,16世紀末から17世紀初めの製鉄関連遺構 S D 9116・ S D 9117な どが脇

道す ぐそばにあることから考えて,その脇道を中世後半まで遡らせるのは問題があろう。県道を挟ん

で南北の地域を分断するために,近世初めに脇道が整備されたと考える。

B地区では大溝 S D 8100。 S D 7600な どがある。地籍図では確認できなかったが,南側の大溝SD

7600の 周辺は梅原と宗守の境界になってお り,溝の幅を狭めて境界の役割を果たしたとも考えられる。

B地区の,近世から大正末まであった旧以速寺は土塁と外に堀を持つ真宗寺院である。堀はS D5910

にあたり,土塁はS D 5910の 東側の遺構の稀薄なところに想定できる。また,地籍図では上述した南

北道から東側に分かれて,旧以速寺に通 じる道がある。B2地区のX227～ 230付近で遺構の稀薄なと

ころがあり,そ こに道があったと推察する。しかし,中世後期の伝安楽寺 (「梅原堂屋敷」とあること

から道場 と考える)は 南北80間余,東西100間余 りで,四方に土塁を持つと言う。その遺構は確認でき

なかったが, S D 5935の 東側に中世後期の遺構が多く,銅製花瓶が出土していることからも,今後検

討が必要であろう。

以上,中世後期から近世初めの大溝は17世紀前半にはほとんど意識的に埋められているため,大溝

やその側を走る道は地籍図では確認出来ないことが多い。溝 。道がわずかに認められる中世前期の左

り方とは違 う。近世の脇道は17世紀以降の整備 とも考えられる。近世以速寺の遺構は現代まで続いた

ため,地籍図上に残る。このように県道を挟んで北の寺院地域 と北の居館地域を分断するように,近

世前半に脇道が加賀藩によって整備された可能性もあり,近世初めの支配形態とも関係があろう。

(宮田進―)

注 1 神保孝造1991『 富山県福光町梅原安丸遺跡群 I』 福光町教育委員会
注 2・ 6 石崎直義・石崎俊彦1971「 近世の政治と経済」『福光町史』上巻
注 3 井口仁志1960『梅原小杉耕地整理事業誌』によれば、その時に県から技師・技手が現地測量を行っていることが記載されて

いる。なお、「梅原村耕地見取絵図Jと 題する簡単な地図が福光図書館に所蔵されている。簡単で正確さに欠けるが、区画

整理前に地元で作られたと考える。
注 4 北山田土地改良区理事会1967『 北山田土地改良沿革史』
注 5 注 3文献
注 7 (明治29年 4月 1日付け書写)「教願寺由緒書」 (『大野市史』第 1巻 1978 所収 )

注 8 大坂の陣以降、加賀藩主の前田氏は越中支配体制を整備・強化し、元和～寛永年間にかけて、法令などが発布・制度化され、

藩体制を確立した (金龍教英1982『 前田氏の越中支配」『富山県史』通史Ⅲ近世上)と いう働きと運動していると考える。
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第313図 溝分布と水路・道配置図
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2 掘立柱建物

梅原胡摩堂遺跡で復元した掘立注建物230棟を,柱穴出上の遺物,建物周辺の出土遺物,周辺の遺構

の配置・切り合い関係から,中世前期・中世後期 。近世に分けた。各時期の特徴を以下まとめる。

梅原胡摩堂遺跡の中世前期掘立柱建物

中世前期の建物は125棟で,総注と側柱に分かれる。前者は97棟,後者は28棟である。総柱建物は桁

行 2間～9間 ×梁行 2間～6間で,平均3.9間 ×2.9間 である。桁行 2問～5間 ×梁行 2間～3間の建

物が73%,桁行 4間～9間 ×梁行 4間～6間の建物が27%を 占めている。梁行 2間は44%, 3間は29

%で,前者が多い。偵J柱建物は桁行 1間～5間 ×梁行 1間～2間が79%を 占めている。梁行 1間 と2

間はほぼ同数で,梁行 3間 ～4間は 7棟ある。時期別に見ると,① 12世紀中頃～13世紀 (前半),② 13

世紀 (後半)～ 14世紀 (前半),③14世紀 (後半)～ 15世紀 (前半)を 中心とする時期に分かれる。建

物の時期が重複しているものがあると考えられるので,以下の数字は概数である。①の時期は60棟で

ある。梁行 3間 (33%)や 4間 (33%)の方が 2間 (22%)よ り多い。②は49棟で,梁行 2間 (63%)

が主体で, 3間 (18%), 1間 (10%)と 続く。③は■棟と減少する。梁行が 4間以上はない。①は総

柱が92%である。梁行は 2間で25%, 3間で33%, 4間で32%と , 3間 と4間が多い。桁行は 5間以

上のものもある。側柱は1間が 1棟, 2間 が 2棟, 3間 と5間が 1棟で数は少ない。②は総柱が67%

と低 くなる。梁行は 2間が63%, 3間が18%, 4間が 9%で, 2間が主体である。桁行は4間以下で

ある。側柱は17棟 ある。梁行 2間が多い (47%)が, 3間 ～ 4間 もある。13世紀と14世紀のものを較

べてみると,前者は総柱が92%,後者は60%で,総柱が少なくなっている。③になると,総柱は桁行

2間 ×梁行 2間の 1棟で激減し,大型総柱建物は確認できなくなる。

柱間の平均間隔は桁行239cm,梁行232cmで ,桁行と梁行の間隔んヽまIF等 しい。①の時期は桁行241cm,

梁行236cm,②は桁行235cm,梁行227cm,③は桁行245cm,梁行234cmである。

建物の平面積は 9m2～ 272m2,平 均62m2で ぁる。①の時期は14m2～ 273m2,平均86m2で ぁる。30m2

未満,30m2～ 50m2,51m2～ 100m2,101m2～ 150m2,151m2～ 200m2,201m2以 上に分かれる。150m2以上が

10%である。50m2以下,51m2～ 100m2,101m2～ 150m2が,30%,38%,22%で ある。51m2～ 100m2が

目立つ。特に,50m2以下は平均34m2で ぁる。30m2～ 50m2が 72%で,多い。②は9m2～ 118m2,平均43

m2でぁる。50m2以下,51m2～ 100m2,101m2～ 120m2が66%,32%,2%である。前者が主体を占める。

50m2以下は平均28m2で ,30m2～ 50m2と 30m2未満が約半々である。50m2以下と51m2～ 100m2は 13世紀

では半々であったものが,14世紀では20m2～ 40m2が 8割近 く占めるようになる。③は13m2～ 66m2,平

均28m2で ぁる。50m2以下は 9割で,平均21m2で ぁる。30m2未満 と30m2～ 50m2が半々である。

柱穴の規模は長軸31cm～ 54cm× 短軸27cm～ 48cm,平均39cm× 34cmである。短軸に対する長軸の

比率 (長軸比率 と称する)は 1.00～ 1.43,平均1.15である。規模 と長軸比率は時期による変化はない。

柱穴の深さは平均22cm～ 29cmで,時期による変化もない。個々の柱穴の深さは一定でなく,地形に

制約されていると考えられる。平面形は円形が多いが,楕円形や方形もある。同じ建物でも柱穴が円

形と方形が混在 したものもある。

掘形埋土は黒褐色土か茶褐色上の単層が多い。柱根は遺存していないが,柱痕跡から柱根の直径が

約10cm～ 20cmである。柱痕跡は全柱穴の 1割以下しか確認できない。そのことは,柱根の再利用が

よく行われていたと推察する。吉倉A遺跡のように約 5割近 くの柱根の再利用率が示されているが,

柱根が残っていても,利用できる部分は切 りとって使ったと考えられるので,相当の建築材が再利用

されたであろう。出土遺物には土師器が多い。完形の上師器が出土している例がある。五社遺跡でも
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柱穴から大量の上師器が出上しており,地鎮的性格を推測させる。

柱間間隔が広狭する建物はあるが,半間の庇が付 くものや庇部分の柱穴が小さくなるものもほとん

どない。イロリなどの火の使用跡は確認できなかった。石川県縄手遺跡の木製イロリ・同県三木だい

もん遺跡の石製カマ ドは大型総柱建物に伴う例であるが,それらと分かる遺物も出土していない。

竪穴状土坑を伴 う建物は 6棟 (4%)あ る。土坑は浅 く,建物の隅や張出部に位置する。その覆土

には炭化物を混じるものがある。単独の竪穴状土坑はほとんど確認できない。①の時期で 2棟 (総柱),

②で 3棟 徹」柱),③で 1棟 (側柱)に土坑を伴い,狽」柱の方が多い。県総合運動公国内で調査 した 8

遺跡の中世前期掘立柱建物105棟のうち,28棟 (27%)で竪穴状土坑が確認できた (文献 3・ 4・ 6)。

そのうち,86%が総注である。竪穴状土坑が多い南中田D遺跡では36%で,全て総柱である。県内で

は,梅原胡摩堂遺跡のような竪穴状土坑が 1割以下の遺跡と運動公園のように多い遺跡があるが,前

者の遺跡の方が多い。井戸は建物にほとんど伴わない。井戸の上屋 と考える建物が 1棟ある。

建物の方位は①の時期で,南北棟がN-0° ～18° 一E,東西棟がN-80° ～82° 一Wである。前者は10°

前後が多く,真北が 1例である。②で南北棟が 0° ～32°東,東西棟が65° ～86°西である。前者で20° ～30°

東,後者で65° ～70°西に振れるものが出て くる。南北棟で西に振れるのは 1棟だけである。③では南北

棟が10° ～20°東,東西棟が73° ～82°西に振れる。県内の北反畝遺跡・じょうべのま遺跡では建物の方位

が 0° ～ 4°西に振れる (文献 1・ 10)が,神田遺跡では 2° ～11°東に振れている (文献 3)。 若宮B遺跡

では大部分 0° ～12°西に振れている (文献12)。 12世紀後半～13世紀の同じ時代の遺跡でも立地によっ

て東・西への振れに変動が見られる。しかし,総体 として見れば,建物が北に向いている。すなわち

南北棟が多い。屋内奥深 くまで入る東からの太陽光線を採るために東向きの建物が中世に多いと言わ

れている。県内の中世建物の多くが南北棟を取っており,こ の傾向は古代の建物まで遡れる。しかも,

当遺跡が立地する幅波平野では西風のため現在でも東向きの家が多いと言う地理的環境からも東向き

の建物が主体 を占めていたと考えられる。

梅原胡摩堂遺跡の中世後期掘立柱建物

中世後期の建物は大部分が側柱 (53棟)である。総柱は 3棟あるが,時期が15世紀代に収まるもの

で,降っても16世紀後半に入るものはないと考える。それは桁行 3間 ×梁行 2間の小型で,大型総柱

でない。全体的に見れば,柱間は桁行 1間～ 4間 X梁行 1間～ 3間で,平均2.3間 ×1.5間 である。梁

行 1間が63%, 2間が35%である。中世前期の14世紀～15世紀の様相 と似るが,大型柱穴建物や「 L」

字状に 3隅 しか柱穴のないなど建物は変化に富んでいる。時期別に見れば,14世紀後半～15世紀前半,

15世紀後半～16世紀初め,16世紀前半～末に分かれるが,前者は中世前期で触れたので,こ こでは後

2者 を合わせて④15世紀 (後半)～ 16世紀として一括する。

柱間の平均間隔は桁行260cm,梁行263cmで,中世前期のものに較べて広い。特に,15世紀は 8棟

と少ないが,平均桁行248cm,梁行225cmである。これを前半 と後半に分けて見れば,前半は桁行269

cm,梁行269cm,後半は桁行214cm,梁行221cmである。15世紀後半の柱間が最も狭 くなる。15世紀

末を含めた16世紀では桁行263cm,梁行270cmである。柱間が広 くなり,梁行の方が長い。このこと

から,柱問間隔は縮小化 していたが,16世紀以降,柱間が拡大することが分かる。しかも,一方,柱

間が240cm前後のもあり,柱間の間隔が両極に分化 している (第314・ 315図 )。

建物の平面積は 5m2～ 49m2で ,全て50m2以下である。面積は平均23m2で ,中世前期に較べると小

さくなっている。30m2未満が56%,30m2～ 50m2が 44%である。

柱穴の規模は長軸26cm～ 98cm× 短軸24cm～ 88cm,平均54cm× 44cmである。前期の柱穴に較べる
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と,規模が大きくなっている。長軸比率は平均1.23であるが,時期差による比率の変化はない。15世

紀の柱穴は平均42cm× 34cmである。15世紀前半では43cm× 36cm,後半では36cm× 30cmで,少 し小さ

くなる。15世紀末を含めた16世紀の時期は58cm× 48cmで ,大きくなる。共に,平面形は円形 。楕円形

である。長軸の長さによって柱穴が 3種類に分かれる。50cm以下 (41%),51cm～ 80cm(44%),90cm

～100cm(14%)で ある。90cm以上は16世紀後半～17世紀初めのもので,近世の大型柱穴につながる。

柱穴の深さは16cm～ 82cm,平均38cmで,15世紀よりは16世紀の方が少し深 くなっている。

掘形埋土は黒褐色土か茶褐色土に地山上が多く混じる。柱穴に小石などを入れる例が多い。柱根は

直径15cm～ 20cmで,芯持材がほとんどである。全柱穴の内,柱根あるいは柱痕跡を残すものは 1割

以下である。柱穴出上の遺物には土師器が少なく,完形品もない。また,16世紀の溝出土の柱材は筋

違いのほぞ穴が穿かれており,板を横に通 して藁などで壁にしたと指摘されている。

建物に伴 う竪穴状土坑は深 く,埋め戻 していたり,オープンのままであったりしている。覆土には

焼土・炭化物を混じるものが多い。土坑は 5棟で確認され,全体の 1割 を占めている。その他,単独

の竪穴状土坑も出凱して くる。井戸は建物に附属 してくる。

建物の方位は南北棟がN-0° ～26°一Eで,10° と20° のものに分かれる。東西棟はN-70° ～90° 一Wで ,

80°前後が多い。前期に較べて,東に振れるものが多い。弓庄城跡 (文献 5)。 友坂遺跡 (文献13)な ど

は20° 以上東・西に振れ,こ の時期の建物は方位にばらつきが目立つ。

梅原胡摩堂遺跡の近世掘立柱建物

近世の建物は掘立柱建物 と土台建物があるが, ここでは前者についてのみ述べる。建物は49棟で,

全て側柱建物である。棟持柱の楕円柱穴だけが一本に並ぶ一本柱建物やそれの変形した建物もある。

それらは棟持柱を深 く掘 り自立させて,周囲上に暁石の柱を建てた建物を想定できる。

柱間は桁行 1間～ 4間 ×梁行 1間～ 2間で,平均2.2間 ×1.2間 である。桁行 1間～ 2間 ×梁行 1間

～ 2間の建物が70%を 占め,梁行 3間がない。梁行 1間が84%である。時期別に見れば,16世紀末～17

世紀前半 と17世紀後半に分かれるが,こ こでは⑤17世紀 として一括する。

柱間の平均間隔は桁行307cm,梁行317cmで,他の時期に比ベスパーンが最も広 くなる。桁行より

梁行の方が長い。16世紀末～17世紀前半 と17世紀後半を較べれば,前者は桁行299cm,梁行329cm,後

者は桁行327cm,梁行276cmで,柱間が少し小さい (第314。 315図 )。

建物の平面積は 9m2～ 84m2で,平均25m2で ぁる。後期の建物の平面積 と似る。29m2以下が74%,

30m2～ 50m2が 21%で,前者が多い。

柱穴の規模は長軸54cm～ 156cm× 短軸31cm～ 90cm,平均108cm× 61cmである。長軸比率は平均1.77

である。16世紀末～17世紀前半 と17世紀後半を較べると,前者は120cm× 70cm(長軸比率1.71),後者

は109cm× 59cm(長軸比率1.85)で,後者は偏平が激しい。柱穴の規模は 4種類ある。長軸50cm以下

(4%),60cm～ 80cm(21%),90cm～ 130cm(54%),131cm～ 190cm(21%)である。50cm以下が

激減し,90cm以上が75%を 占める。平面形は楕円形が多い。50cm以下の円形はわずかである。柱穴

の深さは50cm～ 60cm,平均58cmで ,深 い。16世紀末～17世紀前半は72cm,17世紀後半で55cmで浅い。

掘形埋土は地山土に黒褐色土・茶褐色上が霜降り状に混じる。楕円柱穴は長軸方向に二段掘 りのよ

うに段を持つ。柱根の根元に礫などを入れたり,礎石にしたり,柱穴の底を少し掘 り窪めたりしている

ものがある。楕円柱穴の長軸方向は建物の主軸方向と同じ向きのものが多い。柱根はB2地区でよく

遺存しており,径10cm～ 20cmの心持材が大部分である。柱痕跡や柱根は全柱穴の 1割以下である。

竪穴状土坑が建物の一部 となっているものが多い。貼床のもの,藁状炭化物を含むもの,看列を置
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き,片側だけ埋め戻 した例がある。

建物の方位は南北棟がN-0°～19° 一Eで,10° 前後が中心である。1棟だけ 5°西に向く建物がある。

後期に較べると,やや真北に向いている。東西棟はN-65° ～90° 一Wで,80°前後が多い。

中世前期総柱建物の基本形

さて,中世前期の総柱建物の構造を検討する。当遺跡は明確でないので,県内の遺跡から考える。

北反畝遺跡の S B90は 桁行 5間 ×梁行 4間の総柱建物である (第 318図 )。 身合部の桁行 3間 ×梁行

2間の柱穴には径30cm～ 40cmの柱根が残っている。八角形に面取 りされ,下には礎板がある。廂部

にある柱穴の柱根は径25cm～ 30cmで簡単な成形を施されているが,南側だけしか礎板がない。身合

の柱穴は57cm× 50cm,廂 の柱穴は46cm× 41cmであり,前者の柱穴のほうが少し大きい。身合 と廂の

柱列の並びは揃っていて,柱間間隔も極端に狭 くならない。これらから,梁行 2間 ×桁行 3間の建物を

基本に,周辺に側柱を配置し軒下に取 り込んだ構造を想定できる。柱穴の深さが違うだけで,身合 と

廂の柱間間隔が極端に変化がなく,柱列が通る平面形をAlタ イプとする。県総合運動公園内遺跡群

で見られる廂の柱穴の小さいのはこのAlタ イプが多い。さらに,南 中田A遺跡の S B01は 桁行 3間 ×

梁行 2間の身合 (上屋)に 軒下を取 り込んだ下屋構造だが,さ らに,廂 を出して下屋 としているもの

もある (第318図 )。 当遺跡の S Bllの ように身合 と廂の柱列が不揃いの平面形をA2タ イプとする。

小倉中稲遺跡の S B01は 桁行 4間 ×梁行 3間の総柱である (第318図 )。 その柱穴は平均長軸27cm×

短軸24cmの不整円形,深さ23cmである。身合 と廂の柱穴の規模がほぼ同じである。長軸比率は1.13

である。桁行・梁行の柱間間隔もほぼ同じである。この建物は,上記の建物構造から考えて,桁行 3

間×梁行 2間の身合に梁行部分を左右 1間延ばしてできたと考えられる。身合 と廂の柱問や柱穴規模

に変化がなく,柱列が並んでいる平面形をBタ イプとする。このタイプは,梅原胡摩堂遺跡・神田遺

跡など県内では多い。この平面形は鎌倉の武家屋敷の総柱建物でよく見られる。

以上,柱穴の規模,柱列の並び,柱間間隔などの違いから平面形が 3つある。また,総柱建物は梁

行 2間 ×桁行 3間～ 4間 を基本にしていることが分かった。県内の古代掘立柱建物が桁行 3間 ×梁行

2間 を基本にしている′点で,身舎を側柱か総柱かで構成されている違いがあるが,古代から中世への

流れが読み取れる。すなわち,中世の総柱の大型化は基本形に桁行・梁行方向に柱を延ばして大きく

したためであることが伺える。別の言い方をすれば,古代の「間面記法」で示される中世建物が確認

できたことになる。よって,中世の建物は身舎 と廂を含めた生活空間として捉える必要がある。

上記の総柱建物の上部構造は建築材が出土していないので分からないが,既存する民家例から軸組

と小屋組が一体になっている構造が想定できる。が,恨」柱を通柱にし屋内を束柱にする側通柱式なの

か,床下部 と床上部の軸部が分かれて板壁・土壁などの東柱式を取っているのかは平面形からでは判

断ができない。しかし,室町時代後期の群馬県茂木家と神戸市箱木家の民家例から考えると,前者は

Alタ イプ,後者はA2タ イプの参考例になる。茂木家では軸部 と小屋組が一体 となった棟束構造で,

棟持柱・入側柱 と側注が梁で一体 となって,柱列が通る。箱木家では軸部 と小屋組が区別される棟束

構造で,棟持柱・入側柱 と側柱の垂木だけの連結で弱 く,注列が通らない。中世後期末の民家と前期

の総柱 とを一緒に論 じることができなく,A2タ イプを軸部と小屋組の一体化 した構造と考えている

が,柱列が通らない点が,廂 (下屋)と 身合 との構造を考える上で参考になろう。

掘立柱建物の分類 と時期区分

さて,掘立柱建物は中世後期に総柱から側柱に主体を変化させ,やがて土台建物に変化 していく。

このような当遺跡で分かった成果を踏まえて,建物を分類してみる。建物を上部構造から分類しなけ
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ればならないが,上部構造が解明できないので,平面形から考えた。まず,総柱 と側柱に分類できる。

総柱建物の内,梁行 3間以上の大型と梁行 2間以下の小型がある。その構造は上記で述べた通 りであ

る。当遺跡の S B92・ SB■5な どのように,一見総柱のように見えるが,内の柱が抜けた側柱建物が

ある。この抜けた柱は礎石を用いたためでない。建物規模の拡大が屋内の大小の諸室を問仕切るため

の柱配置を自由にする必要があることからも,こ の柱抜け側柱を 1つのタイプと考えたい。よって,

これを総柱 とは別タイプに分類し,側柱だけで構成される側柱 とも区別する。さらに,柱穴の規模が

時期差を示す目安 となることから,規模が50cm以下の小型のものをaと 50cmを 越える大型をbにす

る。平面形が主として円形を1,楕円を2,方形を3に分けた。以上から,掘立柱建物を 1類～Ⅲ類

に分類した。総柱の小型柱穴を Ia類,中抜け側柱の月ヽ型柱穴をla類,側柱だけのうち小型柱穴を

皿a類,大型円形柱穴をⅢbl類,大型楕円柱穴Ⅲb2類となる (第 316・ 317図参照)。 当遺跡で判明

した時期別区分から,県内の11世紀～18世紀の建物を6段階に設定した。

1段階 (12世紀中頃以前)住 居 としての総柱建物の出現 と確立 県内の総柱建物の出現は 6世紀

末～ 7世紀前半の桜町遺跡で,倉庫 と考えられている。その後,倉庫以外,住居に使用されるように

なる。10世紀末～■世紀前半の五社遺跡が現在最古の例である。総柱 (Ial)と 側柱 (皿 a)と が

約半々で混在する。総柱は桁行 2間～ 4間 ×梁行 2間で,40m2以下である。柱穴は20cm～ 30cmであ

る。河西健二氏は柱穴の並びのずれ・柱穴の月ヽ型化 。平面形の歪みから中世的様相を指摘されている。

付加するならば,柱間は桁行より梁行の方が長いものと短いものが混在 している点に注目したい。県

内の古代掘立柱建物は梁行の柱間が桁行より長いものがほとんどである。この傾向の分化が五社遺跡

で見られるソ点からも過度期的様相を示している。北陸では総柱住居の古い例は新潟県上越市一之日遺

跡の大型総柱で, 9世紀後半から10世紀前半である。県内では竪穴住穴が10世紀後半には消減する。
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